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例

1 本書は平成元年 (1989)度 から平成マ3年 (1991)度 にかけて調査を実施 した四国縦貫自

動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書には赤坂遺跡 (I)。 (Ⅱ )。 (Ⅲ)(阿波郡阿波町所在)、 金蔵～上井遺跡 (板野

郡土成町所在)、 天神山遺跡 。青谷遺跡 (板野郡上板町所在)調査報告を収録した。

3 発掘調査は日本道路公団高松建設局から徳島県が委託を受け、徳島県からの委託により、

財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

4 遺構の表示は徳島県埋蔵文化財センターが定める発掘調査基準による略記号を用いた。

凡 例

SA 掘立柱建物跡   SE 井戸     SO  窯

SB 竪穴住居跡    SK 土坑 (装)  SP  柱穴

SD tt        ST tt      SX  不明遺構

5 方位は国土座標第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位 (T,P.)を 表す。

6 本書で用いた土層及び土器の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』 198

9年度版によった。

7 調査に当たっては、次の機関の指導・協力を得た。

徳島県教育委員会 日本道路公団高松建設局 同徳島工事事務所 同脇町工事事務所

徳島県土木部縦貫道推進局 同中央事務所 阿波町 生成町 上板町

8 本書の執筆は以下のとおりである。

I 菅原康夫 H 原 芳伸 Ⅲ 久保脇美朗 Ⅳ-1・ 3 湯浅利彦 Ⅳ-2 平山

義朗

なお、各章の構成はそれぞれの執筆者が担当した。遺物の写真撮影は島巡賢二、全体

の編集は菅原が行った。

ロ
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調査に至る経緯

四国縦貫自動車道は「国上開発幹線自動車道建設法」及び「高速自動車国道法」に基づき、

四国 4県を連結する幹線道路として計画された。徳島県内では徳島～脇間については昭和48

年 (1973)10月 19日 「道路整備特別措置法」に基づき建設大臣から第 7次の施行命令が出さ

れ (昭和54年 3月 2日 整備計画変更、施行命令)、 昭和55年 12月 19日 実施計画の認可、昭和5

6年 1月 19日 に路線発表がされた。

これは徳島市川内町の徳島 Io Cを 起点とし、吉野川に平行 して西進 し、板野郡板野町の

沖積平野を横断した後、同郡上板町から阿波郡阿波町にかけて阿讃山麓を通過 して脇 Io C

を結ぶ、区間延長41.4km、 用地取得面積259h aに及ぶ事業である。

昭和61年 4月 24日 道路局長通達により暫定施工に変更され、62年 11月 6日 徳島～脇間の起

工式が行われた。昭和63年 5月 31日 には藍住 I.C(追加 I,C)の施行命令が出され、 6月

30日 に実施計画が認可されている。

この間徳島県教育委員会 (以下「県教委」という。)は昭和60～62年度にかけて脇～板野

間、63年度には徳島～板野間の路線に係る分布調査を実施し、埋蔵文化財の実態把握に努め

た。これと前後 し、分布調査結果を基に県教委と協議を重ねた日本道路公団高松建設局 (以

下「公団」という。)は、昭和63年 6月 17日 、文化庁に脇～板野間に係る58遺跡の取扱いに

ついて協議を申し入れ、平成元年 3月 30日 、工事の施工に先立って発掘調査を実施する旨の

協議を終了した。

一方、県教委では供用が第10次 5か年計画に取り入れられ、平成 5年が目標となっている

ことを受けて、63年度に大規模開発に即応した調査体制の整備を図り、平成元年 4月 1日 、

財団法人徳島県埋蔵文化財センター (以下「センター」という。)を発足させ、調査に対応

することとした。センター発足時には未確定であった徳島～板野間の調査については、平成

2年 1月 22日 に10遺跡の取扱いについての協議が終了し、路線内に68遺跡、約860,000雷 (暫

定分約340,000だ )、事業地区面積のほぼ13パーセントにあたる文化財対象地が確定 した (第

1図 )。

県と公団との委託契約をお、まえ、県とセンターとの委託契約は元年 6月 1日 付けで締結さ

れた。センターでは発掘調査にあたって、機械掘削等工事請負方式と空中写真撮影図化を導

入することによって、調査の迅速化に努める方針で臨んだ。しかし、文化財対象地があくま

で分布調査結果に基づくものであり、特に工事請負として設計 。発注するためには掘削土量

の把握が不可欠であるため、試掘調査を先行し、遺構の遺存状態及び層厚の把握に努めた。

また、用地取得状況を勘案しつつ、散布地・集落跡 。古墳など、遺跡の性格・遺構の累積数
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に応じた調査方法、調査工期について検討を行い、調査を実施した。

前述したように、試掘調査を先行する事によって層厚・調査範囲を絞り込んだことに加え

て、徳島～板野間の沖積平野では現地表面下 3m以深に遺跡が存在することから、遺物の採

集が行われなくとも、慎重を期して微高地が調査対象地とされていたこともあり、最終の実

掘面積は当初見込みに比べて減少 した。

平成元年度には、14遺跡14,500だ 、 2年度は33遺跡76,390だ 、 3年度は30遺跡35,748 ar、

4年度は残件であった14遺跡6,826だ について、用地取得がなされた地区から調査を進め、

当該区間の調査を完了 した (第 1表 )。

それぞれの調査の進捗状況については、既刊の徳島県埋蔵文化財センター年報を参照され

たい。

出土遺物の整理、調査報告書作成業務は平成 3年度に一部着手し、 4年度からは本格的な

作業に入り、今後順次刊行の予定である。

なお、本書に収録 した報告のうち、生成町金蔵～上井遺跡は元年 5月 30日 、用地買収団体

交渉が妥結し、事業地内の文化財対象地として最初に用地取得がなされた地区である。セン

ターが県内ではじめて実施する工事請負方式の調査として、その可否とともに、以後の調査

の進め方を問うものといえた。従来の直営発掘とは異なる調査担当者の分掌をはじめ、工程

管理、土量管理、対外交渉など、組織を挙げての訓練の場となった。

ここにセンター調査報告書第 1集として収録する次第である。

調査組織及び整理体制は以下である。

事 務 局 長  日下 昭 (平成元・ 2年度)

総 務 課 長

佐藤信博 (平成 3・ 4年度)

吉田 寛 (平成元 。2年度)

木内正幸 (平成 3年度)

岡本一仁 (平成 4年度)

佐藤 馨 (平成 2～ 4年度)

扶川道代

田村隆子 上田暁美

岸いくみ 大岸さとみ

福原幸恵

柴田みのり 藤川淑江

主   事

研究補助員

臨時補助員
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調 査 係 長

調査担当

金蔵～上井遺跡

研 究 員  久保脇美朗 結城孝典 (当時)

調 査 課 長

調 整 係 長

赤坂遺跡

研 究 員

研究補助員

桑原邦彦 (平成元・ 2年度)

羽山久男 (平成 3・ 4年度)

菅原康夫 (平成元年度)

島巡賢二 (平成 2～ 4年度)

森長 進 (平成元・ 2年度技術主任)

堀江隆治 (平成 3・ 4年度)

島巡賢二 (平成元年度)

菅原康夫 (平成 2～ 4年度)

谷 匡人 (当時)高 岡 裕 (当時)

(I)
松永住美 (当時)米 倉康博 (当時)

中野健次

佐藤誠二

赤坂遺跡 (Ⅱ )

研 究 員  松永住美

研究補助員  佐藤誠二

赤坂遺跡 (Ⅲ )

第 1次調査

研 究 員  松永住美

第 2次調査

研 究 員  松永住美

研究補助員  佐藤誠二

天神 山遺跡

研 究 員  計盛真一朗

安友克佳

中野健次

十チII道雄 (当時)

石川直章 (当時)

中野健次

(当時)湯浅利彦

平山義朗
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青谷遺跡

第1次調査

研 究 員

第 2次調査

研 究 員

計盛真一朗 湯浅利彦

安友克佳 平山義朗

高岡 裕 近藤隆弘 (当 時)

調 査報 告 書 作 成 業 務

赤坂遺跡 (I)・ (H)。 (Ⅲ )

研 究 員  原 芳伸

金蔵～上井遺跡

研 究 員  久保脇美朗

天神山遣跡・青谷遺跡

研 究 員  湯浅利彦 平山義朗

、

．
ノ

_7ヽ 、_.´  ― ・へ
A.フ .

II

Ｉ

Ｈ

Ⅲ

阿波町N。 1～ 12

市場町No13～ 25

上成町No26～ 37

ｒ
　ｏⅣ 上板町No38～ 55

V板野町N。56～65

Ⅵ 藍住町No66～ 68(N。 は第1表の遺跡番号に対応する)

四国縦貫自動車道 (徳島～脇)路線図第 1図
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４遍跡

番号
遺跡名 所在地

面積 (雷 ) 備  考

実掘面積 元年度 2年度 3年度 4年度

と 西長峰遺跡 阿波郡阿波町西長峰

2 中長峰遺跡 阿波郡阿波町中長峰

3 東長峰遺跡 阿波郡阿波町東長峰

4 日吉谷遺跡 阿波郡阿波町日吉谷 4,080 1,840 2,240

5 赤坂遺跡 (I) 阿波郡阿波町赤坂 本報告書所収

6 赤坂遺跡 (■ ) 阿波郡阿波町赤坂 本報告書所収

7 赤坂遺跡 (Ⅲ ) 阿波郡阿波町赤坂 1,600 1,000 本報告書所収

8 桜ノ岡遺跡 (I) 阿波郡阿波町桜ノ岡 8,000 2.690 5,310

9 桜ノ岡遺跡 (Ⅲ ) 阿波郡阿波町桜ノ岡

桜ノ岡～束正広
遺跡

阿波郡阿波町小倉 1,000 1,000

山ノ神遺跡 阿波郡阿波町山ノ神 10

山ノ神～八丁原
遺跡

阿波郡阿波町山ノ神

上喜来遺跡 阿波郡市場町大俣 と,160

大俣山路～大俣
宇佐遺跡

阿波郡市場町大俣

15
上喜来蛭子～中佐
古遺跡

阿波郡市場町上喜来 12,560 11,720

八坂遺跡 (1 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 (] 阿波郡市場町尾開

8 八坂遺跡 Ⅲ 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 (IV 阿波郡市場町尾開 2,000 2,000

日吉～金清遺跡 阿波郡市場町尾開 3,100 2,850

古田遺跡 (I) 阿波郡市場町切幡

古田遺跡 (1) 阿波郡市場町切幡

坤山～観音遺跡 阿波郡市場町切幡

乾山～観音追跡 阿波郡市場町切幡 850

乾山追跡 阿波郡市場町切幡 2 2

金蔵～上井遺跡 板野郡生成町浦池 2,730 2,730 本報告書所収

北原～大法寺遺跡 板野郡生成町土成 4,890 4,890

前田遺跡 板野郡土成町土成 10,810 7,710 3,100

椎ヶ丸～芝生遺跡 板野郡生成町吉田 3,550 3,550

北門～涼堂遺跡 板野郡生成町吉田 200

広坪～宮ノ下遺跡 板野郡土成町宮川内

向山古墳群 板野郡土成町宮川内

葬ヶ丸遺跡 板野郡生成町高尾 1,400 と,400

けやき原～林遺跡 板野郡生成町高尾

西谷遺跡 板野郡土成町高尾 7.300 5,650 1,650

法教田遺跡 (I) 板野郡土成町高尾

十楽寺遺跡 板野郡生成町高尾

安楽寺谷墳墓群 板野郡上板町引野 2,140 2,140

関堀窯跡 板野郡上板町引野

天神山遺跡 板野郡上板町引野 1,330 1,330 本報告書所収

青谷遺跡 板野郡上板町引野 3,980 3,110 本報告書所収

明神池古墳群 板野郡上板町引野

第 1表 四国縦貫自動車道埋蔵文化財調査地一覧表
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遺跡

番号
遺 跡 名 所 在 地

面積 (だ ) 備  考

実掘面積 元 年 度 2年度 3年度 4年度

柿谷遺跡 板野郡上板町泉谷 8,930 3,280 5,650

新池遺跡 板野郡上板町泉谷

神宮寺遺跡 板野郡上板町神宅 15,649 11,507 4,142

菖蒲谷西山A遺跡 板野郡上板町神宅

菖蒲谷西山B追跡 板野郡上板町神宅 1,980 1,730

菖蒲谷東山古墳群 板野郡上板町神宅

山田古墳群A 板野郡上板町神宅 2,200 2,200

山田古墓 板野郡上板町神宅 8

山田古墳B 板野郡上板町神宅 525 250

大容古墳群 板野郡上板町神宅

大谷薬師遺跡 板野郡上板町神宅

祝谷古墳 板野郡上板町神宅

聖天山遺跡 板野郡上板町神宅

黒谷窯跡 板野郡板野町黒谷

松谷遺跡 板野郡板野町松谷

蓮華谷古墳群 (I 板野郡板野町犬伏

蓮華池追跡 (1) 板野郡板野町犬伏

連華谷古墳群 (I 板野郡板野町犬伏 1,220 1.220

蓮華池遺跡 (I) 板野郡板野町犬伏

黒谷川宮ノ前遺跡 板野郡板野町犬伏 10,580 10,450

古城遺跡 板野郡板野町古城 10,000 8,920

西中富遺跡 (I) 板野郡板野町西中富 975 975

西中富遺跡 (I) 板野郡板野町西中富

東中富遺跡 板野郡藍住町東中富 760

前須遣跡 板野郡藍住町徳命 876 625

新居須遺跡 板野郡藍住町徳命

計 133,464
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Ⅱ 赤 坂 遺 跡
・
(I)・ (Ⅱ )・ (Ⅲ )



1 本章は四国縦貫自動車道建設に伴う赤坂遺跡 (1)。 (■ )。 (Ⅲ )発掘調査報告である。

2 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間 赤坂遺跡 (I) 平成 2年 5月 17日～ 7月 5日

赤坂遺跡 (■ ) 平成 2年 9月 17日 ～ 9月 24日

赤坂遺跡 (Ⅲ) 第 1次調査 平成 2年 1月 6日 ～ 2月 22日

第 2次調査 平成 2年 9月 26日 ～11月 1日

報告書作成期間 平成 4年 4月 1日 ～平成 5年 3月 31日

3 遺物番号は各遺跡ごとに通し番号とした。また挿図番号及び図版番号は編集の都合上、

赤坂遺跡 (I)。 (H)。 (Ⅲ )をまとめて通 し番号とした。

4 第 4図の地形図は建設省国土地理院発行の 1/25,000の地形図「脇町」「西赤谷」を転

載したものである。

遺跡抄録

遺 跡 名 赤坂遺跡 (I) 赤坂遺跡 (Ⅱ ) 赤坂遺跡 (Ⅲ )

読   み あかさか

所 在 地 阿波郡阿波町字赤坂65-1 同159-3 同165-1

種  別 集落 散布地 集 落

時  代 弥生・中近世 旧石器・弥生・古墳 。中近世 弥生

主な遺構 土坑 無 竪穴住居跡・土坑

主な遺物 弥生土器・石器 石核・須恵器 弥生土器・石器
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調査の経過

(1)調査の経過

赤坂遺跡 (1)・ (Ⅱ )。 (Ⅲ )は、四国縦貫自動車道建設予定地に弥生土器片、石鏃等の

分布が認められたため、平成元年度 。2年度に試掘調査を行い、弥生時代に位置付けられる

遺構の存在が確認されたため、本調査の必要性があるとの結論に達した (第 3図 )。

赤坂遺跡 (1)

本調査は800rの 調査区を設定 し、平成 2年 5月 17日 から発掘調査を開始 した。調査区割

は 5m× 5mのメッシュを国土座標軸、X軸・Y軸の線上に組み、X軸方向は西から東へ 1

～12の数字を、Y軸方向は南から】ヒヘA～ Kの記号をつけて、それぞれグリッド名とした (第

1図 )。

遺構は調査区南部および東部に集中してみられ、長方形および方形の上坑と楕円形の上坑

が 9基、その他75基のピットが検出された (第 1表 )。

包含層から出土遺物の大半を占める弥生土器や石鏃、石庖丁の他、古墳時代の須恵器片な

どが出上しており、弥生時代を中心として古墳、鎌倉、江戸時代の各期にわたつている。

赤坂遺跡 (Ⅱ )

50だ の調査面積を設定し、平成 2年 9月 17日～24日 までの調査期間で試掘調査を行ったが、

調査区の北半分は開墾による削平をうけて平らになっており、自然地形を残 している南半分

に2カ 所、削平された部分に2カ 所、その境界部分に 1カ所 トレンチの計 5カ 所を設定 した

(第31図 )。

当該地は、赤坂遺跡 (■ )は地元の伝承や「阿波町史」などで西林城跡の所在が想定され

ており、今回の発掘調査ではそのことを立証するものと期待された。

西林城跡は『古城諸将記』や『林町史』などによると、三橋上総守範清の子常陸介宗忠の

居城で王子神社の後西北方、赤坂の丘陵上にあったとされている。天正十年に長曽我部元親

の奸言により脇城主武田上野介信顕援兵の為脇町へ出陣した留守中に落城 したと伝えられて

いる。

しかし、試掘調査の結果それに伴う遺物および遺構を検出することはできなかった。また

出土遺物の点数も非常に少なく遺跡の存在の可能性が希薄なため、本調査は行わず試掘調査

のみで本遺跡の発掘調査を終了することとなった。
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赤坂遺跡 (Ⅲ )

平成元年度に試掘調査を行った結果、弥生時代～中世に位置付けられる遺構の存在が濃厚

であると予想されたため、引き続き600雷の調査区域を設定 し、1月 6日 から2月 22日 まで調

査を行った。

調査区域内のグリッド設定に際しては、 5m× 5mのメッシュを国土座標の座標軸、X軸、

Y軸の線上に組み、X軸方向は西から東へA～Nの記号を、Y軸方向には南から北へと 1～ 1

2の数字をつけてグリッドを設定 した (第 2図 )。 調査の結果、弥生土器片、瓦器片、サヌ

カイ ト景1片等が出土 したが、良好な遺物包含層および遣構を発見することはきなかった (第

1次調査)。

平成 2年度は、新たに前年度の調査区の北側に1,000∬ の調査区を設定 し、 9月 26日 より

約 lヶ 月間の調査を行った (第 2次調査)。

調査区内のグリッド設定に際しては、前年度に続 く記号・数字を付けてグリッドを設定 し
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X=119810

第 1図 赤坂遺跡 (I)グ リッ ド配置図
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x=120060

X=120.050

X=120030

X〓 120.020

K    L   M
0         10m

第 2図 赤坂遺跡 (Ⅲ )グ リッド配置図

- 11 -―



た (第 2図 )。

遺構は調査区の東部と西部で多 く検出され、弥生時代中期の竪穴住居跡 2、 土坑 5、 溝 2、

ピット95基を検出した (第 2表 )。
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第 3図 赤坂遺跡 (I)。 (II)。 (III)調 査地位置図

□  試掘 トレンチ
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12)調査 日誌抄

赤坂遺跡 (I)

1990年

5月 8日  試掘 トレンチ設定。

5月 10日  試掘 トレンチ掘 り下げ。弥生土

器、サヌカイ ト片等を出土。

5月 16日  本調査開始。調査区地形測量及

びD7～ F10グ リッド第 1層掘 り

下げ。

5月 18日  プレハブ設置。資材搬入。

5月 24日  D, E5グ リッド第 2層掘 り下

げ、及び遺構面精査を行 う。 ピッ

ト18、 土坑 1基確認。

5月 28日  E7～ F8グ リッド遺構検出。

E8～ G10グ リッドか らサヌカイ

ト石槍、弥生土器、須恵器等出土。

5月 30日  D7～ F10グ リッド遺構検出状

況写真撮影。G3～ F10グ リッド

遺構配置図作成。G3～ 15グ リッ

ド第 2層掘 り下げ。弥生土器、サ

ヌカイ ト片が出土。G7～ 110グ

リッド遺構検出作業。

1日  G7～ 110グ リッド遺構検出状

況写真撮影。 F7～ 11グ リッド東

西セクション南壁及びD7～ F7

列南北セクション東壁の土層堆積

状況写真撮影。のち上層断面実測。

F3～ 6グ リッド第 2層掘 り下げ。

C3～ F6、 D10～ F10グ リッド

の遺構掘 り下げ。

5日  F3～ 6グ リッド東西セクショ

ン西半分の上層堆積状況写真撮影

及び土層断面実測。南東部、北東

部D7～ H9グ リッド土層断面実

測 。

6月 7日  土坑 (S K 1001・ 1003・ 1005。 1

007・ 1008・ 1009)掘 り下げ。写

真撮影及び上層実測。

6月 8日  遺構の平・断面実測開始。

写真 1 赤坂遺跡 (1)調査風景

6月 12日  遺構及び調査区全景写真撮影。

6月 14日  遺構の平・断面実測終了。

6月 18日  第 3層掘 り下げ開始。

6月 27日  第 3層掘 り下げ完了。

6月 29日  調査終了。

赤坂遺跡 (Ⅱ )

1990年

9月 20日  試掘調査に入る。第 1ト レンチ、

第 2ト レンチ完掘ё弥生土器、須

恵器等出土。

9月 21日  第 3～ 5ト レンチ掘 り下げ。第

1～ 5ト レンチ土層断面実測及び

土層堆積状況写真撮影。試掘 トレ

ンチ配置図作成。試掘調査をもっ

て発掘調査を終了。

6月

6月
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赤坂遺跡 (Ⅲ )

1990年 (第 1次調査 )

1月 5日 赤坂遺跡 (Ⅲ )現地踏査。

1月 8日 地形測量及び試掘 トレンチ設定。

1月 9日  トレンチ掘 り下げ。試掘調査の

結果、調査区を600∬ に拡大。

1月 19日  掘 り下げ開始。

1月 22日  掘 り下げ完了。

1月 25日  遺構面精査開始。

1月 30日 遺構面精査完了。少量の弥生土

器が出土 したが、確実な遺構と判

断できるものはなかった。

2月 5日  調査区全景写真撮影。

2月 21日 調査区埋め戻 し。

2月 22日 現場撤収。

赤坂遺跡 (Ⅲ )

1990年 (第 2次調査)

9月 3日  地形測量開始。

9月 4日  表土除去。

9月 5日  掘 り下げ。

9月 17日  S B 1002検 出。

9月 19日  包含層掘 り下げ完了。

10月 11日  S B 1001検 出。

10月 22日 遺構検出状況写真撮影。遺構配

置図作成。

10月 31日  遺構完掘状況写真撮影。

11月 1日  調査終了。

守lj議
赤坂遺跡 (Ⅲ )調査風景
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2 遺跡の立地と環境

(1)地理的環境

四国東部に位置する徳島県は、山地が大部分を占めており、平野の部分は段丘・扇状地を

含めても全県面積の三割ほどにすぎない。中央構造線と呼ばれる大断層に沿う吉野川下流域

平野をはさんで北は阿讃山脈が連なり、南は四国山地・剣山地・海部山地がそれぞれ東西に

併走 しており、いずれの山地も西に高く東に低くなる傾向がある。また阿讃山脈と四国山地

の二列の山脈の間を四国最大の河川である吉野川が直線的に東流 して紀伊水道に注いでいる。

その流域の北岸には扇状地が発達 し、南岸には段丘地形がみられる。

赤坂遺跡 (I)。 (H)。 (Ⅲ )は、この吉野川左岸のほぼ中央部の阿波郡阿波町字赤坂に

位置する。地形は中位砂礫台地であり、本流性の厚い砂礫層およびこれをおおう新規扇状地

礫層よりなる。台地面は断層によって南北に階段状をなす他、南北方向の側刻崖を境として

東西に階段状をなすこともある。北部には阿讃山脈が東西に連なり、徳島・香川県境をなす

阿讃山脈の背梁は西より】ヒ東へ連なっている。この山腹を蛇行削刻して小河川が数多 く南北

に流れており、日開谷川・曽江谷川といった先行谷が走り、山地から大量の上砂を流出させ、

吉野川に押 し出し多 くの扇状地を形成する。その高位緩斜面の台地上には、多くの旧石器～

古墳時代の遺跡が点在 しており、 3遺跡とも長峰台地と呼ばれる南北幅 1～ 2 km、 海抜50～

150mの緩やかな中位河岸段丘上に位置し、赤坂遺跡 (I)は標高65～66.5mに、赤坂遺跡

(H)は標高65m、 赤坂遺跡 (Ⅲ )は標高80～85mの丘陵先端部に位置している (第 4図 )。

阿波町の地質は白亜系和泉層群 (内帯)か らなる阿讃山脈とその阿讃山脈と吉野川との間

にあって、第 4系の種々の地層からなる平地との二つからできている。また中央構造線以南

に分布する三波川変成帯 (外帯)があり、切戸 。岩津では三波川結晶片岩類の露頭がみられ

る。

12)歴史的環境

本遺跡周辺には、旧石器～古墳時代の遺跡が数多 く展開されている(1)(第 4図)。

旧石器時代遺跡の展開は、主として吉野川北岸中流域、阿波町から上板町まで阿讃山脈裾

に形成された扇状地に認められ、旧石器の宝庫となっている。

従来、阿波町で確認された旧石器資料・遺跡数は24地点を数える。しかしながら、これら

はすべて表面採集によるものであった。
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この中で四国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査により、阿波町内では日吉谷遺跡・桜ノ岡

遺跡 (I)・ (Ⅲ )の調査が行われ (2)、 ナイフ形石器など多 くの旧石器資料が出上 したが、

それでもなお層位的に安定した遺跡はごく僅かであり、石器組成を含め旧石器文化の実態の

解明が今後の追求課題である。

縄文時代の遺跡は、旧石器時代よりさらに希薄である。阿波町内では縄文時代の遺跡はま

だ確認されてはおらず、表面採集された石鏃等があるのみである。

弥生時代では、曽江谷川左岸、段丘先端上に東西約 2 kmの範囲に西長峰遺跡
(3)、 日吉谷

遺跡、桜ノ岡遺跡 (I)な ど弥生時代中期中葉～後期初頭の遺跡群が形成されている。

一方「久勝町史」によると、明治15年頃、久勝地区の山王から銅鐸が出上 したと伝えられ

ているが、その出土地点および所在は不明である。

古墳時代では、阿波町内で確認されている古墳は、北岡西 。東古墳、西林古墳、長峰古墳、

桜ノ岡古墳、正広古墳、八つ塚古墳の七カ所で、他に古墳らしき形跡の認められるもの、伝

承や地名から推定されるものが数力所ある。

いずれも、古墳時代後期の 6世紀から7世紀前半に造営されたと推定される小規模の横穴

9桜 ノ岡遺跡(Ш )

10桜 ノ岡古墳
11正広古墳
12長 峰古墳
13北 岡西古墳
14北 岡東古墳

1西長峰遺跡
2中長峰遺跡
3東長峰遺跡
4日 吉谷遺跡
5赤坂遺跡(I)

∵ ;索綴逮骰吊

第 4図 赤坂遺跡 (1)。 (1)。 (Ⅲ )周辺の遺跡「脇町」「西赤谷」
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式石室の円墳である。その多 くは山麓丘陵部に位置している。

石室の構造については、北岡西・東古墳はいわゆる「段の塚穴型石室」であり、正広古墳

は「忌部山型石室」の構造を呈 している。本地域は、「段の塚穴型」 。「忌部山型」の石室

構造の異なる両グループが共存 していることから、両グループの政治・文化の接点に当たる

ものとして、石室構造の違いの背後にある造営氏族の領域を検討する上で重要である (4)。

古代～中世についてせ、文献以外の具体的な社会構造を解明するような調査事例は希薄で

ある。文献などに 7城の古城跡の存在が記されており、赤坂遺跡 (Ⅱ )の所在する赤坂地区

には西林城があったとされているが、それを実証する成果はあがっていない。

注

(1)菅原康夫  『 日本の古代遺跡 37 徳島』 保育社 1988

鬱)lHfl徳 島県埋蔵文化財センター 『徳島県埋蔵文化財センター年報Vol.2』  1991

13)徳 島県教育委員会  『西長峰遺跡現地説明会資料』 1990

14)前掲注(1)
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3 調査成果

A 赤坂遺跡 (I)

(1)基本層序

赤坂遺跡 (I)の基本層序は、次の通りである (第 6図)。

1 にぶい黄褐色砂質土。ブドウ畑の耕作土である。当該地はブドウ畑であり、調査区全

域にわたり確認される。

2 黄褐色砂質土。弥生～江戸時代の各期にわたる遺物包含層である。層厚は20cm前後で

あり、調査区の全域で確認される。出土する遺物の主体は弥生時代中期後半のものであり、

古墳～江戸時代の出土遺物については戦後の農地開墾による削平などにより混入 したものと

思われる。石器はサヌカイ ト製の石鏃、結晶片岩製の石庖丁などが出土する。

3 にぶい黄橙色砂質土。弥生時代の遺構面である。遺構は調査区南部及び東部に集中し

ている。検出された遺構には、土坑、ピットなどがある。いずれも弥生時代中期後半を中心

とした遺構である。遺物、遺構の重なりが少ないことから、弥生時代中期のごく短期間に存

続していたものと思われる。

4 明黄褐色砂質土。いわゆる山土である。場所によって多少粘性が異なる。基本層序の

確認ができる場所は、D～ F-7列の南北セクション (東壁)と F列の東西セクション (南

壁)である。おそらくこの基本層序は赤坂遺跡 (1)のほぼ全域を覆っていたものと思われ

るが、戦後の農地開墾などの人為的活動にともない度重なる削平をうけている。地形測量図

と現況より、ブ ドウ畑の開墾の際に丘陵地上方部 (】 ヒ側)を削平 し、丘陵先端部 (南側)お

よび両端 (谷側)へ客土 していることがうかがえる。また調査区北側では、戦後まで行われ

ていた瓦窯のにぶい黄橙色砂質土と暗赤褐色焼土層がみられる。

12)遺構と遺物

検出された遺構には土坑 9、 ピット75がある (第 5図 )。 遺構は調査区南部および東部に

集中しており、いずれも標高66m前後である。

出土土器は全体に弥生時代中期後半から後期にかけての時期を示し、壺型土器、甕型土器

等の日縁部に凹線文が施されている。土器類はいずれも小片となって出上 しており、出土遺

物で全体の器形の判明する個体は極めて少ない。

―- 20 -―
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第 6図 赤坂遺跡 (I)上層実測図
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黄褐色10Y R5/8
砂質土

2.にぶい黄橙色
10Y R6/3砂質土

第 7図  S K1001実測図

土坑 1(S K1001)

第 8図  S K1001出土土器実測図

E-5グ リッドで検出された土坑で、貯蔵穴と思われる。方形状の平面プランを呈 し、長

軸160cm、 短軸138cmの東西方向の主軸をもち、深さ12cmの浅い土坑である。断面形状は舟底

状を呈する (第 7図)。

埋土は 2層 に分層され、 1 黄褐色砂質上、 2 にぶい黄燈色砂質上である。底面から土

器が壊れた状態で検出されたが、復元できる土器の個体数は少ない。底面には炭化物の薄い

層が堆積
(1)し ている。

出土遺物

土器 (第 8図 )

高杯形土器 (1)が出土 している。

杯部は直線的に外方へのびる。日縁端

部は内彎し、丸 くおさめる。脚部はゆ

るやかに外下方へひろがり、端部を方

形状におさめる。杯部底面は円板充填

技法が認められる。器体の内外面とも

最↓落が著しく、調整技法は不明である。

上坑 3(S K1003)

F-8グ リッドで検出された方形状

の土坑である。長軸300clll、 短軸180cm、

深さ38cmを測る。断面形状は舟底形を

呈すが、南北断面では北部分で一部段

/

― L=66.30m

1黄禍色 5 Y R5/8砂 質土
2.に しヽミぃ黄橙色

10Y R6/3砂質土
3黄福色 5 Y R5/6
秒質土

2m
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第 9図  S K1003実測図



状の傾斜をもつ。主軸は南北方向である (第 9図)。

埋土は 3層 に分層され、 1 黄褐色砂質上、 2 にぶい黄燈色砂質上、 3 黄褐色砂質土

となる。底面直上には炭化物の薄い層が堆積 している。中央部よりに砂岩の礫が集中してい

た。底面直上より甕形土器が出上 している。

出土遺物

土器 (第 10図 )

甕形土器 (2)。 弥生時代中期末に属するも

のと思われる。日縁部が外反 し、端部をわずか

につまみ上げる。口縁端部外面に 2条の凹線文

を施す。体部上位に最大径をもち、日縁部内外

面はヨコナデ、体部外面は全体にハケが施され、

体部上位と下位はタテハケ、体部中位はヨコハ

ケである。底面はヘラミガキである。体部内面

上部はヨコヘラケズリ、中～下部は上方向ヘタ

テヘラケズリである。

石器 (第 11図 )

叩き石 (3)は砂岩の円礫を用いている。敲   第10図  S K1003出土土器実測図

打痕はあまり顕著ではない。砥石 (4)は砂岩の自然礫を用い、表面には研磨の使用痕によ

る窪みがみられる。

土坑 4(S K1004)

D-10グ リッドで検出された不整形の土坑である。北東方向に主軸をもち、長軸 100cm、

短軸60cm、 深さ26cnを測る。断面形状は舟底状を呈すが、南北断面では南部分で段状になっ

ている(第12図 )。

埋土は 2層 に分層され、 1 黄褐色砂質土、 2 にぶい黄燈色砂質土となる。他の土坑に

比べ、出土遺物は少ない。底面直上で結晶片岩製の石庖丁が出上 している。

出土遺物

石器 (第 13図 )

薄手の剰片を素材とし、両側縁に調整加工を施し、直線状の刃部を作出した石庖丁で完形

である (5)。
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第11図  S K1003出土石器実測図
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土坑 5(S K1005)

F・ G-7グ リッドで検出された方形状の土

坑である。南北方向の主軸をもち、長軸270clll、

短軸21cm、 深さ24cmを測る。断面形状は舟底状

を呈す。底面には幅 8～ 10cm、 深さ 5 clll、 断面

形状U字形の周壁溝がめぐらされている (第14

図)。

埋土は 2層 に分層され、 1 黄褐色砂質上、

2 にぶい黄橙色砂質土となる。また底面直上

には薄い炭化物の層が堆積 している。出土遺物

は底面直上のものは少なく、埋土中より出上 し

たものが多い。

第12図  S K1004実測図

第13図  S K1004出上石器実測図

出土遺物

土器 (第 15図 )

壷形土器 。甕形土器の口縁部などが出上 している。

6は壷形土器の日～頸部である。日縁部は外反 し、日縁端部をつまみあげている。頸部は

直立気味に立ち上がる。調整は器面の象1落が著 しく、不明である。

甕形土器 (7～ 9)は日縁部が「 く」の字状に外反する。 7は日縁端部をつまみ上げて、

丸 くおさめる。日縁端部外面には 2条の凹線文が施される。日縁部外面タテハケのちヨコナ

デ、内面はヨコハケのちタテハケで調整する。 8は 日縁端部がわずかに上下に拡張する。口

縁端部外面には 1条の凹線文が施されている。口縁～体部外面はナデ、日縁部内面はヨコナ

デで調整する。体部内面はヨコヘラケズリである。 9は 日縁端部を方形状におさめる。調整

技法は土器の内外面ともま1落が著 しく、不明である。

|

― L=65。 30m

刀

‐十

日

Ψ
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土坑 7(S K1007)

G-7グ リッドで検出さ

れた土坑である。遺構の一

部がブ ドウ畑の濠堀 りによ

る倫乱をうけており、全体

の規模・ 形は不明である

が、残存部分で長軸80911、

短軸76clll、 深さ28clllで ある。

主軸方向は南北である (第

16図)。

埋土は 2層に分層され、

1 黄褐色砂質土、 2 に

ぶい黄燈色砂質土である。

出土遺物には、甕形土器の

口縁部および底部などがあ

る。

欝 lご 軍 長妥 超縫昇

土

10Y R6/3砂質土

。
∞

Φ
Φ
＝

|

― L=66.30m

0                    10cm

第15図  S K1005出土土器実測図

0              2m

第14図  S K1005実測図

|

0      1市

第16図  S K1007実測図

＼

□
i

0                    10cn

第17図  S K1007出土土器実測図

|

!責褐色
10Y R5/8砂貿土

2.にぶい黄橙色
10Y R6/3砂質土
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出土遺物

土器 (第 17図 )

甕形土器 (10。 11)が出上 している。10は 日縁部である。日縁部は外反し、端部は上下に

拡張する。日縁端部外面は 2条の凹線文が施される。調整技法は口縁内外面ともヨヨナデで

ある。11は底部である。底部は直立し、内彎気味に立ち上がり、上方へのびる。底面はわず

かに上げ底を呈する。底部外面はタテヘラミガキ、内面はユビオサエのちナデ、底面はナデ

で調整する。

石器 (第 18図 )

台石 (12)。 被熱を受けており、一部

赤褐色に変色 している。砂岩の自然礫を

用い、礫の表面中央部および稜部に激し

い敲打痕がみられる。

上坑 8(S K1008)

G・ H-7, 8グ リッドで検出された 第18図  S K1007出土石器実測図

方形状の土坑である。長軸210clll、 短軸200cnで ほぼ方形を呈し、深さ28cmを測る。断面形状

は舟底状を呈する。土坑 5と 同様に幅 8～ 10clll、 深さ 5 cm、 断面形状U字形の周壁溝がめぐ

らされている (第 19図 )。

埋土は 3層 に分層され、 1

黄褐色砂質土、 2 にぶい黄燈

色砂質上、 3 黄褐色砂質土と

なる。また底面直上には薄い炭

化物の堆積層がみられる。底面

直上からは北西部のピットを中

心にして、壷形土器や甕形土器

など多量の遺物が出上 してい

る。

出土遺物

土器 (第20図 )

甕形土器 (13～ 21)を中心と

して、鉢形土器 (22)、 高杯形 第19図  S K1008実測図

―- 29 -―
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土器 (23・ 24)の ほか壷形土器などが出土 している。

甕形土器はやや肩の張った体部を呈 し、内面のヘラケズリは明瞭である。外面はナデまた

はヘラミガキで調整している。日縁部は内外面をナデで仕上げる。13は器体の下半部を欠損

するが、日縁部はわずかに内傾して立ち上がり、外反する。日縁端部は内側につまみ上げて

丸 くおさめ、上下に拡張する。日縁端部外面には 2条の擬凹線文
(2)を施す。体部中位上部

に最大径がくる。14は底部を欠損するが、ほぼ完形である。日縁部は外反 し、日縁端部を鋭

くつまみ上げている。倒卵形の体部をもち、体部中央部に最大径がくる。体部中位外面に一

部ハケが残存 し、下位はイタナデを施す。15は 日縁部がやや立ち上がり外反し、端部を方形

状におさめる。日縁端部外面はやや凹みをもつ。体部上位に最大径がくる。体部外面は部分

的にヨコヘラミガキを施す。内面は日縁部と体部との境にユビオサエが顕著である。16は 口

縁部がやや立ち上がり外反する。日縁端部を内側につまみ上げ平坦面を作出し、外面には 3

条の凹線文を施す。体部外面は幅 l clll単位のイタナデの痕跡が顕著である。17・ 18は日縁部

が「 く」の字状に外反 し、端部をつまみ上げ、丸 くおさめる。体部外面に一部ハケ調整が残

存する。18は やや肩の張った体部をもつ。17は 日縁端部外面に 2条の凹線文、18は 3条の凹

線文を施す。底部 (19～21)の底面はいずれも平底である。19の体部はやや直立 して上方に

外反 し、20・ 21はゆるやかに上方に外反する。底部外面はヘラミガキをおこなったのち底部

最下部をヨコナデで仕上げる。

22は鉢形土器である。鉢体部は直線気味に外上方へひろがり、鉢日縁部は内彎する。日縁

端部は方形状におさめる。

23・ 24は高杯形土器である。23は脚部で、脚裾部は外下方にひろがり、端部は方形状にお

さめる。脚据部に 3条の沈線文、その下に鋸歯状の沈線文が施される。脚端部には 1条の沈

線文が施される。24は杯部である。日縁部は直線的に外方へのびる。日縁端部は肥厚な粘土

帯を貼り付けて作出し、上方へ立ち上がり内彎している。口縁端部は丸 くおさめる。調整技

法は土器表面の景J落が著しく不明であるo

石器 (第21図 )

サヌカイ ト製の石鏃である(25)。 両面とも押圧黒1離によっ
も     25

て器体が整えられ、基部は円基式で丸みを帯びる。最大幅は
0                            5cm

器体の下位 1/3に くる。                 |          |

第21図  S K1008出土石器実測図

土坑 9(S K1009)

F・ G-6グ リッドで検出された楕円形の上坑である。いびつな楕円形の平面プランを呈

する。】ヒ東方向の主軸をもち、長軸244clll、 短軸 152clll、 深さ14cmの浅い土坑である。断面形

ぬ―建
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状は舟底状を呈する (第22図 )。

押十は4層に分層さ瓶 1 黄褐色砂

質土、2 にぶい黄燈色砂質ム 3 黄

褐色砂質土、4 にぶい黄褐色粘土とな

る。底面直上には薄い炭化物の層が堆積

してヽヽる。底面から1差轡険上碁黄 甕形土

器などの土器片が出土している。完形の

ものはなく、投棄されたものと思われ

る。

出土遺物

土器 (第23図 )

甕形土器(26～28)、 壺形土器 (29)

が出土 している。26は球形に近い体部

を呈し、最大径が体部中央にくる。日

縁部は外反し、端部をつまみあげる。

日縁端部外面は平坦で、やや凹みをも

つ。体部内面のヘラケズリは明瞭であ

る。27は 口縁部が直立気味に短 く立ち

上がり、端部は肥厚 し外反する。日縁

端部外面および日縁部内面に 2条の凹

線文を施す。28e29は体部が直線的に

立ち上がり、上外方にのびる。28の底

面は平底、29はあげ底である。

ビット67(S P1067)出土遺物 (第

24図 )

ピット67か らは結晶片岩製の石庖丁

が 2点出土している。30は完形品であ

る。素材となるall片の一側縁に調整加

工を施 し刃部を作出している。31は器

9     2m響 益部鴨 尤
砂 質土 (炭化物含 む )

4にぶい黄橙色
10Y R6/4粘 土

第22図  S K1009実測図

9          19Cm

第23図  S K1009出土土器実測図

体の一部を欠損している。素材となる票J片の両側縁に刃部を作出している。

。 ・
銘 。派 θ
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第24図  S P1067出土石器実測図

遺物包含層出上の遺物

本遺跡では遺物包含層および表採の遺物も多量に出上 している。出土遺物は各時代に渡っ

ており、その中で図化 し得る主な遺物を提示したい。

土器 (第25図 )

弥生時代

32・ 33は壼形土器の口縁部である。口縁部はゆるやかに外反する。32は日縁端部が、やや

肥厚 して方形状におさめ、端部外面に 1条の凹線文が施される。33は 回縁端部が上方に拡張

し、端部外面に 2条の凹線文が施される。32・ 33と もに内外面はヨコナデで調整する。34は

壷形土器の体部である。頸部と体部の境に櫛描直線文、その上下に櫛描波状文が施されてい

る。調整は内外面ともナデである。35～39は甕形土器である。35は如意形の口縁部を持ち、

日縁部と体部との境に 2種類の櫛描波状文が施されている。内外面ともヨコナデで調整する。

36～39は 日縁部が「 く」の字状に外反する。36・ 38・ 39は 日縁端部が上下に拡張し、39は端

部を鋭 くつまみ上げる。日縁端部外面に36は 2条の擬凹線文、38は 3条の凹線文、39は 3条

の擬凹線文が施されている。37は 口縁端部が上方に拡張し、日縁端部外面に 2条の凹線文が

施されている。38は 日縁部と体部の境に粘土紐痕がみられる。調整は36～39は 口縁部内外面

ともヨヨナデである。38は体部内外面を部分的にハケで調整する。40は高杯の脚部で、外面

は鋸歯状の文様がみられる。外面にはイタナデ、内面は無調整である。

古墳時代

41は無蓋高杯の杯部である。日縁部はやや外反し、端部は丸みを持つ。日縁部と底部を分

ける稜は鋭 く、その下には波状文を巡らす。内外面は回転ナデ調整、底部は回転ヘラケズリ

一- 33 -―
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第25図 遺物包含層出土土器実測図

調整である。42は高杯の脚部で二方に透窓を有している。脚注部はやや外下方へひらき、裾

部でさらに外下方へひらく。脚端部はやや肥厚して内彎する。脚端部の段は鋭 く尖る。調整

技法は脚部外面はカキロ調整、内面は回転ナデ調整である。脚部端部外面は回転ナデ調整で

ある。

ともに陶邑編年TK-23段階
(3)に位置付けられるものと思われる。

中～近世

43は須恵質土器の羽釜である。鍔は日縁端部より1.3clllの 幅で横方向にのびる。内外面を

ヨコナデで仕上げる。44は江戸時代のものと思われる焼き締め陶器の火鉢である。日縁部は

段をもち、外面には櫛先状の工具による列点文が施されている。内外面および口縁端部をヨ

コナデで仕上げる。
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石器

旧石器時代 (第26図 )

石核が 2点出上 している。石材はサヌカイ トで風化が著しい。45は横長景1片石核である。

打面転移が行われており、定形的な黒J片劉離技術はみられない。46も横長素↓片石核である。

打面転移はみられず連続的に景J片を景1離 している。

弥生時代 (第27・ 28図 )

47はサヌカイ ト製の石鏃である。両面とも調整加工が施されている。形態はやや細身の二

等辺三角形であり、基部は平基式で直線状を呈する。48はサヌカイ ト製のスクレイパーであ

る。幅広の承1片を素材とし、ほぼ全周縁に調整加工を施す。49は石庖丁である。サヌカイ ト

製の幅広の景」片を素材として用い、剥片の両端および上部を折断し器形を整えている。粗雑

な調整加工により刃部を作出している。50・ 51は楔形石器である。石材はサヌカイ トである。

ともに横長素J片の両端を折断し、器形を整えている。縦断面形は凹レンズ状を呈する (第27

図)。 52～54は結晶片岩製の石庖丁である (第28図 )。 いずれも横長の景J片を素材とし、両

⇔

第27図 遺物包含層出土石器実測図 12)

郷

| ヽ

0                5 cm
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第28図 遺物包含層出土石器実測図 13)

側縁に直線状の刃部を作出している。

その他の遺物 (第29図 )

55は青銅製の鈴である。正面および裏面に雷文がみられる。56は苺である。表面および側

面に格子目の模様がみられる。いずれも時期は不明であるが、近世 (江戸時代以降)の もの

と思われる。

画

0            5 cm

Ａ
ＩＩ
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
日
聟

第29図 遺物包含層出土遺物実測図 (その他)
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B 赤坂遺跡 (Ⅱ )

(1)基本層序

赤坂遺跡 (Ⅱ )における基本層序は、 1 褐色砂質土。腐食上である。調査区全域で確認

される。 2 にぶい黄橙色砂質土。遺物包含層である。層厚は20clll前後である。出土遺物に

はサヌカイ ト製ナイフ形石器、チャー ト製石核、弥生土器片、須恵器杯蓋、瓦片など各期に

渡っているが、出土点数は17点 と少量である。 3 にぶい黄橙色砂質粘土。地山。いわゆる

山上であり、調査区全域で確認されている。場所により多少粘性が異なる (第 30図 )。 こ

の堆積は丘陵先端部に向かってやや傾斜 して厚 くなっている。

この基本的層序は調査区の金域を覆っていたと思われるが、調査区北半分は戦後の農地開

墾による大幅な削平をうけている。この調査区現況から、自然地形を残 している南半分に 2

カ所、削平されている北半分に 2カ所、その境界部分に 1カ所の合計 5カ 所に試掘 トレンチ

を設定し、調査を行った (第31図 )。

第 1ト レンテ 第 2ト レンテ

L=65.50m_

1.褐色10Y R4/6砂質土(密食土)

2.に Sttヽ 黄橙L10Y R7声砂質土

3.にStい黄橙色10Y R7/3結質土

L=65.00m_

1.褐色10Y R76砂 質土(腐食土)

4。 1と 2の混合層
5。 黄褐色10Y R5海砂質土

1.褐色loY R7砂貿土(腐食土)

2.にしitい黄橙色10Y R7れ砂質土
3.にぶい黄橙色10Y R73猫 貿土

(円礫含む)

第4ト レンテ

1.褐色10Y R4ん砂賞土(腐食土)

2.にぶい黄桂色10Y R7海砂質土
3.に .itい 黄橙色10Y R7/3粘質土

1.褐色10Y R4/6砂質土(密食土)

2.に .ヽい黄笹色10Y R7ω 質土
3.正stぃ黄笹色10Y R7/6猫質■
4.1と 2の混合層

第 5ト レンテ

1.褐色10Y R7砂質土(宙食土)

2.に Stい黄橙色10Y R7μ砂質土

3.にぶい黄橙色10Y R7/3粕質土

0          1m

第30図 赤坂遺跡 (Ⅱ )

第 3ト レンテ

第 3ト レンテ
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第31図 赤坂遺跡 (H)ト レンチ配置図

(2)遺物

今回の調査では少量の遺物は出上 したが、遺構および遺構面を検出することはできなかっ

た。出土遺物にはサヌカイ ト製ナイフ形石器、チャー ト製石核、弥生土器片、須意器杯蓋、

瓦片など各期に渡っているが、出土点数は17点 と少量でいずれも小片ばかりである。その中

で図化 し得る主な遺物を提示したい。

出土遺物

土器

1は第 1ト レンチの 2層中より出土 した須恵

器の杯蓋である (第32図 )。 口縁部は直立 し、

端部は尖り内面に面を有する。天丼部の稜は鋭

く、断面形は三角形を呈する。調整技法は内外

面ともナデである。小片であるため詳細は不明

であるが、陶邑編年TK-43段階に位置付けら

れるものと思われる。

10cm
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第32図 出土遺物実測図 (杯蓋)



石器

旧石器時代の遺物が出上 している (第33図 )

2                    _        3

0                          5 cm

第33図 出土遺物実測図 (旧石器)

2は第 2ト レンチの 2層中より出上 したチャー ト製の石核である。形態はサイコロ状を呈

する。一部に自然面が残存 している。打面転移により景J片が景1離 されており、景1片景1離が進

行するにしたがい小形化している。打面転移による交互景1離が施されているような石核は瀬

戸内海の櫃石島、井島などで認められ、宮田山期
(4)以

後の所産と考えられている。 3は第

1ト レンチの 2層中より出土 したナイフ形石器の下半部である。石材はサヌカイ トである。

横長で薄手のよ」片を素材とし、裏面より打点側の一側縁に調整加工を施 している。これらの

旧石器は瀬戸内海との関係でいえば、井島 Iの段階に相当するものと思われる。

C 赤坂遺跡 (Ⅲ )

(1)基本層序

赤坂遺跡 (Ⅲ )における基本層序は、次の通りである (第34図 )。

1 にぶい黄褐色砂質土。 ミカン畑の耕作上である。当該地はミカン畑であり、調査区全

域に渡り確認される。 1層からは江戸時代のものと思われる遺物が少量出上 している。

2 黄褐色砂質土。弥生時代の遺物包含層である。層厚は20clll前後であるが、削平を受け

ており、安定した堆積はしていない。出土する遺物は弥生時代中期後半のものが主体である。

土器は壺、甕類が出上 しているが、完形のものはなくいずれも破片ばかりである。また調整

技法も土器表面の景J落が著 しく、ほとんど不明である。石器はサヌカイ ト製の石鏃、スクレ
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イパー、楔形石器、石錐や結晶片岩製石庖丁などが出土する。

3 明黄褐色砂質土。弥生時代の遺構面である。遺構は調査区東部および西部で集中して

検出されている。検出された遺構には、住居跡、溝、土坑、ピットなどがある。いずれも弥

生時代中期後半を中心とした遺構である。遺構内からは弥生土器の他、サヌカイ ト製の石鏃、

スクレイパー、楔形石器、石錐、結晶片岩製の石庖丁や磨製柱状片刃石斧、大型の磨製蛤刃

石斧など多種多彩な石器が出上 している。住居跡は調査区東側の斜面で検出されている。遺

構の重なりは少なく、弥生時代中期のごく短期間に存続していた小集落と考えられる。

4 黄橙色粘性砂質土。地山。いわゆる山上である。場所によつて多少粘性が異なる。

1～ 3層 はいずれも遺物を包含 している。この基本層序は赤坂遺跡 (Ⅲ )の調査区のほ

ぼ全域を覆っている。しかし、後世の農地開墾などの人為的活動にともない削平をうけてい

る場所も多 く、特に調査区東側ではその影響が大である。

12)遺構と遺物

元年度に行われた 1次調査では遺構を検出することができなかったが、 2年度の 2次調査

では弥生時代中期後半の遺構を検出することができた。検出された遺構には竪穴住居跡 2、

溝 2、 土坑 5、 ピット95がある (第35図 )。 遺構は調査区の東部および西部で集中してみら

れ、いずれも標高84.5m前後に位置する。

1号住居跡 (S B1001)

I-14。 15グ リッドで検出された円形の竪穴住居跡である (第 36図 )。 調査区東端に位置

し、一部調査区外へのびている。東側は農地の開墾による削平をうけており、遺構全体の規

模は不明である。本住居跡は約 1/2程度が遺存している。復元径約 5mを測り、床面まで

の深さは18cmである。住居跡内の堆積土は、黄褐色砂質上の一層である。

床面より、深さ20～30cmの ピットが 7カ 所検出された。主柱穴と思われるPlと P2の柱

心間距離は約1,4mを測り、 6～ 8本主柱の構造と推定される。周壁溝は検出されなかった。

また炉跡は確認できなかった。住居の南端には長方形状の10cm程度の浅い落ち込みがあるが、

これが住居に伴うものであるのか、その性格は不明である。

床面の遺物には土器類は壷形土器の底部、甕形土器の体部などが出上 しているが、いずれ

も完形復元できるものではなく、また土器表面の祭1落が著しく詳細は不明である。石器類は

砥石、局部磨製石ノミ、磨製柱状片刃石斧などが出上 している。覆上の出土遺物には弥生土

器片、サヌカイ ト製の楔形石器、スクレイパー、結晶片岩製石庖丁などがある。
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L=84.00m一

L〓 8400m_

L=8400m

L=8400n_

1-  
―

――L=8400m

(1)南北セクション土層断面図(東壁)

(2)東西セクション土層断面図(南壁)

第34図 赤坂遺跡 (Ⅲ )土層実測図

L=8400m

L=8400n
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出土遺物

土器 (第37図 )

数点の上器が出土 しているが、いずれも破片であ

り、実測可能なものは 1点のみである。 1は壺形土

器の底部である。底面は平底であり、上外方へ体部

がのびている。調整技法は土器の内外面とも象J落が

著 しく不明である。

/

◎◎ ③
Pl

1.黄掲色 10Y R5/6

砂質土

2.明黄掲色

2.5Y6/6砂 質上

枷 m

0          2m

第37図  S B1001出土土器実測図 第36図  S B1001実測図

石器 (第 38・ 39・ 40図 )

1号住居跡からは多数の石器が出土 している。 2はサヌカイ ト製のスクレイパーである。

厚手の横長剰片を素材とし、両端を折断して器形を整えている。景↓片の端部に調整加工を施

し刃部を作出する。 3・ 4はサヌカイ ト製の楔形石器である。 3は厚手の横長祭↓片を素材と

し、折断によって器形を整えている。縦断面形は三角形を呈する。 4は両極打法によって素

材となる景J片を作出している。一部に自然面が残存する。 5は石錐の先端部である。石材は

サヌカイ トである。細かな調整加工により、鋭い刃部を作出している。横断面形は菱形を呈

する。 6は片岩製の石庖丁で両端は欠損している。厚手の剖片を素材とし、一側縁に刃部を

作出している。縦断面形は凸レンズ状を呈する (第38図 )。 7は局部磨製石ノミである。石

材は片岩である。厚手の景J片を素材とし、片岩の片理面と直交する表裏面を研磨 している。

横断面は四角形である。 8は片岩製の磨製ノミ状石器である。器体全面を研磨 している。先

端部は両面とも丁寧に研磨されており、鋭利な刃部を形成している。 9は片岩製の磨製石斧

であると裏面側は欠損 している。全面を研磨 しており、正面は短軸方向に、側面は長軸方向

に研磨 している。10は打製の柱状片刃石斧である。石材は結晶片岩を用いている。体部は激

しい敲打痕が顕著にみられ、石斧の未製品と思われる (第40図 )。 11は砥石である。被熱を

うけており、一部赤褐色に変色している。砂岩の自然礫を用い、表面には研磨の使用痕によ

る直径 3 clll程度の窪みがみられる (第39図 )。

`―
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0                          5 cm

第38図  S B 1001出 土石器実測図 (1)

2号住居跡 (S B1002)

G,H-17,18グ リッド

で検出された不整円の平面

プランをもつ円形の竪穴住

居跡である (第41図 )。 調

査区の東端に位置し、遺構

の一部が調査区外にかかっ

ているため、全体の規模は

不明である。復元径約 7m

を測り、床面までの深さは

25clllで ある。住居跡内の埋

積土は、 1 灰黄褐色砂質

土、 2 黄褐色砂質上であ

る。

床面では24カ 所の柱穴が

爛

嘲

絨

◇

２　　　　ヽいい【い螂い和中ψ｝４

Ａ

ＩＩ

＝

く

0                         20cm

第39図  S B1001出土石器実測図 12)
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第40図  S B1001出土石器実測図 0
検出され、このうち主柱穴は 7本であると思われる。各柱心間距離はPl― P2:1.4m、

P2-P3:1,5m、 P3-P4:1.4m、 P4-P5:1.6m、 P5-P6:1.6m、 P6-
P7:2.4m、 P7-Pl:1.4mを 測り、 8本主柱の構造と推定される。周壁溝は幅15～20

cm、 深さ 5～ 15cm、 断面形U字状を呈する浅いものが、住居周縁にめぐらされている。また

炉跡は確認できなかった。

床面出上の遺物には、土器類では壺形土器の底部、甕形土器の体～底部などが出上 してい

るが、いずれも完形復元できるものではなく、また土器表面の承1落が著しく詳細は不明であ

0                    10cm
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第41図  S B1002実測図

る。石器類はサヌカイ ト製の石鏃、楔形石器、スクレイパーのほか結晶片岩製の石庖丁、太

形の蛤刃石斧、磨石、砥石など多種多様である。覆土からは弥生土器片、サヌカイ ト製の石

鏃、楔形石器、スクレイパー、結晶片岩製の石庖丁などが出と している。

出土遺物

土器 (第42図 )

弥生土器は数点出上 しているが、いずれも破片ばかりであ

り、実測可能なものは 2点 しかない。12は壼形土器の底部で、

輪台技法によって製作されている。底面はドーナツ状の上げ

底 (5)を呈し、体部はやや直立して上外方にのびる。底面

外部および底部内外面ともナデ調整である。13は甕形土器の 第42図  S B1002出土土器実測図

体～底部である。底面は平底で、体部は底面から直立 し、やや内彎 しながら上外方へのび
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る。外面はナデ、内面はヘラケズリのち下部をナデ調整で仕上げる。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

一

石器 (第43。 44・ 45・ 46・ 47

図)

サヌカイ ト製の石鏃 (14～ 18)

である。いずれも表裏面とも細

かな押圧黒J離による調整加工が

施される。14は石鏃の先端部で

ある。横断面形は凹レンズ状を

呈する。15は小型の石鏃¬ある。

基部は無茎の凹基式である。16

は無茎の石鏃である。最大幅は

器体の上半部 1/3と ころにく

る。17は無茎で細身の菱形を呈

する。最大幅は器上体半部 1/

3の ところにあり、肩が張った

形状を示す。18は細身の柳葉形
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第43図  S B1002出土石器実測図 (1)

をなす無茎の石鏃である。最大幅は器体の上半部 1/4の ところにある (第43図 )。 石庖丁

(19～ 24)である。いずれも薄手で横長の景J片を素材としており、19は サヌカイ ト、20～ 24

は結晶片岩を石材として用いている。完形品は23のみであり、19～22・ 24はいずれも器体の

一部を欠損する。19・ 22・ 23は素材となる素J片の両側縁に、20・ 21・ 24は一側縁に細かな調

整加工を施し、直線状の刃部を作出している。21・ 23は 自然面が一部残存 している(第44図 )。

サヌカイ ト製のスクレイパー (25～29)である。25は厚手の横長剰片の打点側を折断し、器

形を整えている。素1片の端部に急斜度な調整加工を施し、刃部を作出している。26～29は器

体の一部を欠損する。26は薄手で横長の景」片を素材とし、縁辺に刃部を作出している。27は

薄手で横長の黒1片を素材とし、全周にわたって調整加工を施 し、刃部を作出している。28は

厚手の素↓片を素材としている。全周にわたって調整加工を施 し、刃部を作出している。29は

薄手で横長の黒↓片を素材と、端部に鋸歯状の刃部を作出している。30はサヌカイ ト製の楔形

石器である。両極打法によって景J離 された厚手の景1片を折断し、器形を整えている。縦断面

形は凸レンズ状を呈する。31は U.F。 である。厚手の横長素↓片を素材とし、石材はサヌカ

イ トである。端部に使用痕がみられる。風化が著しく旧石器時代のものであると思われる (第

45図 )。 磨製石斧 (32・ 33)である。32は太型蛤刃石斧である。横断面形は楕円形を呈する。

砂質片岩の礫を素材として用いている。基部側半分を欠損する。33は刃部を一部欠損する。
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第44図  S B1002出土石器実測図 (2)

片岩の礫を素材とし、器体全面を長軸方向に研磨している。一部敲打痕があり叩石としても

使用していたものと思われる。34は磨石である。偏平な砂岩の楕円礫を用い、ほぼ全面に長

軸方面に擦痕がみられる。また器体の両側面および正面には、叩石としても使用されたと思

われる激 しい敲打痕がみられる。35は偏平な砂岩の礫を用いた砥石である。表裏面とも研磨

による使用痕がみられ、直径 2～ 3 cnの 凹みが切り合っている (第46図 )。

土坑 2(S K1002)

F-19・ 20で検出された楕円形の上坑である。遺構の一部は調査区外にかかつており、全

体の規模は不明である。残存部分で長軸208clll、 深さ28clllを測る (第47図 )。

埋土は黄褐色砂質土の 1層である。出土遺物には壷形土器や片岩製の石庖丁などがある。
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第45図  S B1002出土石器実測図 (3)

出土遺物

土器 (第48図 )

土坑 2か らは重形土器 (36～40)の ほか甕形土器等が出上 しているが、いずれも破片ばか

りであり、実測可能なものは少ない。

36は 日縁～頸部である。ゆるやかに外方へ開き、日縁端部は方形状におさめている。土器

の内外面とも景↓落が著 しく、調整は不明である。37は体～底部である。底面はわずかにあげ

底であり、体部は底部よりやや内彎しながら上方へひろがっている。体部外面の調整はナデ、

内面は景1落が著 しく不明である。38～40は底部で内外面ともナデ調整する。38は平底、39は

わずかにあげ底である。38の体部は底面よりやや内彎 して外上方に、39は底面より直立し上

外方へのびる。40は輪台技法によって製作されている。底面はドーナツ状のあげ底を呈 し、

体部は底面より、外上方へひろがる。
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第46図  S B1002出上石器実測図 (4)
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石器 (第49図 )

片岩製の石庖丁 (41～43)である。いずれも器体の一

部を欠損する。41は片岩の円礫を分割 して生 じた承1片を

素材とし、一側縁に直線状の刃部を作出している。自然

面が残存 している。42・ 43は薄手の横長景1片を素材とし

ている。42は景1片の両側縁に、43は一側縁に直線状の刃

部を作出している。44は不明石器である。一部自然面が

残存 している。形態は槍先形を呈 し、先端部は研磨され

ている。基部～体部は調整加工が施され、細身に仕上げ

られている6 第47図  S K1002実測図

遺物包含層出土の遺物

本遺跡からは弥生土器片、石器など遺

物包含層出上の遺物があるが、いずれも

小片である。その中で図化 し得た主なも

のを提示したい。

石器 (第 50・ 51図 )

本遺跡では遺物包含層からの出土、あ

るいは表採の石器も多い。

45。 46は結晶片岩製の石庖丁である。4

5は 大形の景↓片を素材とし、両側縁に刃

部を作出している。46は器体の一部欠損

している。素材となる黒J片の両側縁に調

整加工を施し、刃部を作出している (第

50図 )。 サヌカイ ト製の石鏃 (47～49)

である。47は細身の木葉形であり、基部

は無茎の平基式である。両面とも押圧承1

離による調整加工が施され、断面形は凸

レンズ状を呈する。48は両端を欠損して

いる。景J片の両側縁に調整加工が施され 第48図  S K1002出土上器実測図

ている。49は石鏃の未製品である。両面とも押圧黒1難による調整加工が施され、一部自然面

が残存 している。50は石錐である。石材はサヌカイ トである。素材となる承1片の縁辺を快る
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ように調整加工を施 し、刃部を作出している。51・ 52は R.F・

石器時代の遺物であると思われる (第51図 )。
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第51図 遺物包含層出土石器実測図 12)
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注

(1)床面に草等を敷代としていたものと思われる。

12)擬凹線文の呼称については、「壼形土器・甕形土器 。器台形土器の口縁部などに凹凸のある施

文具で直線的に引いた場合などの紋様が擬凹線紋と呼ばれている。」という使用が一般的である

が徳島県内では鳴門市光勝院寺内遺跡の分類以来、「 ヨヨナデによる起伏で凹線状を皇する」文

様と捉えられている場合が多い。本書でも後者に従 った。

偲)野上丈助 編  『陶邑Ⅳ』 (財)大阪文化財センター 1988

14)杉原荘助・麻生 優・加藤 稔 編  『 日本の旧石器文化  2・ 3』  雄山閣 1975

6)底部周縁に環状の平底面を有するものを主として指 し、底部輪台技法 との連関が議論されてい

る。

参考文献

石野博信  『 日本原始 。古代住居ρ研究』 吉川弘文館 1990

佐原 真・金関 恕 編  「弥生集落」『弥生文化の研究  7』 雄山閣 1986

菅原康夫・高橋正則  『光勝院寺内遺跡』 徳島県教育委員会 1984

寺沢 薫・森岡秀人 編  「近畿編 I・ Ⅱ」『弥生土器の様式と編年』 木耳社 1989

平井 勝 他  『野原遺跡群 早風A地点』 岡山県教育委員会 1979

正岡睦夫  「凹線文・擬凹線文」『弥生文化の研究  3』  雄山閣 1986
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4 まとめ

(1)赤坂遺跡 (I)。 (Ⅱ )。 (Ⅲ )の年代と性格について

以上、前章までは各々の遺跡で検出された遺構と遺物について述べた。赤坂遺跡 (I)。

(Ⅱ )。 (Ⅲ )は、長峰台地と呼ばれる平坦な合地上にほぼ同時期に形成された一連の小規

模な集落であると思われる。ここでは、本遺跡の営まれた年代と性格についてまとめておき

たい。

赤坂遺跡 (I)の出土土器の器種構成として壺形土器・甕形土器 。高杯形土器 。鉢形土器

があるが、図化 し得なかったものも含め、その大半を甕形土器が占めるという傾向を示 して

いる。一方、赤坂遺跡 (Ⅲ )においては壷形土器が器種構成の大半を占めており、その他の

器種はごくわずかに出上 しているにすぎない。

本遺跡は出土点数におよび遺存状態に恵まれず、土器の詳細な検討は困難である。しかし

比較的遺存状態の良好な土器を観察すれば、本遺跡の弥生土器は日縁部端部が肥厚・上方ま

たは上下に拡張されて、外面に 2～ 3条の凹線文を施 しているものが多いという傾向を示す。

赤坂遺跡 (1)で は凹線文がほとんどの甕形土器の口縁部に施されている。弥生土器の編年

観では、凹線文の盛行期は弥生時代中期後半 (畿 内第Ⅳ様式併行期)の時期 とされてい

る (1)。

県内で確認されている中期後半の弥生土器が出上 した遺跡は多 く、鳴門市光勝院寺内遺

跡
(2)、 土成町北原遺跡 (3)、 北原～大法寺遺跡 (4)、 分銅型土製品の出土 した阿波町西長峰

遺跡
(5)、

桜ノ岡遺跡 (1)。 (Ⅲ )(6)、 日吉谷遺跡 (7)、 赤坂遺跡 (I)。 (Ⅲ )、 徳島市

庄遺跡
(8)、

南庄遺跡
(9)、

名東遺跡
(10)、 矢野遺跡 (11)、 銅鐸型土製品の出土 した石井町高

川原遺跡 (12)、 高地性集落とされる阿南市正福寺山遺跡 (13)な どがあり、今後さらに資料の

増加が見込まれる。

ここで、比較的遺存状態の良好な赤坂遺跡 (I)の出土土器について詳細に見ていきたい。

本遺跡で検出された遺構の中で、最も多くの上器を出土 した土坑 8出上の上器 (13～24)に

ついてみると、これらはすべて同時期に投棄されたものと認められるものである。14・ 16～

18の甕形土器は日縁部を上方につまみあげ、端部外面に凹線文または擬凹線文が施されてい

る。北原遺跡では甕 Blに、香川県吉原町矢ノ塚遺跡 (14)で
1ま甕3に、香川県詫間町紫雲出山

遺跡 (15)で は甕2に形態分類され、紫雲出山Ⅱ式 (中期 3・ 新)以降出現するとされている。

内面下半はタテヘラケズリ、上半はヨコヘラケズリが施され、煮沸効率を高めるためか器壁

は 3～ 5 mm程度にまで薄く仕上げている。外面の調整技法はほとんどがハケのちナデ調整で
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仕上げている。15・ 19は体部全体をナデたのち部分的に粗雑なヘラミガキを施しており、若

干後期的な様相をみせている。

また他の出土土器についても同様であり、口縁部の形状は上方に拡張またはわずかに上下

に拡張しており、端部には凹線文が施されている。外面の調整はナデがほとんどを占め内面

は全面にわたってヘラケズリで仕上げている。ただし上坑 1出上の高杯形土器 (1)は杯部

底面を円板充填技法が認められ、また土坑 3出上の甕形土器 (2)は器体外面全体にハケで

調整されており、弥生時代後期の様相を呈しているものも認められる。

以上のように、赤坂遺跡 (1)の出土土器は、数量的に口縁端部外面に 2～ 3条の凹線文

が施され、体部外面をナデ調整で仕上げているものが主体であるが、凹線文が退化 したもの

(9・ 14・ 15・ 26な ど)も あり、無文化の傾向も見られる。一方、赤坂遺跡 (Ⅲ )ではさら

に無文化が進み、後期の上器にみられるドーナツ状のあげ底 (12・ 40)を呈するものがみら

れる。

したがって、本遺跡の出土土器は弥生時代中期末～後期初頃 (第Ⅳ様式～第V様式)の様

相を呈 しているものとみて大過ないものと思われる。

遺構については、赤坂遺跡 (I)か らは土坑 9、 ピット75が検出され、赤坂遺跡 (Ⅲ )か

らは、住居跡 2、 溝状遺構 2、 土坑 5、 ピット95が検出された。最初に述べたように赤坂遺

跡 (I)は標高66～ 66.5mに、赤坂遺跡 (Ⅲ )は標高80～85mに位置しており、麓の平野部

からの比高差は赤坂遺跡 (1)が約20m、 赤坂遺跡 (Ⅲ )が約30mを測る。したがって、本

遺跡は緩やかに傾斜 した丘陵先端部に立地する高位台地性集落 (16)と とらえることができる。

赤坂遺跡 (I)で検出された 9基の上坑のうち、土坑 3・ 5。 8・ 9は柱穴をもたない非

常に簡略な構架物の可能性がある。これらを住居跡とするならば、 1辺 3m未満の小規模な

住居跡である。平面プランは土坑 9が楕円形状、その他は方形状を呈 している。しかし、上

屋構造等については推定 しうる資料に欠け不明である。これらは奈良県唐古遺跡から検出さ

れた第Ⅳ様式期の竪穴の27・ 68・ 83号跡の事例と類似しており、非常に簡略な上屋構造をも

つ施設、例えば畑作経営に関わる簡略な構造の出作り小屋 (17)的なものであると思われる。

これらの上坑内からは石庖丁の出土点数が多 く、このことは本遺跡が農耕集落であったこと

を示唆するものといえるだろう。

その他の上坑については、そのいずれにも床面直上に炭化物が薄く堆積 しており、用途と

しては貯蔵穴であると解釈することが妥当であろう。

赤坂遺跡 (Ⅲ )では、住居跡と認められるものが 2基検出された。両者共弥生時代中期後

半に属すると思われる円形の竪穴住居跡であり、平面プラン、規模、構造など近似性をしめ

している。また出土遺物に関しても、 1号住居跡 。2号住居跡ともに土器の出土点数は少な

く、石庖丁・磨製石斧などの石器類の出土が多い。
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徳島県内で現在までに判明している弥生時代の竪穴住居跡の出土例は、約110例 を数える。

このうち弥生時代中期後半に属するものは、徳島市矢野遺跡変電所内地点 3例、矢野遺跡養

護学校内地点 1例、南庄遺跡12例、名東遺跡 (天神地区)4例、名東遺跡 7例、名西郡石井

町高川原遺跡 1例、鳴門市光勝院寺内遺跡 2例、板野郡土成町北原遺跡 2例、北原～大法寺

遺跡 1例、椎ヶ丸～芝生遺跡 3例 (18)、 西谷遺跡 1例 (19)、 前田遺跡 4例 (20)阿波郡市場町

上喜来蛭子～中佐古遺跡 1例 (21)、 阿波郡阿波町西長峰遺跡16例、桜ノ岡遺跡 (1)11例、

赤坂遺跡 (Ⅲ )2例、三好郡三好町土取遺跡 1例 (22)、 円通寺遺跡 1例 (23)、 大柿遺跡 2

例
(24)の 75例 を数える。

竪穴住居跡の平面プランは、いずれも円形または不整円形を呈し、徳島県の弥生時代全時

期を通して類例の大部分に共通する (25)。 赤坂遺跡 (Ⅲ )の 2号住居跡の床面積は32.9督で

あり、徳島県における中期の竪穴住居跡の床面積の傾向に合致するものである (26)。

2基の住居跡からは石器が多く出上 しており、開墾に使用したと思われる大形の磨製石斧

や農耕具である石庖丁やスクレイパー等の出土点数は33点を教える。器種別に分類すれば狩

猟具 (武器)、 農耕具、加工具と大別することができる。狩猟具は 2号住居跡から石鏃が 5

点まとまって出上 している。農耕具は結晶片岩製の石庖丁が多いが、その他開墾などに使用

されたとみられる大形の両刃の磨製石斧がある。加工具ではスクレイパーの他に楔形石器や

石錐などがみられる。

また検出された 5基の上坑からは炭化物および焼土は検出されていない。これらの上坑は

貯蔵穴と捉えておきたい。

以上、出土土器および住居形態などから、本遺跡は弥生時代中期末～後期初頭 (第Ⅳ様式

～第V様式)にかけて台地上に営まれた 1～ 4棟の竪穴住居と貯蔵穴と思われる数基の上坑

で構成される、きわめて小規模な集落であるといえる。本遺跡の遺構の性格として、出土遺

物などから台地上に営まれた畑作経営に関わる管理小屋あるいは食料採集のためのベース

キャンプ的な小集落であったと捉えられよう。

赤坂遺跡 (I)。 (■ )。 (Ⅲ )における成果は、以上述べてきた通りである。赤坂遺跡

(Ⅲ )においては形態的に弥生時代中期後半に属すると思われる竪穴住居跡 2基が検出され、

弥生時代の集落研究の一つの資料を提示することができた。

しかし、本遺跡からは明らかに一括といえる弥生土器は出上しておらず、弥生土器の様式

と年代についても十分に明らかにすることはできなかった。

赤坂遺跡 (I)。 (Ⅱ )。 (Ⅲ )の立地する曽江谷川左岸、吉野川に張り出した長峰台地

を中心とする段丘先端には東西約 2 kmの 範囲に西長峰遺跡、日吉谷遺跡、桜ノ岡遺跡 (1)

など継続時期の微差はあるが、ほぼ同時期の弥生時代の遺構が存在している。とくに西長峰

遺跡では大規模な堀立柱建物跡を囲む形で多数の竪穴住居跡が検出されており(27)、 長峰台
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地遺跡群の中心的存在であ った ことを うかがわせている。 これ ら一連の遺跡 は各台地上 に営

まれた枝集落 として把握す る必要があ り、それぞれの枝脈での土地利用形態の分析を通 して、

当該地域の集落構造を検討 してい く必要があろう。
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第 1表 赤坂遺跡 (I)遺構一覧表

遺構名 出土地点 規模 (cm) 出 土 遺 物 備 考

長軸 短軸 深 さ

S K 1001 E-5 160 高杯、甕等

S K 1002 D-7,E-6,7 無

S K 1003 F-8 甕、叩き石、砥石等 住居跡 ?

S K 1004 D-10 弥生土器片、石庖丁等

S K 1005 F, G-7 壺、甕口縁～底部、鉢等

S K 1006 F,G-8 弥生土器片

S K 1007 G-7 甕口縁～底部、台石等

S K 1008 G,H-7,8 甕口縁～底部、石鏃等

S K 1009 F,G-6 甕口縁～底部、台石等 住居跡 ?

S P 1004 D-5 無

S P 1007 D-6 無

S P 1011 D-6 (70) 無

S P 1013 D-6 無

S P 1014 D-6 0 無

S P 1015 D-6 2 無

S P 1016 E-6 4 無

S P 1019 E-6 0 無

S P 1020 E-6 2 無

S P 1021 E-6 8 無

S P 1023 F-6 無

S P 1024 F-6 無

S P 1025 F-6 無

S P 1027 E-7 弥生土器片

S P 1029 E-7 6 弥生土器片

S P 1030 E-7 4 無

S P 1031 E-7 2 無

S P 1032 E-7 0 無

S P 1033 E-7 0 無

S P 1037 E-7 4 無

S P 1042 E-7 1 無

S P 1044 F-7 0 無

S P 1045 F-7 2 無

S P 1046 F-7 0 無

S P 1049 F-7 5 無

S P 1050 F-7 6 無

S P 1053 E-8 0 無

S P 1055 F-8 7 無

S P 1060 F-8 1 無

S P 1061 F-8 4 無
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遺構名 出土地点 規模 (cm) 出 土 遺 物 備 考

長軸 短 軸 深 さ

SP F-8 無

SP F-9 無

SP F-9 石庖丁

SP F-9 無

SP F-9 無

SP E-10 無

SP E-9 無

SP E-10 無

SP E-10 無

SP E-10 無

SP D-9 (50) 無

SP D-10 無

SP D-10 無

SP D-10 無

SP D-10 弥生土器片

SP C-10 無

SP C-10 弥生土器片

SP G-8 無

SP G-9 無

S P 1094

95

G-9 無

S P 1096 G-9 無

S P 1097 G-9 無

S P 1098 G-9 無

S P 1099 G-8 無

S P l100 G-9 無

S P l101 G-9 無

S P l102 G-9 無

S P l103 G-8 無

S P l104 G-8 無

S P l105 G-8 無

S P l106 G-8,9 無

S P l107 G-9 無

S P l108 G-9 無

s n llo9 G-9 無

S Pll 0 G-9 無

S Pll 1 G-9 (37) 無

S Pll G-8 無

S Pl G,H-9 無
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遺構名 出土地点 規模 (cm) 出 土 遺 物 備 考

長軸 短軸 深 さ

S P ll14 H-9 無

S P ll16 G-8 無

S P ll17 H-8 無

SP■ 18 H-8 無

SP■ 19 H-8 無

S P l121 H-7 無

S P l122 I-7 無

第 2表 赤坂遺跡 (Ⅲ )遺構一覧表

遺構名 出土地点 規模 (clll) 出 土 遺 物 備 考

長軸 短軸 深 さ

SB 1 -14 壺底部、磨斧、砥石等

SB G,H-17, 壷、甕磨斧、石鏃等

SD D-15 無

SD D-14, 15 無

SK F-12, 13 弥生土器片

SK 002 F-19, 20 208 壷口縁～底部、石庖丁等

SK G-8 無 S B 1002内

SK F,G-18 258 無

SK E一 11 無

SP H― 7 無

SP H― 無

SP I― 無

SP H, 1-16 無

SP 1-16 17 無

SP I-16 無

S P 1007 H-15 無

S P 1008 H, I-15 無

S P 1009 I-15 無

S P 1010 H, I-14, 15 無

S P 1011 1-14 無

S P 1012 I-14 無

S P 1013 I, 」-14 無

S P 1014 I-14 無

S P 1015 I-14 無

S P 1016 I-14 無

S P 1018 I-14 無

S P 1021 H, I-14 無

S P 1022 H-14 17 無
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遺構名 出土地点 規模 (cm) 出 土 遺 物 考備

長軸 短軸 深 さ

S P 1023 I― 無

S P 1024 [― 3, 14 無

S P 1025 I― 3, 14 無

SP H -13 無

S P 1027 H― 3 無

SP H― 3 無

SP H― 3 無

S P 1032 H― 3 無

S P 1033 H-13 無

S P 1034 H-13 無

SP H-13 無

SP H-12, 13 無

SP H-12 無

SP H-13 無

SP 無

S P 1040 3 無

S P 1041 無

S P 1042 2, 13 無

S P 1043 無

S P 1044 2 無

S P 1045 -12 無

SP E― 無

SP E― 5, 16 無

SP E一 11 無

SP E― 無

SP E-15 無

SP E-15 無

SP D-15 無

S P 1053 D, E-15 無

S P 1054 D-13 無

SP 055 D― 3 4 無

SP 056 D― 3 9 無

S P 1057 D― 3, 14 1 無

S P 1058 D一 4 6 無

S P 1059 E― 4 無

S P 1061 F一 4 無

S P 1062 F― 4 無

S P 1063 F― 4 無

S P 1064 F― 4 無
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遺構名 出土地点 規模 (cm) 出 土 遺 物 備 考

長軸 短軸 深 さ

S P 1065 F― 4 無

S P 1066 F― 4 無

S P1067 F― 4 無

S P 1068 F― 4 無

S P 1069 F― 4 無

S P 1071 F― 3, 14 無

S P 1072 F― 3 無

S P 1073 F― 3 魚

S P 1074 F― 3 無

S P 1075 G― 4 無

S P 1076 G― 4 無

S P 1077 G― 3 無

S P 1078 G一 4 無

S P 1079 D, E-13 無

S P 1080 E-13 無

S P 1081 D, E-12, 無

S P 1082 F-15 無

S P 1083 E-12, 13 無

S P 1084 F-12 無

S P 1085 E-11,12 無

S P 1086 F-12 無

S P 1087 I-12 無

S P 1088 I-12 無

S P 1089 I-12 17 無

S P 1090 E-11 無

SP E,F― ■ 無

SP F-11 無

SP F― ■ 無

SP F-11 無

SP G-12 無

SP G― 1 無

SP G― 1 無

SP E― 無

SP I― 無

SP F― 無

SP H― 無

SP I― 無
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第 3表 赤坂遺跡 (I)出土遺物観察表  (土器)

番号 器種 地点

層位

法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

1 高杯 S K 1001 口径  200
脚台部径87
器高  131

杯部 直線的に外方へのびる。

日縁端部 内彎 し,丸 くおさめるぐ

脚部 ゆるやかに外下方にひろがる。

脚端部 方形状におさめる。

内外面 損傷激 しく調整不明。

杯部底面円板充填技法。

石英

チャー ト

雲母

明赤褐色

2 甕 S K 1003 口径  140
底径  64
体部最大径 194

口縁部 外反。

日縁端部 わずかにつまみあげ

る。

日縁端部外面に2条 の凹線文を施

す。

体部 内彎気味に立ちあがり上チ
ヘのびる。

日縁部内外面  ヨヨナデ

体部外面全体 に 7条/caの 粗いハケ。

一部ナデ。体部上位～下位 タテハ

ケ。のち体部中位 ヨコハケ。

体部 内面 幅1 7caの ヘラケズ リ。

体部内面上位  ヨコヘラケズリ。

体部内面中位～下位 タテヘラケズリ。

緻密

片岩

黒褐色

6 笙
S K 1005 日径 頸部 直立気味に立ち上が る。

日縁部 外反

口縁端部 上方につまみあげる。

内外面損傷激 しく調整不明 石英

チャー ト

雲母

橙 色

7 賓 S K 1005 口径  191 口縁部 外反。

口縁端部 上方につまみあげ丸 く

おさめる。

口縁端部外面に2条の回線文を施す。

口縁部 外面タテハケのちヨコナデ。

日縁部内面 ヨコハケのちヨコナデ。

石英

雲母

明赤褐色

8 甕 S K 1005 口径 口縁部 外反

口縁端部 わずかに下方に拡張する

日縁端部 外面に1条の回線文を

施す。

回縁部～体部外面ナデ

回縁部内面 ヨコナデ。

体部内面幅1 5caの ヨコヘラケズ リ

石英

チャー ト

雲母

にぶい赤

褐色

9 甕 S K 1005 日径 口縁部 外反。

口縁端部 方形状 におさめる。

口縁端部わずかに拡張。

内外面損傷激 しく調整不明 石英

チャー ト

明褐色

甕 S K 1007 回径 日縁部 外反。

日縁端部 上下に拡張。

日縁端部の栓は鋭い

口縁端部 外面に2条 の凹線文を

施す。

口縁部 内外面ヨコナデ 石英

チャー ト

内面

黒褐色

外面

明赤褐色

甕底部 S K 1007 底径  58 底部直立 し,内 彎気味に立ち上カ

リ上方へのびる。

わずかにあげ底

底部 外面に 7条/mのタテヘラミ

ガキ。

底部 内面ユビオサエのちナデ。

底面 外部ユビナデ

石英

チャー ト

雲母

内面

にぶい赤

褐色

外面

寮 S K 1008 回径  142
体部最大径206

口縁部 わずかに内傾 して立ち上

がる。

日縁部 外反。

日縁端部 上下に拡張 して,丸 く

おさめる。

国縁端部 外面に2条 の擬凹線文

を施す。

体部 中位に最大径。

口縁部 内外面 ヨコナデ。

体部外面 3条/cDの ヘラ ミガキ。

体部外面上位 ヨコヘラ ミガキ。

体部外面中位 タテヘラ ミガキ。

体部内面幅1 7cIの ヘラケズ リ。

体部内面上位～下位タテヘラケズ リ

体部内面中位  ヨコヘラケズ リ。

石英

チャー ト

雲母

結晶片岩

内面

暗赤褐色

外面

明赤褐色

甕 S K 1008 日径  134
体部最大径 220
復元器高 270

口縁部 外反。

日縁端部 上下に拡張。

体部中位に最大径。

倒卵形の体部。

日縁～体部中位下部外面ナデ。

体部中位外面に一部ハケ残存。

日縁部内面 ヨコナデ。

体部内面 幅 2mの ヘラケズ リ。

体部内面上位 ヨコヘラケズ リ。

体部内面中位～下位 タテヘラケズリ

石英

チャー ト

雲母

結晶片岩

明赤褐色 口縁～底部

外面に黒斑。

甕 S K 1008 口径  144
体部最大径 194

口縁部やや立ち上がり外反。

日縁端部方形状におさめる。

日縁端部外面やや凹みを もつ。

体部上位やや肩が張る。

口縁部内外面 ヨコナデ。

日縁部 と体部の境にユ ビオサエぉ

体部外面全体ナデのち体部外面上位

～中位に 5条/mの ヨコヘラ ミガキ。

体部内面幅16mの ヘラケズ リ。

体部内面上位 ヨコヘラケズ リ。

体部内面中位～下位タテヘラケズ リ。

内面ケズ リ明瞭。

石英

チャー ト

雲母

内面

に志ヾ ヽヽ

赤褐色

外面

明赤褐色
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一

番号 器種 地点

層位

法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

甕 S K 1008 口径  172 口縁部やや立ち上がり,短 く外涙

する。

日縁端部上方に拡散し,外面に耳

坦面を作出。

日縁端部外面に3条の凹線文を施

す。

体部上位やや肩が張る。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面約幅 191単 位のイタナデ。

体部内面幅1 7cIの ヘラケズリ。

体部内面上位ヨコヘラケズリ。

体部内面中位タテヘラケズリ。

内面ケズリ明瞭。

石英

チャー ト

雲母

明赤褐色

17 甕 S K 1008 口径  158 日緑部「 く」の字状に外反。

口縁端部つまみ上げて,丸 くおさ

める。

日縁端部外面に2条の凹線文を施

す。

口縁部内外面ヨコナデ。

体部外面ヨコ・ ナナメハケのちナデ。

体部内面幅1 8ctの ヨコヘラケズリ。

内面ケズリ明瞭。

石英

チャー ト

雲母

内面

黄褐色

外面

明赤褐色

甕 S K 1008 口径  164
体部最大径244

口縁部「 くJの字状に外反。

日縁端部つまみ上げて,丸 くおさ

める。

日縁端部外面に3条の凹線文を施

す。

体部中位に最大径。

口縁部内外面ヨヨナデ。

体部外面ナデ,一部タテハケ残存。

体部内面幅1 8caの ヨコヘラケズリ。

内面ケズリ明瞭。

石英

チャー ト

雲母

内面

赤褐色

外面

橙色

甕底部 S K 1008 底径  62 底部 やや直立して、上方に外反 c

平底。

底部外面 4条 /1xaの タテヘラ ミガキ ,

のち底部最下位 ヨコナデ。

底部内面幅1 6caの タテヘラケズ リの

ち,底面内部ユ ビナデ。

底面外部ユ ビナデ。

石英

チャー ト

雲母

結晶片岩

内面

にぶい赤

掲色

外面

明赤褐色

甕底部 S K 1008 底径  72 底部内面ユビオサエまたはナデ。

平底。

底部外面 7条/caの タテヘラ ミガキ ,

のち底部最下位 ヨコナデ。

底面外部ナデ。

石英

チャー ト

雲母

内面

1こ 占ヾ ヽヽ

褐色

外面

甕底部 S K 1008 底径  64 底部内面ユ ビオサエまたはナデ。

平底。

底部外面 6条/ctの タテヘラミガキ,

のち底部最下位ヨコナデ。

石英

チャー ト

雲母

内面

におヾ ヽヽ

橙色

外面

1こ おくヽヽ

鉢 S K 1008 口径  151
底径  72
器高  63

日縁端部内彎 し方形状におきめ

る。

体部直線気味に外上方にひろが

る。

口縁部内外面ヨヨナデ。

体部外面イタナデ。

体部内面 5条/caの ヨコヘラミガキ。

石英

チャー ト

雲母

結晶片岩

橙 色

高杯

(脚部)

S K 1008 底径  80 脚裾部 外下方にひろがる。

脚端部方形におさめる。

脚裾部外面に3条の沈線文

その下にf7B歯 状の沈線文を施す。

脚端部外面に1条の沈線文を施す

脚部外面ヨヨナデ。

脚部内面ヨコヘラケズリのち脚端部

内面ヨコナデ。

石英

チャー ト

精撤

明赤褐色

高杯

(杯部)

S K 1008 口径  250 杯部直線的に外方へのびる。

日縁端部上方へ立ち上がり,内捜

する。

日縁端部丸くおきめる。

日縁端部肥厚な粘土帯貼り付け。

内外面損傷激 しく調整不明 石英

チャー ト

雲母

1こ おヾヤヽ

橙色

甕 S K1009 口径  140
体部最大径20p

口縁部外反。

日縁端部つまみ上げる。

口縁端部外面平坦,やや凹みを と

球形に近い体部。

日縁部内外面 ヨヨナデ。

体部外面 タテ,ヨ コハケのちナデ。

体部内面幅 2 cIの ヘラケズ リ。

体部内面上位～中位 ヨコヘラケズリ

体部内面中位～下位タテヘラケズ リ

内面ケズ リ明瞭。

石英

チャ‐ ト

雲母

内面

暗赤褐色

外面

明赤褐色
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番号 器種 地点

層位

法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

甕 S K 1009 口径 口縁部外反。

頸部直立気味に短く立ち上がる。

口縁端部肥厚。

日縁端部外面に 2条の凹線文を加

す。

口縁部内面に 2条の凹線文を施

す。

口縁部内外面ヨコナデ。 チャー ト

雲母

結晶片岩

橙 色

甕底部 S K 1009 底径  74 底部直線的にひろがる。

平底。

底部外面 4条/cIのタテヘラ ミガキ。

底部最下位 ヨコナデ。

石英

チャー ト

雲母

精緻

明赤褐色

壺底部 S K1009 底径  41 底部直線的にひろがる。

あげ底。

底部外面 3条/cnの タテヘラ ミガキ。

底部外面最下位ユ ビナデ。

底面内外面ユ ビナデ。

石英

チャー ト

雲母

内面

赤灰色

外面

におヾい

橙色

空
遺物包含帰

(2層 )

日径 口縁部ゆるやかに外反。

口縁端部肥厚 し,方形状におさ諺

る。

日緑端部外面に 1条の凹線文を施

す。

口縁部内外面 ヨコナデ。 石英

雲母

結晶片岩

橙色

士電 遺物包含厄

(2層 )

日径  126 口縁部ゆるやかに外反。

日縁端部上方に拡張し,丸 くおさ

める。

日縁端部外面に 2条の凹線線を施

す。

日縁部内外面 ヨヨナデ。 石英

雲母

明赤褐色

空
遺物包号帰

(2層 )

頸部と体部の境に櫛描直線文,

の上下に櫛描波状文を施す。

体部外面ナデ。

体部内面 (頸部と体部の境〉ユビオ

サエ,の ちユビナデ。

石英

雲母

黄橙色

甕 表土層

(1層 )

口径  188 口縁部外反 (如意形)。

体部直立 し,内彎気味に下方へ¢

びる。

日縁部と体部との境に2種類の櫛

描波状文を施す。

回縁～体部内外面ナデ。 石実

雲母

結晶片岩

明黄褐色

甕 遣物包合拒

(2層 〉

日径 日縁部「 く」の字状に外反。

日縁端部上下に拡張し,丸 くおさ

める。

口縁端部外面に2条 の凝凹線文を

施す。

口縁部内外面ナデ。 石英

雲母

橙 色

甕 遺物包含厄

(2層 )

口径  150 日縁部やや直立して外反。

日縁端部つまみ上げて丸くおさИ

る。

日縁端部外面に 2条の凹線文を加

す。

口縁部内外面ナデ。 石英

チャー ト

雲母

明赤褐色

甕 表土層

(1層 )

日径 回縁部「 く」の字状に外反。

日縁端部上下に拡張し,丸 くおさ

める。

口縁端部外面に 3条の凹線文を施

す。

口縁部と体部の境に粘土紐痕が残

存。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

体部外面 ヨコハケのちタテハケ。

体部内面 ヨコハケ。

石英

チャー ト

雲母

内面

橙色

外面

明赤褐色

内面に黒斑
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番号 器種 地点

層位

法量 (cn) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

甕 試掘第 3

トレンチ

(2層 )

口径  192 口縁部外反。

日縁端部上下に拡張 し,鋭 くおさ

める。

日縁端部外面に8条の凝凹線文を

施す。

口縁部内外面 ヨコナデ。 石英

チャー ト

雲母

明赤褐色

高杯

(脚部)

試掘第 8

トレンチ

(2層 )

脚台部径48 脚部外面杉 目状の文様。 脚部外面ヘラ ミガキ。

脚部外面無調整

石英

雲母

赤褐色

無蓋高杯

(杯部)

G-9
遺物包含層

(2層 )

日径 回縁部やや外反。

日縁端部丸みを もつ

口縁部 と陰部を分ける稜は鋭い。

稜線の下には櫛結波状文を巡 ら

す。

ミズビキ成形。

杯部内外面回転ナデ調整。

杯底部外面回転ヘラケズ リ調整。

精 緻 灰 色 硬質須恵器

高杯

(脚部)

GH-911
遺物包含層

(2層 )

脚台部径87 外下方へ開き、裾付近でさらに舛

下方に開 く。

脚端部はやや肥厚 し,やや内彎す

る。

脚端部の段は鋭く尖る。

二方に透 し窓を有する。

ミズビキ成形。

脚部外面カキロ調整。

脚端部外面回転 ヨコナデ調整。

脚部内面回転 ヨヨナデ調整。

精緻 明緑灰色 硬質須恵器

須恵質土

器
農峯 日 寇ハ

ブ ドウ濠

掘北 (2層

口径 鍔は回縁端部より幅1 3caで 横方

向にのびる。

回縁部内外面 ヨコナデ。 密 灰自色

火鉢 遺物包含層

(2層 )

口径 12 2 日縁外反。

日縁端部直立。

日縁部外面に櫛状工具による列蕉

文を施す。

口縁部内外面および口縁部外面ヨコ

ナデ。

石器

長石

雲母

赤色砂粒

明赤褐色 近世焼 き締め陶基
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第 3表 赤坂遺跡 (I)出土遺物観察表  (石器)

番号 器種 点
位

地

層
長さ
(clll)

幅
(cm)

厚さ

(cl l)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

叩き石 S K1003 6 1 完形 砂 岩 卵形の円礫を使用。

敲打痕は顕著にみ られない

4 砥石 S K1003 174 完形 砂 岩 砂岩の巨礫を使用。

表面には研磨の使用痕による窪みが見られる。

5 石庖丁 S K1004 完形 結晶片岩 薄手の劉片を素材 とす る。

両側縁に調整加工を施 し,直線状の刃部を作出。

台石 S K 1007 5200 半分欠損 砂 岩 砂岩の自然礫を使用。

礫の表面中央部および稜部に激 しい敲打痕がみられ

る。

被熱を受け一部変色している。

石鏃 S K 1008 25 11 10 完形 サヌカイ ト

(石 質 良)

円基。

やや細身の木葉形を呈する。 (涙滴形)

最大幅が器体の下位 1/3に くる。

両面押圧票J離 による二次加工を施す。

石庖丁 S P 1067 完形 石英片岩 幅広で薄手の劉片を素材とする。

一側縁に直線状の刃部を作出。

石庖丁 S P 1067 55 半分欠損 緑泥片岩 幅広で薄手の棄J片 を素材 とする。

両側縁に直線状の刃部を作出。

石核 G干 91(

造物包含層

(2層 )

27 完形 サヌカイ ト 横長剰片石核 (旧石器 )

風化著 しい。

石核 試掘第 4

トレンチ

遺物包合層

37 完形 サヌカイ ト 横長票」片石核 (IB石器)

打撃痕明瞭。

石鏃 F-6
表採

30 40 完形 サヌカイ ト

(石質 良 )

半基。

やや細身の二等辺三角形を呈する。

両面押圧象1離 による二次加工を施す。

ス ク レイ

″ヾ _
遺物包含層

(3層 )

10 115 完形 サヌカイ ト

(石質 良)

幅広の劉片を素材とする。

票1片のほぼ全周縁に調整加工を施す。

石庖丁 試掘第 8

トレンチ

遺物包含層

(3層 )

52 28 07 117 完形 サヌカイ ト

(石質 良)

幅広の劉片を素材とする。

両端および上端を折断し,器形を整える。

粗雑な調整加工により刃部を作出。

楔形石器 試掘第 4

トレンチ

遺物包含層

(2層 )

37 12 110 完形 サヌカイト

(石質 良)

厚手の横長票」片を素材とする。

両端を折断し,器形を整える。

縦断面形は凸レンズ状を呈する。

横断面形は台形を呈する。

楔形石器 G干 91
遺物包含層

(2層 )

34 完形 サヌカイ ト

(石質 良)

厚手の横長象1片 を素材 とする。

両端を折断 し,器形を整える。

縦断面 は偏平な凸レンズ状を呈する。

横断面 は四角形を呈する。

石庖丁 遺物包含層

(2層 )

118 [ 1 85  0 完形 結晶片岩 幅広のま1片 を素材とする。

一側縁に直線状の刃部を作出。

石庖丁 G卜 56
造物包含層

(2層 )

37 半分欠損 結晶片岩 幅広の剰片を素材とする。

両端縁に直線状の刃部を作出。

石庖丁 GH-5
遺物包含層

(2層 )

87 半分欠損 結晶片岩 幅広で薄手の景」片を素材とする。

両端縁に直線状の刃部を作出。
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第 3表 赤坂遺跡 (I)出土遺物観察表  (その他)

番号 器 種 点
位

地

層
長さ

(ca)

幅
(clll)

厚さ

(cll)

重量

(g)
遺存状態 材質 特徴 。備考

鈴 H-4
遺物包含層

(1層 )

15 12 6 5 完形 青銅 時期不明。 (近世以降)

正面及び裏面 に雷文。

薦 表土層

(1層 )

部分 粘土 時期不明。 (近世以降)

正面および側面にヘラ状工具による格子目文様を装飾。

第 4表 赤坂遺跡 (Ⅱ )出上遺物観察表  (上器)

番号 器種 地点

層位

法量 (cll) 形態の特徴 技法 胎土 色 調 備考

1 杯蓋 試掘第 1

トレンチ

遺物包含層

(2層 )

日径  154 日縁部 直立 し,端部は尖 り内面

に面を有する。

天丼部の稜は鋭 く,断面形は三角

形を呈する。

ミズビキ成形。

内外面回転ナデ調整。

密 緑灰色 焼成良好

硬質

第 4表 赤坂遺跡 (Ⅱ )出土遺物観察表  (石器)

番号 器種 点
位

地
層

長さ

(ca)

幅
(ca)

厚 さ

(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

石核 試掘第 2

トレンチ

遺物包含層

(2層 )

21 157 完形 チャー ト サイコロ状の形態を星する。

打面転移により剣片剣離が行われる。

一部 自然面残存。

イ
器

ナ
石

フ形 試堀第 1

トレンチ

遺物包含層

(2層 )

60 37 上半分欠損 サヌカイ ト 薄手の横長剣片を素材 とす る。

裏面側より打点側の側縁に調整加工を施す:

第 5表 赤坂遺跡 (Ⅲ )出土遺物観察表  (土器)

番号 器種 地点

層位

法量 (cHl) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

1 壷底部 S B 1001 底径  94 底部より上外方へのびる。

平底。

内外面損傷激 しく調整不明。 石英
チャー ト

雲母

結晶片岩

橙 色

壺底部 S B 1002 底径  62 底部 やや直立して上外方へのび

る。

ややあげ底。

内外面ナデ。

輪台技法。

石英
チャー ト

雲母

結晶片岩

:こ Aヾ ヽゝ

赤褐色

甕底部 S B 1002 底径  44 体部 底面か ら直立 し,やや内彎

しなが ら上外方へのびる。

平底。

内外面ナデ。 石英

雲母

結晶片岩

内面

黒色

外面

明黄褐色

内面に黒斑

士望
S K1002 口径 口～頸部 ゆるやかに外方にひら

く。

口縁端部方形状におさめる。

内外面損傷激 しく調整不明。 石英
チャー ト

雲母

明黄褐色

壺底部 S K 1002 底径  84 体部 底部よりやや内彎 しながら

上方へひろがる。

わずかにあげ底。

外面ナデ。

内面損傷激 しく調整不明。

石英

チャー ト

雲母

内面

橙色

外面

に dh・ とヽ

橙色

壺底部 S K 1002 底径  140 底部よりやや内彎 しながら外上方

にひろがる。

平底。

内外面ナデ。

底面外面ユビヒデ。

石英
チャー ト

雲母

結晶片岩

内面

黒色

外商

責橙色

内面および底面外

面 に黒斑。

壺底部 S K 1002 底径 体部 底部より直立して上外方に

のびる。

わずかにあげ底。

底部 外面ユビオサエのちナデ。

底部内面ナデ。

石英
チャー ト

雲母

結晶片岩

内面

黒褐色

外面

明赤褐色

内面および底面外

面に黒斑。

壺底部 S K 1002 底径  84 底部より外上方へひろがる。

あIナ底。

内外面ナデ。

輪台技法。

石英
チャー ト

雲母

結晶片岩

橙 色
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第 5表 赤坂遺跡 (Ⅲ )出土遺物観察表  (石器)

番号 器種 地点
層位

長さ
(cl l)

幅
(cm)

厚さ

(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

2 エンド・

スクレイ
ァぐ_

S B 1001 34 65 完形 サヌカイト 厚手の横長票]片 を素材 とす る。

両端を折断 し,器形を整える。

劉片の端部に急斜度な調整加工を施 し刃部を作出。

3 楔形石器 S B 1001 7 1 完 形 サヌカイト 厚手の黒J片 を素材 とする。

折断により器形を整える。

縦断面形は三角形を呈す る。

4 楔形石器 S B 1001 完形 サヌカイト 両極打法により素材となる劉片を作出。

一部自然面残存。

5 石錐 S B 1001 1 7 刃部のみ サヌカイト 細かな調整加工により,鋭い刃部を作出。

横断面形は菱形を呈する。

6 石庖丁 S B 1001 46 11 27 1 両端欠損 結晶片岩 厚手の剣片を素材 とする。

剰片の一側縁に刃部を作出。

断面形は凸 レンズ状を呈する。

7 局部磨製

石ノミ

S B 1001 59 15 1 1 147 完形 結晶片岩 厚手の剣片を素材とする。

片岩の片理面と直交する表裏面を研磨。

横断面形は四角形を呈する。

磨製

ノミ状石
里

S B 1001 87 441 完形 結晶片岩 器体全面を研磨。

先端部 は両面 とも丁寧に研磨 されてお り,鋭利な刃

部を作出。

磨製石斧 S B 1001 半分欠損 結晶片岩 器体前面を研磨。

正面は短軸方向に,側面は長軸方向に研磨。

裏面側欠損。

柱状石斧 S B 1001

pit No5

40 17 刃部欠損 結晶片岩 器体表面 は激 しい敲打状態。

石斧未製品。

11 砥石 S B 1001 27 0 20 7 一部欠損 砂岩 砂岩の 自然礫を使用。

表面には研磨の使用痕による直径 3 ca程度の窪みが

みられる。

石鏃 S B 1002 1 7 下半分欠損 サヌカイ ト 両面押圧剰離による調整加工。

横断面形は凸 レンズ状を呈す る。

石鏃 S B 1002 14 12 一部欠損 サヌカイ ト 無茎の凸基。

両面押圧票1離 による調整加工。

石鏃 S B 1002 10 一部欠損 サヌカイト 無茎。

最大幅が器体の 1/2よ り上に くる。

涙滴を逆さに したような形状を呈する。

両面押圧剰離による調整加工。

石鏃 S B 1002 11 完 形 サヌカイト 無茎。

最大幅が器体上位 1/3に くる。

偏平な菱形を呈す る。

両面押圧票」離による調整加工。

石鏃 S B 1002 1 1 完形 サヌカイト 無茎。

最大幅が器体上位 1/4に くる。

細身の柳葉形を呈す る。

両面押圧黒1離 による調整加工。

石庖丁 S B 1002 37 10 半分欠損 サヌカイト 剣片の両側縁に細かな票1離 を施 し,刃部を作出。

石庖丁 S B 1002 23 7 半分欠損 結晶片岩 薄手で幅広の剣片を素材とする。

一側縁に直線状の刃部を作出。

石庖丁 S B 1002 24 06 半分欠損 結晶片岩 ヱ1片 の一側縁に刃部を作山。

自然面一部残存。

石庖丁 S B 1002 両端欠損 結晶片岩 薄手で幅広のま1片 を素材とする。

両側縁に直線状の刃部を作出。
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番号 器種 点
位

地
層

長さ

(c ll)

幅
(ca)

厚さ
(ca)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

石庖丁 S B 1002 完 形 結晶片岩 厚手のま」片を素材とする。

両側縁に直線状の刃部を作出。

一部自然面残存。

石庖丁 S B 1002 一部欠損 結晶片岩 薄手で幅広のHl片 を素材とする

一側縁に直線状の刃部を作出。

エ ン ド・
スクレイ
パー

S B 1002 完 形 サヌカイト 厚手の検長劉片を素材する。

打点側を折断し器形を整える。

ま1片端部に急斜度な調整加工を施 し刃部を作出。

スクレイ
パー

S B 1002 24 1_6 一部欠損 サヌカイト 薄手の検長票」片を素材とする。

縁辺に刃部を作出。

スクレイ
パ ー

S B 1002 19 一部欠損 サヌカイ ト 薄手の横長剣片を素材とする。

全周縁に調整加工を施 し刃部を作出。

エンド・ス
クレイパー

S B 1002

pit Nal

一部欠損 サヌカイ ト 厚手の剰片を素材とする。

剣片の周縁に調整加工を施す。

スクレイ
パ

‐―

S B 1002 一部欠損 サヌカイト 薄手の横長剰片を素材とする。

端部に鋸歯状の刃部を作出。

楔形石器 S B 1002 21 完形 サヌカイト 両極打法による劉片剰離。

厚手の剣片の両端を折断し器形を整える。

縦断面形は凸レンズ状を呈する。

U― フレー

ク

S B 1002 5 1 完形 サヌカイト 厚手の横長劉片 (旧石器)。

端部に使用痕がみられる。

形
斧

太
石

製
刃

磨
蛤

S B 1002 基部欠損 砂質片岩 厚手の礫を素材とする。

両面を研磨 し刃部を作出。

磨製石斧 S B 1002 刃部欠損 結晶片岩 偏平な楕円礫を素材とする。

全面長軸方向に研磨。

一部敲打痕が残存。

叩き石としても使用された可能性あり。

磨石 S B 1002 31 790 完形 砂岩 偏平な楕円礫を使用。

ほぼ全面に長軸方向に擦痕がみられる。

礫の正面および両側面には叩き石としても使用 した

と思われる激しい敲打痕がみられる。

砥石 S B 1002 一部欠損 砂岩 偏平な自然礫を使用。

表裏面とも研磨の使用痕による直径 2～ 3 caの 窪み

がみられる。

石厄丁 S K 1002 12 一部欠損 結晶片岩 片岩の円礫を分割して生じた劉片を素材とする。

一側縁に直線状のガ部を作出。

自然面残存。

石庖丁 S K 1002 10 半分欠損 結晶片岩 幅広の制片を素材とする。

両側縁に直線状の刃部を作出。

石庖丁 S K 1002 一部欠損 結晶片岩 薄手の子J片を素材とする。

一側縁に刃部を作出。

磨製不明
石器

S K 1002 91 19 完形 結晶片岩 器形は槍先状を呈する。

器体の 2/3に調整加工が施され,細身に仕合げら

れている。

先端部研磨。

一部自然面残存。

石庖丁 遺物包含層

(2層 )

14 完 形 結晶片岩 大形で薄手の象1片を素材とする。

剰片の端部を折断し器形を整える。

両側縁に直線状の刃部を作出。

一部自然面残存。

石庖丁 遺物包含層

(2層 )

半分欠損 結晶片岩 薄手の剣片を素材とする。

一側縁に直線状の刃部を作出。自然面残存。
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番号 器種 点
位

地
層

長さ
(cll)

幅
(c ll)

厚さ

(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

石鏃 遺物包含層

(2層 )

先端部一部

欠損

サヌカイト 無茎の平基。

厚手の剣片を素材とする。

両面押圧劉離による調整加工。

細身の木棄形を呈する。

横断面形は凸レンズ状を量する。

石鏃 遺幼包含層

(2層 )

15 先端部および

基部欠損

サヌカイ ト 薄手の横長劉片を素材とする。

縁辺に411か な押圧all離 による調整加工。

横断面形は偏平な凸レンズ状を呈する。

石鏃
(未製品)

1-9
遺物包含層

27 下半部欠損 チヌカイト 横長剖片を素材とする。

一側縁に押圧剖離による調整加工。

一部自然面残存。

石錐 遺物包含層

(2層 )

71 先端部一部欠

損。

サヌカイ ト 横長all片 を素材とする。

制片の緑辺を快るように調整加工を施 し,刃部を作

出。

R― フレー

ク

G-8
聰 鯰 尼

17 完 形 サヌカイト 横長剖片を素材とする。

一部に調整加工を施す。

R― フレー

ク

I-9
遺物包含層

07 完形 サヌカイ ト 一部に調整加工を施す。

風化著 しく日石器の可能性あり。
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図版 1

調査区遠景 (1.赤坂遺跡 (I) 2.赤 坂遺跡 (Ⅱ ) 3.赤 坂遺跡 (Ⅲ ))(南より)

赤坂遺跡 (I)調査前風景

,

一驚
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図版 2

赤坂遺跡 (■ )調査前風景

赤坂遺跡 (Ⅲ )調査前風景
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図版 3
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図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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図版 11
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図版 13
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図版14
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図版 15

赤坂遺跡 (Ⅲ )遺構検出状況全景
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図版 16
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図版17
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図版 19
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Ш 金 蔵 ～ 上 井 遺 跡



1 本章は四国縦貫自動車道建設に伴う金蔵～上井遺跡の発掘調査報告である。

2 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次のとおりである。

調査期間 平成元年 8月 1日～10月 16日

整理期間 平成 4年 4月 1日 ～平成 5年 3月 31日

3 遺物番号、挿図番号はすべて通し番号とした。

4 第 2図の地形図は建設省国土地理院登録の 1/25,000の地形図 「市場」を転載したも

のである。

遺跡抄録

遺 跡 名 金蔵～上井遺跡

読  み こんぞう～うわえ

所 在 地 板野郡生成町浦池字金蔵～上井1575他

種  別 散布地

時  代 旧石器・縄文・弥生・古代 。中世

主な遺構 土坑・ 溝・ 炭窯

主な遺物 旧石器・縄文石器・弥生土器・石器 。土師器・須恵器・陶磁器
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調査 の経過

(1)調査の経過

金蔵～上井遺跡は、分布調査によって7,620∬ が試掘の調査対象面積としてあげられてい

た。試掘は、対象地域内に25箇所の試掘坑を設け、1990年 6月 1日 から20日 にかけて実施さ

れた。この結果、本調査の面積を2,530だ に決定し7月 14日 入札、 8月 1日 より本調査を開

始 し、10月 16日 調査を終了した。

(2)発掘調査の方法

調査の基準となるグリットの位置は、発掘調査統一基準にならい第 4系国土座標を基準と

し、 5mメ ッシュを 1グ リッドの大きさとして調査区を覆い、南西の隅を基準として北には

アルファベット、東にはアラビア数字を記号として順 1こふリグリッド名とした。またこれと

は別に、 3カ所に分散している調査区に北からABCの記号つけて地区名とした (第 1図 )。

0 調 査 日誌 抄

1989年

8月 3日  発掘調査開始。機械掘削による

A地区の表土除去作業終了。

8月 4日  B地 区の表土除去開始。

8月 7日  A地 区の遺構面精査開始。 B地

区の表土除去終了。

3月 10日  A地 区の精査終了。 B地区の人

力掘削開始。

8月 11日  A地 区の写真撮影。

8月 18日  A地 区の上層図作成開始。 B地

区の遺構面精査を開始。

8月 22日  B地 区の遺構検出作業終了。 C

地区の人力掘削開始。

8月 24日  B地 区の遣構検出状況写真を撮

影後、遺構の掘 り下げを開始。

8月 29日  C地 区の人力掘削終了。す ぐ精

査にはいる。

9月 5日  C地 区の遺構検出作業を終了。

遺構検出状況の写真撮のため、

午前中で作業中止。

9月 9日  B地 区の遺構掘 り下げ作業を終

了。

9月 12日  C地 区の遺構掘 り下げ作業を終

了。空撮のため清掃とライン引

きの作業にはいる。

9月 13日  今 日、第一遺構面の空撮を予定

していたが雨天のため中止。16

日に延期する。

9月 16日  第一遺構面の空撮と、遺構の完

掘状況写真の撮影を終了。

9月 18日  BoC地 区の人力掘削作業を再

開。第一遺構面下のシル ト層か

ら弥生土恭が出上 し始める。
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9月 21日  B地 区の土層図作製を開始。

9月 23日  B・ C地区の弥生時代の遺物包

層の掘 り下げを継続。

9月 27日  B・ C地区の弥生時代の遺物包

含層の掘 り下げを終了。

9月 28日  A地 区再掘削中、焼上の広がり

と弥生土器を検出。

B地区では弥生包含層下の掘削

中旧石器が出土。

9月 29日  A地 区の焼土溜まりの精査。 B

地区の旧石恭出土地点の精査。

包含層を確認する。

10月 2日  BoC地 区の旧石器包含層の掘

り下げ開始。

10月 6日  A地 区の焼土だまりの精査を終

了。土層図作製にかかる。

B地区の一角で弥生時代の遺構

を検出。

10月 7日  A地 区の調査を終了。

10月 9日  C地 区の土層図作製。

10月 12日  B地 区の弥生時代の遺構掘 り下

げを終了。医化作業と写真撮影。

10月 13日  C地 区で石核出土。 BoC地 区

の旧石器の包含層の掘 り下げを

完了。

10月 16日  土層図の追加事項の記載を終え

調査終了。

写真 1 試掘調査風景
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2 遺跡の立地 と環境

(1)地理的環境

本遺跡は、阿讃山脈南麓を流れる九頭宇谷川によって形成された扇状地上に位置する遺跡

である。北と南をそれぞれ阿讃山脈と吉野川に挟まれ、東を宮川内谷川、西を切幡丘陵によっ

て区切 られたこの地域では、九頭宇谷川をはじめ、樫原谷川、鈴川谷川、宮川内谷川の各河

川がそれぞれ扇状地を形成 しているが、それらは合流して県下最大の合流扇状地を形造ると

ともに、宮川内扇状地は御所神社付近で段丘面を作出している。また、おなじ合流扇状地上

には、四国を東西に横切る中央構造線の影響によって引き起こされたと考えられている北池

から浦池の間にのびる地溝状地や、御所神社から土成中学校の間に見 られる断層崖など特異

な地形が存在 している。

修)歴史的環境

本遺跡の位置す

る九頭宇谷川と東

を流れる宮川内川

によって形成され

た広大な土成の扇

状地上には、前田

遺跡をはじめとし

て、北原遺跡、大

木峰延遺跡などの

遺跡が点在 してい

る。これらは主に

弥生時代中期から

後期にかけての時

期を中心とする遺

跡であるが、その

他 1こ も、十日石器が

前田遺跡から、縄

文土器や平安から

鎌倉 時代 にか け

笠茶≠拶κ発
予
耳

金蔵～上井遺跡

大木峰延澄跡

御所神社古墳

2金地遺跡

6北原澄跡

10姫塚古墳

赤田山古墳

前田遺跡 8椎 ヶ丸遺跡

0                                     2km

第 2図 金蔵～上井遺跡周辺主要遺跡分布図
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てのの掘立柱建物群が前田、大木峰延の両遺跡で検出されている。この扇状地の扇央部から

扇端部近くにかけては姫塚古墳、遊塚古墳、穴薬師古墳等の古墳が築かれ、背後の段丘上に

は県下有数の旧石器の散布地である椎ケ丸遺跡が位置している。また、遺跡のすぐ北側には、

平安時代に山田亡嗣によって築かれたと伝えられる浦池が位置し、西側の切幡丘陵にはかっ

て赤田山古墳が存在していた事が知られている他、旧石器時代の遺跡として金地遺跡が報告

されている。
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１
門
ト
１
１
キ
ー
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第 3図 グリッド配置図
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3 調査成果

(1)基本層序

調査区の設定されたA・ B・ Cの各地点

は、先述 したようにいずれも扇状地上に位

置しているが、九頭宇谷川に面 したA地区

と、それより50m南西の緩斜面上に設定さ

れたB・ C地区では、堆積の状況が若千異

なっている。A地区の場合、 1層から10層

までの水田土壌下に11層以下の礫混 じりの

シル トが堆積しているが、部分的に水田土

壌直下に泥岩または砂岩の岩盤が露出する

地点がある。これは扇状地の下に埋没 して

いる中央構造線の一部が部分的に地表近 く

にまで持ち上がってきたものだと考えられ

第 4図  BoC地 区内低湿地分布範囲略図  る。これに対 して、BoC地区では、それ

ぞれ 1層から8層までの水田土壌の堆積の下に何枚かのシル ト層が見られたが、岩盤の存在

は認められなかった。ここでは記述が煩雑になることを避けるため、B地区の層序を用いて

説明を行うが、 B地区とC地区のシル ト層の対応関係は、B地区の第14層が Cの 11層 に、第

15層が12層、第16層 が14層 にそれぞれ対応する。B地区の第16層 は、調査区の東側から西に

むかって一端下がったのち再びあがり、調査区の東側に南北に延びた浅い溝状の窪地を形成

している。この窪地のなかに堆積 している14層 は弥生時代の遺物包含層であるが、層中に葦

科植物の根の痕跡が点在しており、当時は湿地であったと考えられる。これは14層 と16層 の

間に見られる薄い粘土層が水を透し難かったためと考えられる。また、16層 の上に堆積 して

いる15層からは、旧石器時代の遺物が少数ながらまとまって出土 しているが、同じ層の上部

からは縄文時代の遺物が僅かながら検出されており、旧石器時代から縄文時代にかけての遺

物包含層と考えられる。
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12)遺構と遺物

A地区

性格不明遺構 S X1001(第 5図)

調査区の北東側の九頭宇谷川に面し

た緩斜面上で検出された遺構で、東西

1.3m、 南北1.9mの範囲に焼上の広が

りが検出された。焼土は部分的にかな

りの厚みをもっているものの全体的に

薄く、掘り込みの痕跡などは認められ

なかった。この焼上に伴ってサヌカイ 第 5図 A地区 S X1001実測図

卜製の打製石鏃 (第 6図)が 1点出土 している他、周辺からは

二次加熱を受けてばろぼろになった小量の弥生土器の破片が出

土している。出上 した土器の残りが悪く正確な年代は明らかで

はないが、弥生時代に属することはまちがいないものと考えら

れる。

|   _

包含層出上の遺物

石棒 (第 7図 )

S X 1001と 同じ北東の緩斜面部の水田土壌直下から単独で出

上 したもので、周辺には遺構の痕跡らしきものはなんら確認す

ることはできなかった。石棒の大きさは、長さ39cm、 胴部の最

大径1lcmを計り、緑色片岩製で全面に敲打痕が残されているが

研磨は行われていない。素材は大形の転石が用いられているら

しく、部分的に自然面がのこされている。

B・ C地区

①第 1遺構面の遺構と遺物

水田土壌直下の第 9層上面で検出された遺構である。

溝 (S D1001)(第 10図 )

B・ Cの調査区西側をほぼ北から南に向かって走る遺構で、 第 7図

I

o      2cm

―

第 6図  S X1001出上石鏃実測図

1焼土層

→

―- 106 -―

A地区出土石棒実測図



L=6600m

L=6400m__

L=64,00m ―一

―― L=6600m

A地区北西壁土層図

B地区南壁土層図

C地区南壁土層図

1.暗灰責色ンル ト層2.5Y4/2
2明黄褐色シル ト層2.5Y6/6
3.灰 白色ンル ト層 5Y7/2
4.黄褐色ンル ト層2.5Y5/4
5。 灰黄色ンル ト層2.5Y6/2
6.黄褐色シル ト層2.5Y5/3
7.灰黄色ンルト層2.5Y6/2
8.浅黄色ンルト

1.暗灰黄ンルト層2.5Y4/2
2.黄褐色シルト層10Y R3/8
3.黄褐色シルト層10Y R5/8
4.黄褐色シルト層2.5Y5/4
5.暗灰黄色シルト層2.5Y5/2
6.灰オリープ色シルト層5Y5/3
7.灰 オリ…ブ色ンルト層 5Y5/3
8.晴灰黄色シルト層2.5Y5/2

9:灰 オリ…ブ色シルト層 5Y5/2
10.灰 オリーブ色シルト層 5Y5/2
11.浅黄色ンルト層2.5Y7/4
12.灰 オリーブ色ンルト層5Y5/2

1ユ i,弓 ::::を

'力

層|:よ
『 キ

'`,2

15.灰色シルト層2.5Y7/2
16.淡黄シルト層2.5Y8/3

1.晴灰色シル ト層2.5Y4/2

::茅f里歩名色ξ;子,T凝:ぢ!5Y4/3
4.暗灰黄色シルト層2.5Y5/2
5.灰 オリ…ブ色ンルト層5Y5/3
6灰オリーブ色シルト層5Y5/3
7.灰オリーブ色シルト層5Y5/3

8.晴灰黄色ンル ト層 25Y5/2

li::[憬 :i藝とξ;;'半屠tr!Y6/4
11.灰黄色ンル ト層2.5Y6/2
12.灰色ンル ト層2.5Y7/2

1二 :姿戻琶ヨ:湊色ξ;子,ギ亀ぢ:5Y4/1

♀ Im l l lm

一 L=6400m

一
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第 8図 基本層序
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σ  s x1001

p so1002

的 SOЮ鶴

潔
S � ω2

B地区第 1遺構面

B地区第 2遺構面

c地区

A地区

0         ♀____」L__…………………Ⅲ……………………!営
m

第 9図 遺構配置図
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第10図  S D1001実測図
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幅は広い所では3.9m、 狭い

所では1.2mと 一定せず、深

さも0。 9mか ら0.3mと まちま

ちである。溝の断面はU字型

で底には李大の円礫が多量に

混入している。遺物は、覆土

中から平安時代頃のものと考

えられる土師器の杯の小片が

若干出土 しているだけで、遺

物だけからは正確な年代はあ

Ｅ
Ｏ
■

お

＝

コ

　

・

2m

第11図  S01001実 測図

| L=6450m

きらかにはできないが、B地区C地区共最下

層の水田土壌が溝の埋上の上を覆っているこ

とから、少なくとも水田が造成された時点で

は溝としての機能を停止 していたものと考え

られる。

オ:長君せ夢

"常

船督材
R5/4 9     _色 m   

炭窯 (S01001)(第 11図)

第12図  S01002実 測図 長さ約4.8m、 幅1,7mの炭窯の機能を持つ

と考えられている浅い土坑で、一端は楕円形であるが、もう一端は尖りぎみに細くなって煙

道を形成し、煙道と窯本体の境の底面に一対の小孔が認められる (1)。 上部を開田の際にか

なり削平されていると思われるが、側壁及び底面は焼けて焼上が溜り埋土中にも木炭片が多

量に含まれている。遺物としては、器壁が厚 く胎土中に砂粒を多量に含んだ粗い刷毛目調整

の施された甕と考えられる土器の小片が、小量ではあるが出上 している。これは、刷毛日と

か胎土の特徴から、平安時代に属するものとおもわれる。

炭窯 (S01002)(第 12図 )

長さ約3.2m、 幅1.2mの不正楕円形で一端がやや尖りぎみの形状をした浅い土坑である。

S01001同様壁面は焼けて焼上が認められるが、埋土中に含まれる炭化物は小量で遺物の出

土は認められなかった。

炭窯 (S01003)(第 13図 )

隅丸方形のプランをもつ長さ約5.2m、 幅1.8mの上坑で、埋土中には多量の木炭が含まれ

ているが、その量は底近くなるほど多く、西側の縁には炭化物のブロック状の塊が認められ

―- 112 -―

Ｆ
＝
驚

～
０
コ
　

一

‐
＝
刑
川
＝
‐―Ｉ
Ⅲ
ＩキＩ
Ⅶ
封



た。また、側壁及び底面は著

しく焼けている。 S01001の

ような煙道は認められなかっ

たが、北側の底面には1001同

様一対の小孔が設けられてい

る。

炭窯 (S01004)(第 14図 )

一部が B区 とC区の境に設

けられたベル トにかかってい

るため全長は明ら

かではないが、長

さ7m以上、幅1.

2mの上坑で北西

の縁が一段高 くな

リテラス状 を退

し、これに接する

窯本体の底面には

S01001、 1003同

様小孔が認められ

!ξ怠:;;t:申 Iも}腑 igξヨ藍!:lti4i:5海

第14図  S01004実測図
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第13図  S01003実測図

6345 I          L=64.50m
l ll―

る。他の土坑同様底近くでの焼

土と炭化物の混入が著 しい。

炭窯 (S01005)

S01004同様、遺構の大部分

が B、 C区の境界のベル トにか

かっているため大きさは不明で

あるが他の上坑と同様の性格の

遺構であろう。

熊S0400の 印囲麓轟魏峰鏃腑罐発辮牽
長さ3.6m、 幅1.4mの楕円形 第15図  S01006実 測図

に近い形態の上坑で、上部を大きく削平されているが、残った埋上の中には他の土坑同様炭

Ｆ
＝
宝

～
０
ヨ

L=64.50m
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化物と焼土の堆積が著 しい。遺物の出土は認められなかった。

性格不明遺構 (S X1002)

S01003の南側で検出された浅い不正形の長楕円形の上坑で、他の上坑と異なり埋土中に

れ
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第16図  S K 2001実 測図

よ難魯ξ彰櫨争:�斉V2
4にヽい黄後色ンル ト層 10Y RC/3

0                1m

第17図  S K2002実測図

一
1軒、

fi浮
.

＼   V
4

第18図 BCC地 区出土古代 。中世遺物実測図

②第 2遺構面の遺構と遺物

B地区の第15層上面で検出された遺構と、その上に

堆積していた谷状低地の中の埋積土中から出土 した遺

物である。

土坑 (S K2001)(第 16図 )

谷状低地東側の緩斜面から検出された不正形の浅い

土壊で、底の一部が浅く掘り込まれている。埋土中に

炭化物と焼土粒が多量に含まれている他は遺物の出土

は認められなかったが、上部に堆積している第14層か

ら出上 している遺物が弥生時代以外のものが含まれな

いことや、隣接するS K 2002か ら弥生土器の細片が出

土 していることから、弥生時代に属することは間違い

ないものと考えられる。

土坑 (S K 2002)(第 17図 )

S K 2001の北狽1で検出された長さ0,7m、

幅0.6mの 楕円形の上坑で、中央部にさら

に一段深い掘り込みが見られる。 S K2001

同様に埋土中に炭化物と焼土粒が多量に含

まれ、細片ではあるが弥生土器が出上 して

いる。遺構の性格は不明である。

L=64.20m

一|
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③包含層出上遺物

古代 。中世

B地区の水田土壌最下層の第 8層からは青磁椀と白磁皿が、また水田土壌直下の 9層上面

からは、底部切り放 しに回転糸切り技法を用いた土師器の杯の破片と、須恵器の長頸壺の底

部の破片が出上 している (第 18図)。 青磁椀 3は高台まで施釉されているが、畳付きと高台

内部は露胎で、内面見込み部には片切り彫りによる幾何学文が描かれている。白磁皿 4はい

わゆる日禿とよばれているタイプである。これらは何れも13世紀後半から14世紀前半に多 く

出土す るものであ

る。また、 9層から

出土 した回転糸切り

技法を用いた土師器

の杯 5は、回転糸切

り技法が12世紀代に

出現して13世紀に最

も盛行する技法であ

ると考えられること

0      5 cm

第19図  B地区出土弥生土器実測図

から、平安時代末期から鎌倉時代前期のものと

じ層から出上 している須恵器の長頸壷 6につヽ

前の 9～ 10世紀代の年代が考えられる資料で茂

弥生時代                        宝全>      17
主としてB地区の谷状低地の中に堆積 した第14層 を中心に

0           2 cm
出土 した遺物である。出土 した弥生土器 (第 19図)はいずれ    

―も遺存状態が悪 く、器形や文様をうかがえる資料に乏 しい。
第20図  B地区第15層 出土

7は甕の破片であるあるが、器内外面とも風化が著 しく調整    石鏃実測図

方法は不明であるが、外反する日縁の内面には僅かに指オサエの痕が残されている。 8、 9

は同じく甕の底部の破片で、 8の個体には上げ底の底部がつき、外面は箆削りで調整されて

いる。この他にも櫛描きの波状文が施された壷の破片が出土 している。いずれも弥生中期に

属するものであろう。この他の遺物として打製石庖丁と打製石鏃が出土 している (第 21図

1)。 打製石庖丁には何れも結晶片岩が用いられているが、形態的には両端に決をもちほぼ

方形の左右対象の形態をもつもの、同じく両端に快が施されるが左右非対象の形態のもの、

訣をもたないものの 3種類に分類される。石鏃はサヌカイ トの景↓片の周囲に簡単な加工が施
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第21図  BoC地 区出土弥生時代石器実測図
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されたものなど、無茎のものを中心として出土 している。

縄文時代

B地区の第15層上部から、条痕の施こされた縄文土器の小片が若干とサヌカイ ト製の石鏃

が一点出土 している。石鏃は長さ2,l clllの 無茎式のもので全面に入念な加工が施されている

が、片方の脚を欠いている (第20図 )。

旧石器時代

BoC地区に跨る東西10m、 南北17mの

範囲から少数ながら旧石器がまとまって出

土した。遺物の出上 した第15層 は、調査区

内を北東から南西にむかって緩やかに傾斜

し、厚い所では20911ほ どの堆積がある。遺

物は総数42点 と少なく、約半数がチャー ト

を素材とする素↓片によって占められ (第23

図20、 21、 24～32)、 他はハ リ質安山岩 (第

23図 22、 第24図 34、 36)、 サヌカイ ト (第

23図 18、 19、 23、 第24図 33、 35)が用いら
o                     20m

れている。19は横長素1片を素材としたサヌ

第22図  BoC地 区旧石器出土範囲略図  カイ ト製のナイフ形石器で、身の半分を欠

損しているが恐らく5 clllに満たない小形のものであろう。調整は片側縁のみにほどこされて

いる。B地区の弥生時代の包含層から出上 した18の ナイフ形石器も、横長景」片をもちいた同

様の大きさのものであるが、調整が両側縁におこなわれている。20は同じく小形のナイフ形

石器でチャー トを素材としているが景1離の方向は明瞭ではなく、景↓片の形状は縦長か横長か

正確なところは不明である。片側の側縁を欠いているため全体の形状は不明であるが、残さ

れたもう一方の側縁部への調整は両面からおこなわれている。22は、ハリ質安山岩の設I片の

側縁部に簡単なリタッチを施 しスクレイパーとしたものである。チャー トを素材としたまJ片

は、縦長のものと横長のものに分かれ、いずれの象1片にも打面調整の行われているものと、

全 く行われないものが存在する。主票1離面と背面の象J離の方向は同一方向のものもあるが、

中には20や21の ように直行するものもあリー定 していない。またその舷態も、24の ように石

刃に類似する非常に整った形態の象1片 もあるが、その多 くは大きさや形状が不揃いなことが

目立っている。これは、打面転移がさかんにおこなわれたためとも考えられる。調整は21の

劉片に簡単なリタッチが施されている以外、明瞭な加工が行われているものはないが、使用

―- 117 -―



（

　

　

　

　

　

　

　

　

‐８

魚

繊

餓

脚

Ｖ

ハ　
　
　
　
　
　
０

２４

沿
Ｈ

即

恩
蜘
脚
硼
Δ

励
陶

場

　

θ

蛛 欅

亀

２ ‐

ぺ
臓
Ｍ
潮

鰺

ハ

解

 全    

郷

◆

o                            5cm

第23図  BoC地 区出土旧石器実測図 (1)

―- 118 -―



低  
冊 ３ ２

錫
▽

参

３ ‐

Ａ

Ｉ‐

日

Ц

Ｗ

Ａ
臥
酬
ＨＩ
珊

ｄ

伊
~,増

⇔     “

会    “

0                              5 cm

第24図  B・ C地区出土旧石器実測図 (2)

―- 119 -―



自‖参 T)tむ

愁O沐い
＼＼＼＼＼＼＼く 口.~~~―

―     ・

⑫
'③

ユ国
釜

g甲盤
+  .

◇

‖彎

/
∪

,9

ひ徊
レ

鶴Ю
低

増
　
嚇
嘲

例
挙
に
引
＝
捌
鍮
鵬
７
餞

Ａ

Ｉ‐

Ｖ

１
俸
―
嶼
　
弾

わ間躙ν・　ハ　　　　　〕

鬱亀g
O

山岩

BoC地区旧石器分布図

―- 120 -一



痕と思われる刃こぼれは、ほぼ全ての象」片に認められる。ハ リ質安山岩を素材とする黒1片の

形態もチャー ト製のものに類似 しているが、使用痕の有無は不明である。サヌカイ ト製の景1

片は横長の形態のものしか認められないが、中に 1点だけ翼状景J片が出土している (第24図

35)。 石核はチャー ト製のものが 1点出土している (同図37)。 素材に角礫を用いた高さ3,

4cmの小型のもので、背面と側面の一部に自然面を残 している。片側の側面には、この礫の

表皮を取り除く目的からか背面から調整素J離が行われているが、もう一方の面には正面方向

からの景↓離が認められる。打面は上下両端に設けられているが、景J片景J離に際しての打面調

整は行われていない。石核正面には上設打面から3回剰片を景Uぎ取った痕が認められるが、

石核を斜めに横断する節理面のため、何れも末端まで及んでいない。
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まとめ

(1)旧石器時代の石器群

今回出上 した旧石器は数量的には42点 と少ないものの、サヌカイ ト製のナイフ形石器 1点

以外は、同じ層からある程度のまとまりをもった状態で検出されたものである。使用された

石材にはチャー ト、サヌカイ ト、ハリ質安山岩の 3種類が認められるが、なかでもチャー ト

が最も多く、全体の約半数をしめている。従来、徳島県下でも旧石器時代の遺跡が集中して

いる吉野川北岸地域で発見される石器に使用される石材としては、そのほとんどがサヌカイ

ト製で、チャー トを素材とする石器を出土 している遣跡としては、県南の阿南市廿枝遺跡だ

けであった。甘枝遺跡の石器については、報告者の天羽、立花両氏によつて国府 。宮田山段

階の廿枝 I、 井島 1段階の廿枝Ⅱ、井島 2段階の廿枝Ⅲの 3時期に分けられた。その後、高

橋氏によって資料の追加 と再検討が行われ、年代観についても疑間が投げかけられてい

る (2)。 今回の資料を廿枝遺跡の遺物と比較すると、使用される石材がチャー トを主体とす

ることや、出上したナイフ形石器も、廿枝遺跡の一点を除けば 5 cmに みたない小型であるこ

と、景1片 に縦長横長の 2種類が存在すること、石核、景J片 ともに打面調整の行われない平坦

なものが多 く、景1片の主景J離面と背面の素1離の方向が必ずしも一致せず、打面が一定ではな

かったことが考えられること、石核の素材として角礫が使用されていることなど共通する点

が多い。しかし、金蔵遺跡では肝心のナイフ形石器の出土数が少なく充分な比較検討がおこ

なえない状態にある事や、一点ではあるが廿枝遺跡にはない翼状剣片が出土 していることな

ど、異なる点も存在 している。ただ、個々の遺物の出上したレベル差が最大40cm近 くあるこ

とや、同じ層の上部に縄文時代の遺物が含まれていて層自体堆積の状況が不安定と考えられ

ること、また、出上 した数少ないナイフ形石器の類例を敢えて求めようとするならば、宮田

山またはそれ以後のナイフに分類できるものと考えられ、この翼状象」片との共時性を疑える

資料であることなどから、この一群の出土遺物をすべて同一時期に属するものと考えること

はできないと思われる。ともあれ、廿枝遺跡との類似点は指摘できるものの、正確な時期的

位置付けなどについては今後の資料の増加を待たねばならないものと思われる。

12)弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構は、焼土溜り 1基 と性格不明の上坑 2基だけで、住居跡など

は出土 しなかった。この扇状地上に立地する他の弥生時代の遺跡でも、一般的に住居跡をは

じめとする遺構の検出数は少なく、遺構の密集する度合いが極めて低かったことが伺えるが、

これには、水に乏 しい扇状地という自然条件をぬきにして考えることはできない。今回の調
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査でも、遺構の検出された場所が九頭宇谷川に面 した緩斜面上や自然にできた湿地状の低地

に隣接しているなど、比較的水を得やすい所に遺構や遺物が集中していることからその様な

事情を推察することができる。もっとも出土遺物のなかに打製石庖丁が存在することは、生

産活動のなかに、農耕の占める割合がかなり高かったことを伺わせるが、水稲耕作かそれ以

外のものか興味をいだかせるところであろう。

0 古代、中世関係の遺構

BoC地区の水田土壌下の第 1遺構面からは、濤状遺構と炭窯と考えられる土抗が検出さ

れている。B地区では、この 9層の上に堆積している水田面最下層の第 8層から、青磁椀と

白磁皿がそれぞれ一点ずつ出上 しているが、それらは13世紀から14世紀代に位置づけられる

遺物である。このことから、B地区の水田の造成された時期は少なくともそれ以降と考える

のが妥当だと思われるが、遺物の出上していないC地区の水田も、ほぼ同じ様な年代に位置

づけてよいのではないかと思われる。このB地区の第 1遺構面については、遺物が検出され

ているS D 1001、 S01001で 出上 した土師器の破片が、いずれも平安時代くらいのものと思

われることや、同じ第 9層から出上 した土師器の杯が、少なくとも12世紀代に出現し、13世

紀から14世紀を中心に多用される回転糸切り技法を用いたものであることと、上層の水田面

の年代が13～ 14世紀である事を考慮にいれると、その下限を12～ 13世紀頃までのものと考え

ておきたい。この場合、 S D 1001の性格であるが、この様な水に乏しい扇状地上に設けられ

た溝であることから、恐らく潅がいを目的としたものであったと思われるが、実際に確認さ

れた水田面は溝より後の時代のもので、その水田の時期にはすでに埋没してしまい、水利施

設として機能 していなかったと考えられる。ただ、この遺跡の北には、平安時代に築造され

たと伝えられる浦池が位置している。もしこの S D 1001の年代が正 しいとすれば、この浦池

と何らかの関係のもとに造られた水利を目的とした遺構の可能性も考えられる。

今回の金蔵～上井遺跡の調査によって出土 した遺構や遺物は極めて少ないもので、年代的

にも不確かなものがそのほとんどを占めている。しかし、今回の調査で新たに明らかにされ

た事も若千ではあるが認められる。特に、旧石器時代の遺物については、時期的にも量的に

も不完全な資料ではあるが、従来、吉野川北岸地域で全く出上しなかったチャー トを素材と

する石器群を検出することができたばかりでなく、県南地域でのただ一箇所のナイフ形石器

の出土遺跡で、県内では他に比較する資料の全 くなかった廿枝遺跡の遺物と関係づけられる

ものが出上 したことは、今後の県内の旧石器時代の研究をおこなううえで、少なからぬ意義

を持ってくるものと考えられる。
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注

　

硼 炭窯の構造については菅原康夫氏の論考「遣物をもたない遺構」『徳島県埋蔵文化財センター

年報Vol.2』 1991を 参照。

(動 天羽利夫、立花博両氏の論考については、天羽、立花「徳島県廿枝遺跡採集の石器J『古代学』

16-1(1969)、 天羽「徳島県下出上のナイフ形石器 。細石器」『徳島県博物館紀要』 1(1970)

天羽「徳島県の遺跡J『 日本の旧石器文化 3 遺跡と遺物 <下 >』 (1976)雄 山閣を、また高

橋氏の論功は、「徳島県阿南市・廿枝遺跡の採集の石器再考」『旧石器考古学 29』  旧石器文

化談話会 (1984)を それぞれ参照。高橋氏はこの中で、和歌山県松瀬遺跡、壁川崎遺跡、大分県

岩戸遺跡など廿枝遺跡に類似する遺跡をあげているが、その編年的位置づけについては明確な発

言はおこなわれてはいない。
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第 1表 出土遺物観察表 1 (土器 )

第 2表 出土遺物観察表 2 (石器 )

番号 器種 法 量 形  態 胎土焼成 出土地点 備考

3 青磁椀 底径6 7ca
高台の高さは0 9cu 高台畳付及び内面

は露胎

釉の色は緑灰

色
F-5

4 白磁皿 底径61m 体部は斜上方に直線的に立ち上がる 釉

は底部まで施こされる
G-2

いわゆる日禿げ皿

5 土師器杯 底径7 2co
底部からやや内弯気味に外上方に立ち上
がる

橙 色 G-5 底部切 り離 しは回転糸切

り技法

6 須恵器壷 底径 9 cII
底部か らゆるやかに内弯 しなが ら外上方

に立ち上がる

灰 自色

7 弥生甕 口径20 5ca

肩部に最大径をもっと考え られ口縁部は

ゆるやかに外反する

径 1～ 2 oIIの

礫を含み焼成

不良

F-7

8 弥生甕 底径58m 底部付近でわずかにくびれる 強いあげ

底の上器

径 1～ 3飩の

礫を混入する
F-7

9 弥生甕 底径 7 ca
底部付近でわずかにくびれる 平底の上

器

橙色で焼成は

不良
F-7

番

号
器種

最大長

(clll)

最大幅

(ca)

最大厚

(cm)
重量(g) 石質 出土地点 備考

1 打製石鏃 25m 1 3ca 0 4cI サヌカイト V-18 断面に自然面を残す

石棒 39 3el 12∞ 9,500g 緑色片岩 V-19 自然の転石を利用

打製石庖丁 11 51t 4 7ca 0 7ca 結晶片岩 G-7 片面に自然面を残す

打製石庖丁 10 8cm 4 7cII 18111 結晶片岩 D-7

打製石庖丁 9 8ctt 4 3cII 0 7cI 397g 結晶片岩 H-7 側縁部に自然面を残す

打製石庖丁 85111 1 2ca 608g 結晶片岩

打製石庖丁 6 6cu 3 3ca 1 3ca 394g 結晶片岩 I-6 片面に自然面を残す

打製石庖丁 4 1ca 26ω 0 7cl 結晶片岩 F-8

打製石鏃 18111 1 lca 0 2ca サヌカイト F-6 周縁部にのみ調整が加

えられる

打製石鏃 2 1ca 03111 ナヌカイト G-9 全面に入念な調整が加

えられる
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番

号 器種
最大長

(cm)

最大幅

(clll)

最大厚

(911)
重量(g) 石質 出土地点 備考

ナイフ形石
器

3 7ca 1 2ca 0 6el サヌカイ ト J-7
弥生の包含層より出土

ナイフ形石
器

2 3cI 1 4ca 0 7cm サヌカイト E-9

ナイフ形石
器

1 9ca 0 5cm 0 3cI チャート F-9

剣片 19111 1 2ca 0 3ca 0 9ca チャート C-9 側縁の一部に調整が加

えられる

スクレイパー 2 5cm 15m 05釦 22g 質
岩

り
山

ハ
安 D-9

ナイフ ? 46m 0 8ca サヌカイト D-9

祭1片 3cn 1 lcal 06卿 チャー ト F-9 側縁に使用痕が認めら

れる

景J片 2_4ca 1 5cl 06鉤 チャート C-9 側縁に使用痕が認めら

れる

景1片 1 8cdl 1 2ca 05働 チャート C-9

景1片 1 4cI 22働 0 5cm チャート D-9 側縁に使用痕が認めら

れる

崇」片 1 7ol 15m 0 5cm チャート D-9

黒J片 1 7ca 13m 06∞ チャート D-8

祭」片 2 41xa 1 6cI 1011d チャー ト C-10

景1片 2 1ca 05111 0 3ca チャート F-8

景J片 2 2ca 0 8ca チャート E-8

景」片 20111 2 2ca 0 3cl サヌカイ ト D-9

景1片 1 2ca 2 1cm 05m ハ リ質
安山岩

D-8

翼状票1片 3 7cD 2 2ca 0 5ct サヌカイト D-9

景J片 1 2ca 1 8ca 0 4ca り賓安山岩 D-9

石核 3 4cn 2 5cH 2 ca 168g チャー ト D-9 素材に角礫を用いる
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図版 5
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図版 7
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図版 8

包含層出土遺物 (1)
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図版 9
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Ⅳ  天 神 山遺 跡・ 青 谷 遺 跡



1 本章は、四国縦貫自動車道建設に伴う、天神山遺跡と青谷遺跡の発掘調査報告である。

2 発掘調査及び報告書作成の実施期間は次のとおりである。

・発掘調査期間  天神山遺跡 平成 2年 5月 11日 ～平成 2年 7月 12日

青 谷 遺 跡 平成 2年 5月 10日 ～平成 2年 9月 12日

平成 3年 11月 10日 ～平成 3年 12月 12日

・報告書作成期間       平成 4年 4月 1日 ～平成 5年 3月 31日

3 本章の遺物番号は遺跡ごとに通し番号とし、本文・挿図・表 。図版と一致する。

4 第 4図の地形図は建設省国土地理院発行 1/25,000地形図「大寺」「市場」を転載した

ものである。

選跡抄録

遺跡名 天神山遺跡 青谷遺跡

読み てん じんやま あおだに

所在地 板野郡上板町引野字山田原 1-8他 板野郡上板町引野字青谷25-1他

種別 墓 。住居 散布地

時代 弥生・近世 旧石器・縄文・弥生・古代 。中近世

主な遺構 土壊墓・竪穴住居跡・便所 土坑・土壊墓 。溝・柱穴

主な遺物 弥生土器・石器 。陶器 石器・弥生土器・須恵器・陶磁器
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調査の経過

(1)調査の経過

分布調査による天神山遺跡の推定範囲は8,200 ar、 東に隣接する青谷遺跡は推定範囲8,450

だであった。当初は天神山遺跡西半4,540雷 と、青谷遺跡の4,620ピ を対象として、試掘調査

を行った。試掘開始時においては、天神山 。青谷両遺跡にそれぞれ 1班が配置され、着手し

た。しかし、試掘の結果、調査対象範囲がかなり絞りこまれたので、本調査は 1班で両遺跡

の調査を並行 して行うこととした。天神山遺跡を先行し、青谷遺跡を工程によって間にいれ

ながら進めた。青谷遺跡では調査途中に新たな用地が入り、同様に試掘を行って調査範囲を

絞りこんだ。天神山遺跡は、 7月 12日 に完了し、青谷遺跡の調査は 9月 12日 に終了した。調

査面積は天神山1,330だ、青谷遺跡3,110雷 である。

天神山遺跡は試掘結果と現地形から、残りの推定範囲には遺跡の広がりのないことを十分

に推定できたので、完了とした。青谷遺跡については遺物包含層の広がりの確認できた地点

を1991年 11月 21日 から12月 12日 までの間に 2次調査として870 Hfの 発掘調査を行った (第 3

図)。

(2)調査区割

調査を始めるに当たってグリッドの配置は、発掘調査統一基準にならい、第 4系国土座標

を基準とし、 5mメ ッシュを 1グ リッドとして当初の推定範囲を包み込む南西隅から北にA

BC… 、東に 123…の順に記号をふり、その組み合わせでグリッドを表現するように設定

した。

なお、便宜上調査地のまとまりを調査区として、天神山遺跡は第 1調査区から第 4調査区

まで、青谷遺跡は第 1か ら第 8調査区まで設定した。さらに、両遺跡とも田畑一筆ごとに、

また分割調査が必要であった地区については分割ごとにABC… (地区)を副記号としてつ

けた (第 1～ 3図)。

また、遺構記号 。遺構番号は検出時に決定し、掘削後、遺構の確実性が乏しいと判断され

たものについては欠番とした。これは、遺構番号 。遺構記号の変更による混乱を避ける目的

であり、変更は必要最小限にとどめた。したがって、遺構番号は、その最大の値が全体の遺

構数を表すものではない。
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(3)試掘調査

天神山遺跡

試掘の トレンチは2m× 5mを基本として設定した。 トレンチは遺物包含層上面ないしは

遺構面直上で止めるのを原則とするが、各調査区ごとに下層の確認が必要と考えられる地点

については、幅 2mの うち lm分だけを深 く掘り下げた (第 1図 )。

天神山遺跡については、尾根上の第 1調査区で、まず頂上に 5ヵ 所設定し掘り下げたが、

削平を受けていることが判明、最終確認のため尾根の両斜面にかかる東西に長い トレンチを

設定 し、深 く掘り下げたところ、両斜面部でサヌカイ トや弥生土器片を含む遣構および遺物

包含層を確認 し、本調査の対象とした。

第 2調査区は第 1調査区の東側斜面部である。耕地整理で 1枚の水田になっているが、東
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第 1図 天神山遺跡 調査区割・調査区・試掘 トレンチ配置図
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端に原地形が残存している可能性があったので 4ヵ 所の トレンチを設定、掘り下げた。 4ト

レンチとも耕作土下は削平された地山であり、特に北西隅の配 4ト レンチでは黒色の断層破

砕粘土が確認された。

第 3調査区は第 2調査区の北側、尾根の東側斜面部にあたり、斜面を数段に耕地整理をし

ている。一筆ごとに 2～ 3ヵ 所の トレンチを設定 し、堆積状況を確認 したところ、配 5～ No

llト レンチについては削平が進み、遺構面の存在は確認できなかった。hl～配 4ト レンチ

については、かつて屋敷地であったとの伝承の通り種々雑多な遺物が出土 した。それらに混
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第 2図 青谷遺跡 調査区割 。調査区・試掘 トレンチ配置図
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じって、弥生土器片、サヌカイ トが血 4ト レンチから出上、南東側斜面部で遺構面の存在を

確認できたので、配 3、 血 4ト レンチを設定した畑地 (B地区)を本調査の対象とした。

第 4調査区は大規模農道東側で第 2・ 3調査区に続く斜面部にあたる。 4ヵ 所の トレンチ

を設定し、調査したが、いずれも耕作土下は削平された地山であった。

以上25ヵ 所の試掘結果から、第 1調査区と第 3調査区B地区の 2ヵ 所を本調査の対象とし

た。

青谷遺跡 (第 1次 )

試掘 トレンチは、 2m× 5mを基本として、39ヵ 所に設定し調査した (第 2図 )。

第 1調査区は、まず10ヵ 所設定し、掘り下げたが、どの トレンチも堆積状況は基本的に同

じであった。泥岩小礫を多 く含んだ層の上に、にぶい黄橙色の粘性砂質上が堆積 している。

遺物の出土は皆無に近かったが、最終確認としてあけた配11ト レンチで炭化物と焼上を含ん

だ土坑 (S K 1001)を検出、青磁片も出上 した。そこで、同様の堆積状況を示す部分を本調

査対象とした。

第 2調査区は、遅れて用地が取得された部分である。 6ヵ 所に トレンチを設定、掘り下げ

たところ、配 5・ 6ト レンチは採土により削平されており、血 1・ 4ト レンチは第 1調査区

に似ているが、遺構面にあたる層が安定していないのでて本調査対象からはずした。配 2・

3ト レンチでは、本遺跡で最も明確な弥生時代の遺物包含層を確認 し、広がりの推定できる

範囲を調査対象とした。

第 3・ 4調査区は、併せて 4ヵ 所で試掘 したが、いずれも遺物の出土はなく、堆積状況は

不安定で本調査の対象からはずした。

第 5調査区も,現況は土置き場であり,採土等で撹乱が激しく放棄した。

第 6調査区の配 1～ 3ト レンチでは、耕地整理による削平により、本調査の対象からはず

した。配 4・ 5ト レンチでは、出土遺物はないが推積状況から、遺構面の残存が推定できる

ので、本調査の対象とした。

第 7調査区は耕作の関係でやや遅れて10ヵ 所試掘調査を行った。配 3ト レンチから弥生土

器片、No 9ト レンチで土坑を検出し、その覆土からサヌカイ ト片が出上 した。従って全体を

本調査対象とした。

青谷遺跡 (第 2次 )

第 7調査区の南に隣接する地点の調査で、前年度に続き、第 8調査区とした。東西両端に

南】との トレンチをいれ、第 7調査区と基本的に同じ土層を示す部分が確認されたので、全面

を発掘対象とした。

―- 142 -―





(41 調 査 日誌抄

天神山遺跡

1990年

5月 11日  機械掘削による試掘調査開始。

5月 15日  第 1・ 3調査区で遺物包含層・遺

構確認。

5月 17日  試掘作業ほぼ完了。

5月 21日  試掘結果により調査鈍囲を確定。

5月 22日  第 3調査区No 2ト レンチの S Klo

01調査。

5月 25日  第 1調査区A地区、第 3調査区 B

地区、機械掘削開始。

5月 28日  第 1調査区A地区、人力掘削開始。

写真 1 天神山遺跡 調査風景

月 30日  第 1調査区A地区、遺構検出。

月 1日  第 1調査区A地区、遺構検出・掘

り下げ。第 3調査区B地区で入力

掘削開始。

月 8日  第 3調 査区 B地区、住居跡の検出。

月 12日  第 1調査区A地区、調査終了。第

3調査区 B地区ではS B 1001の 掘

り下げ開始。

6月 13日  第 1調査区 B地区、機械掘削。

6月 14日  第 1調査区 B地区、人力掘削開始。

6月 26日  第 1調査区 B地区、遺構検出。

最後の上層図終了により調査完了。

埋め戻 し作業完了。

(第 1次 )

試掘着手。第 1調査区、 9ヵ 所。

再開。第 1調査区で、遺構検出。

第 1・ 3～ 6調査区の試掘調査を

完了。

第 7調査区、試掘。

第 1調査区 C地区、機械掘削。

第 1調査区C地区、人力掘削開始。

人力掘削完了。

遺構検出開始。

遺構平面図作成。

調査区壁土層図をのぞいて完了。

午後からは第 6調査区の掘削にか

かる。

第 1調査区A・ B地区、機械掘削。

第 6調査区は人力掘削完了。

月

　

月

9日

12日

青谷遺跡

1990年

5月 10日

5月 15日

5月 17日

5月 19日

6月 4日

6月 6日

6月 13日

6月 18日

6月 25日

6月 26日

6月 27日

7月 5日  第 1調査区A・ B地区、人力掘削。

7月 9日  第 1調査区、人力掘削続行。第 6

調査区は遺構検出。

7月 11日  第 6調査区完了。第 2調査区、試

掘調査。

7月 17日  第 1調査区A地区、遺構検出。 B

地区、人力掘削ほぼ完了。 D地区

および第 2調査区、機械掘削。

7月 18日  第 2調査区、人力掘削開始。第 1

調査区も検出・実測作業続行。

7月 24日  第 1調査区A・ B地区、平板測量

による遺構配置図作成。第 2調査

区、掘削続行。
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7月 27日  第 2調査区、人力掘削完了。第 1

調査区D地区に移る。

7月 80日  第 7調査区A・ B地区、機械掘削。

第 1調査区では実測と人力掘削を

続行。

8月 1日  第 1調査区D地区、人力掘削完了。

第 2調査区は遺構検出。

人力掘削。

調査区中央部の堆積厚 く、機械を

導入、掘削開始。

調査区の精査。遺構検出されず。

調査区・土層の実測。写真撮影。

調査終了。

12月 2日

12月 5日

12月 10日

12月 12日

8月 6日

8月 11日

8月 16日

第 1調査区A・ B地区、調査完了。

D地区では、遺構検出・掘 り下げ。

本日より15日 まで、盆休。

第 1調査区D地区、調査完了。第

7調査区A・ B地区、人力掘削完

了。遺構検出、掘 り下げ。

8月 21日  第 7調査区、平板測量。第 2調査

区再開、遺構掘 り下げ。

8月 27日  第 7調査区A・ B地区、調査完了。

8月 28日  第 7調査区C・ D地区、機械掘削。

8月 30日  第 7調査区C・ D地区、人力掘削

開始。

9月 3日  第 7調査区C・ D地区、人力掘削

完了。

9月 5日  第 7調査区C・ D地区、遺構掘 り

下げ。第 2調査区、実測中。

9月 7日  第 7調査区・第 2調査区とも残件

処理。調査完了。

9月 12日  事務処理完了。挨拶回りの後、現

場撤収。

青谷遺跡

1991年

11月 22日

11月 28日

(第 2次 )

機械による第 8調査区の両端を試

掘。

入力掘削開始。
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2 遺跡の立地と環境

(1)地理的環境

天神山遺跡は、徳島県板野郡上板町引野字山田原 1-8他に、青谷遺跡は引野字青谷25-

1他に所在する。

四国山地に源を発 し、徳島県北部を東流し、そして紀伊水道に注ぐ吉野川は河口部に広大

な三角州である徳島平野を形成している。本遺跡は、その吉野川の左岸、河口部からは約20

1cn付近の阿讃山脈の南麓に位置する。天神山遺跡は標高約60mの 阿讃山脈から南に延びる尾

根上に、青谷遺跡は南流する小河川に挟まれた標高約51～61mの緩斜面に立地する。阿讃山

脈は地質学的には中生代に堆積 した砂岩・泥岩の互層による和泉砂岩層により形成され、そ

の麓を徳島の地質構造を和泉層群と三波川変成岩帯とに分ける中央構造線が東西に走ってい

る。本遺跡の周辺には、その中央構造線系の断層がみうけられる。

(2)歴史的環境

本地域での旧石器時代の遺跡としては柿谷遺跡
(1)が

挙げられる。徳島県内でも類例の少

ないチャー ト製の国府型ナイフ形石器が出上 している。また上板町引野の出日遺跡 (2)で は

サヌカイ ト製のナイフ形石器が表面採集されている。

縄文時代の遺跡としては生成町の西谷遺跡 (3)が ぁる。縄文から中世にかけての複合遺跡

であるが、縄文時代後期の深鉢、浅鉢、注目土器を出土する貯蔵穴の可能性をもつ土坑が検

出されている。また上板町神宅字山田で1953年 に縄文時代後期の磨消縄文をもつ土器片が採

集されているが (4)こ の周辺では縄文時代の遺跡は確認されていない。

弥生時代の遺跡としては、神宅字山田の阿讃山脈の尾根上から1915年、神宅銅鐸と呼ばれ

痛平紐式 6区画袈裟欅文銅鐸
(5)が

出上 している。その銅鐸と関連付けられる弥生時代の集

落は確認されていない。上板町大山中腹の畑遺跡や、本遺跡の西南の平野部に広がる生成町

高尾の熊ノ庄遺跡なども散布地として知られている。また前述の西谷遺跡では弥生中期から

後期にかけての住居跡・土坑が検出されている。

弥生時代から古墳時代前期にかけては、天神山遺跡の一つ尾根を挟んだ西の尾根上に安楽

寺谷墳墓群 (6)が ぁる。弥生時代の上器棺墓群と石室墓、そして古墳時代前期の竪穴式石室

2基が確認されている。もう一つ西の尾根上にも、安楽寺谷墳墓群の竪穴式石室と同時期と

考えられる十楽寺山古墳
(7)が ぁる。
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1神宅遺跡 2神宅銅鐸出土地 3柿谷遺跡

4出 口遺跡 5和泉寺経塚  6青谷遺跡

7天神山遺跡 8生成丸山古墳 9安楽寺谷墳墓群

と̀ 10+楽寺山古墳 H十楽寺遺跡 12西谷遺跡

=鄭
笙十単               0                    2km

第 4図 周辺の遺跡分布図

古墳時代中期でまず触れておかなければならないのは、生成町高尾の扇状地上の水田中に

位置する生成丸山古墳
(8)で ぁる。徳島県の円墳では唯一周濠をもつもので、規模は東西43

m、 南北39m、 高さ6.5～ 7m、 周濠は幅11～ 14mが推定される。徳島県の中期を代表する

大型古墳である。他にこの地域で現存するものの中で、中期の構築が考えられるものは確認

されていない。

古墳時代後期にはいると、阿讃山脈の南麓を中心に多 くの古墳が築かれた。本遺跡の周辺

部においても明神池、天神山古墳群が1963年 の埋蔵文化財包蔵地調査 (9)で
報告されている

が、具体的様相は不明である。前述の柿谷遺跡では後期の横穴式石室 8基と石室墓が検出さ

れている。柿谷遺跡は古 く「百塚Jと称されていた場所の比定地のひとつである。また後期

の集落遺跡としては上板町東部の神宅遺跡 (10)があげられる。遺跡の東の台地上の山崎古墳

群
(11)と

時期的に一致し、古墳群を構築 した集団の集落と考えられる。

歴史時代としては上板町から吉野町にかけての沖積平野上に、五条、六条、七条の地名や

直交する道路畦畔から条里遺構の一部に比定される地域
(12)がぁる。また山麓周辺には伝承

で平安時代に建立されたとされる、西光廃寺、安楽寺跡、十楽寺跡の伝承地が点在し、特に

青谷遺跡の南東部は西光廃寺伝承地とされ八葉複弁蓮華文軒丸瓦が出上 している (13)。
十楽
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寺のす ぐ西の谷には十楽寺遺跡
(14)が

ぁり、徳島県内でも古い時期に属する 8世紀後半から

9世紀にかけての須恵器窯に伴 う灰原が確認されている。大山中腹の大山寺では大治元年 (11

26年)銘をもつ経筒
(15)が

出土 している。また泉谷の和泉寺においても1918年 に経筒
(16)が

出上 している。
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(15)徳 島県教育委員会『徳島県の文化財 第一集』 1954
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3 調査成果

A 天神山遺跡

(1)基本層序

本遣跡の堆積は、削平 。

盛土等がかなり行なわれい

るものの、遺構面の確認で

きた第 1調査区、第 3調査

区B地区では比較的単純な

堆積をな している。 した

がって、第 5図に示 した柱

状図がそれぞれの調査区の

基本的な堆積状況を示 して

いる。いずれの柱状図も、

試掘 トレンチのものを利用

した。なお、柱状図の位置

については、第 6図に示し

ている。

第 1調査区は南に延びる

なだらかな尾根である。こ

の尾根は、後世の改変が激

しく、先端部分は墓地とし

て利用され、調査地の北隣

は採土により切りとられ、

南隣は貯水タンクが建設さ

れている。調査地も尾根頂

部が削平され、畑地となっ

ているのをはじめ、両斜面

部にも手が入っている部分

がある。柱状図①～③をみ

て明らかなように、尾根頂

第 1調査区

L〓 60,00m

1.にぶい黄褐色10Y R5/4砂質土(表土)

2.にぶい黄笹色10Y RGμ砂質土

3.灰黄褐色10Y R4/2砂質土

4.にぶい黄褐色10Y R6/3砂質と

5.に しヽヽい女笹色10Y R7/3砂賀土

6:にぶい冑笹色10Y R7/4砂質土(包含層)

7.S T 1004

8.明黄褐色10Y R6/6粘買土

9.明黄褐色10Y R7/6粘質土

10,にぶい黄褐色10Y R5/4砂質土(包合層)

11.較質岩盤(地山)

L=58.00m

第 3調査区

L=53.50m⑥爾
0          1m

1.に しヽくい黄褐色10Y R4ん砂質土(耕作上)

2.に ぶい黄褐色10Y R5/3砂質土(礫を多く含む。盛土 ?)

3.にしSミ い黄橙色10Y R7/3砂質土(包含層)

4.にしSく い責橙色10Y R6/3粘性砂質土(包含層)

5,にぶい責橙色10Y R7/4粘質土(地山)

6.にぶい黄橙色10Y R6/3粘質土(地山)

7.褐色10Y R4/6粘性砂質土 礫多く含む(地山)

8.褐色10Y R76砂 質土 礫多く含お(盛上)

9.褐色7.5Y R4/4粘質土(地山)

第 5図 天神山遺跡 基本土層実測図
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第 6図 天神山遺跡 遺構配置図



部②地点は削平された地山に表上がのっているだけである。両斜面部には弥生時代の遺物を

少量含んだ第 6層、第10層がある。①地点では、遺物包含層上の堆積は比較的安定した状況

を示す。③地点では、すぐ北側で斜面が削られている影響があるのか、第 1・ 8・ 9層 につ

いては安定性に欠ける。

第 3調査区A・ B地区は、斜面部を近世に屋敷地として、さらに段々畑に改変した地点で

ある。⑤地点は表土直下が10cm大の礫を多 く含む地山層となる。便槽 (S K 1001)も この面

で検出されていることから、おそらくこの上面が近世末まで屋敷地として利用されていたと

考えられる。④ o⑥地点は、調査前には藍畑として利用されていたが、耕作土下は、両地点

とも盛土と考えられる10cm程度の礫を多 く含む層を間に狭み、④地点では 2層の、⑥地点で

は 1層の包含層が存する。第 3層 は弥生時代から近世の遺物を含む。第 4層 は弥生時代の遺

物包含層である。第 5層を地山とするが、弥生時代の遺構面が残存するのは④地点付近の狭

い範囲だけと捉えており、⑥地点では後世に遺構面が削平されて、新しい遺物包含層 (第 3

層)が上に被っていると考えられる。

12)遺構と遺物

遺構の配置については、第 6図に示すとおりである。第 1調査区は、尾根の東西の斜面近

くに遺構が残存している。検出された遺構は、土墳墓と考えられるもの 5基、土坑 9基であ

る。出土遺物からみて弥生時代後期を中心とする時期のものであると考えられる。第 3調査

区は、A地区の試掘No 2で近世の民家の遺構が、B地区では、弥生時代の遺構面の残存面積

は少ないが、後期前葉の竪穴住居跡が 1基検出されている。

①弥生時代

竪穴住居跡 (S B1001)(第 7図)       ′

一辺3.05mの隅丸方形のプランを有 し、深さは西側で28clll、 東側で10cmを測るが、南東部

分は壁を欠失 している。幅10clll前後の周壁溝を巡らす。住居中央部に長軸52cm、 短軸30clllの

楕円形を呈し、深さ 7 cm程度の浅い炉がある。ピットは 6ヵ 所検出し、検討の結果、炉の両

端にあるPl・ P2が、深さそれぞれ30clll、 32cmを測り、この2カ 所を主柱穴とする構造で

あったことが推定できる。

住居北端の緩いコーナーに砂岩台石が据えられ、周辺にはサヌカイ トの景」片が散乱する。

台石の際の壁に密着 して石鏃 (第 9図 13)、 炉の際の床面でも、石鏃 (第 9図12)が出土 し

ているのをはじめ、覆土中から、合計 6点の石鏃が検出されている。
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第 8図  S B1001出土遺物実測図 (1)
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第10図  S B1001出土遺物実測図 (3)

西壁際の床面には炭化材が散乱 し (第 7図 網の部分)、 焼土痕もみられる。土器もこの

付近で集中して出上 している。

出土遺物 (第 8～ 10図 )

覆土からの出土遺物は、弥生土器片234点、石鏃 6点、石錐 1点、磨石 1点、サヌカイ ト

片26点、結晶片岩 5点、鉄鏃 (?)1点、それと前述した砂岩台石である。

弥生上器は細片が多く、全体を復元できるものはないが、辛うじて実測可能な個体 8点を

図示した (第 8図)。 1は、広日三である。直立する頸部から緩やかに外反する日縁部を持

ち、日縁端部は上下に拡張して 2条の擬凹線を施す。頸部外面はタテハケ調整、内面および

口縁部はヨコナデで仕上げられている。 5・ 6は甕で、「く」の字状に屈曲して外反する日

縁部を持ち、端部は、 5は平坦に、6はやや肥厚させ下端を曖昧に納めている。底部は 7が

やや傾向を異にしているが、平底で、外方に直線的に立ち上がる。これらの特徴から、後期

前葉の様相 (1)を示すものと考えられる。

9～14(第 9図)は、石鏃である。うち 4点は破損しているが、 6点 ともに、長さは復元

すれば 3 clllを越える大型品で、形態的にバラエティに富んでいる。松木武彦氏は戦闘用石鏃

の基準として、 3 clllを越えるものを提唱している(2)が 、ぃずれもこれに該当する。11～ 14

が 1次素↓離面を中央部に残し、縁辺を調整した粗雑なつくりであるのに対し、 9。 10は全面
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に細かな調整を行っている。

15は、サヌカイ ト製の石錐である。錐部を欠損 している。

16は、磨石である。黒色片岩製のこの石器は、両端の丸い偏平な棒状を呈 し、表裏面に研

磨された面を持っている。同様の石器は、同じ吉野川流域の生成町北原遺跡東地区土装 3、

西地区土壊11、 北原～大法寺遺跡 S K 1009、 前田遺跡 S B 1004で 出土 している (3)。
研磨面

が凸面を呈 しているので、磨石としたが、どのように使用されたものかはいずれの場合も不

切である。

17は砂岩の台石である。表裏面とも一部に弱い砥面をもつが、特に表面に筋状の敲打痕を

多数残す。

18は鉄製品である。鉄鏃の基部とも、刀子の基部との見方もできる。

土坑 (S K1003)(第 11図 )

第 1調査区の尾根頂部に近い平坦面で検出された楕円形の上坑である。上半は削平されて

いるものと考えられ、現存規模は長軸1,3m、 短軸0,75m、 深さ14clllで ある。断面形は浅い

皿状を呈する。弥生土器片59点 と、炭化物を出上 しているが、土器は細片であり、時期決定

は困難である。他の上壊墓と考えられる遺構とも平面形等で異なり、性格については不明で

ある。

|ヒ
事60.00m

0    50om

l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

2.明黄褐色10Y R7/6砂質土

第11図  S K1003実測図 1.にぶい黄橙色10Y R7/4粘性砂質土

第12図  S K1007実測図
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土坑 (S K1007)(第 12図 )

第 1調査区西側の斜面部、土墳墓(S T 1004)

に並んで検出された長方形の土坑である。規模

は長辺1,93m、 短辺1,32m、 深さ15cmを測る。

断面形はほぼ長方形であり、底面は谷に向かっ

てやや傾斜する。覆土は分層できず、 S T 1004

ほどには硬 く締まっていない。

出土遺物は弥生土器の細片が 2点 と炭化物少

量である。覆土の状況も隣接する土壊墓とは異

なっているが、規模・方向等は同じ傾向を示す

ことから、墓の可能性も考えておきたい。

土坑 (S K1008)(第 13図 )

第 1調査区西側斜面部で検出され

た、長方形の上坑である。規模は、

長軸1.5m、 短軸0,9m、 深さは中心

部で15clllである。断面形は不整な長

方形を基本とするが、底面は、平坦

ではなく、やや波打つ形状をしてい

る。性格等については不明である。

出土遺物 (第 14図 )

弥生土器片 2点、打製石庖丁片 2

点、炭化物少量が出上 している。弥

生土器片は細片であり、時期決定は

困難である。打製石庖丁 (第 14図 19

。20)はいずれも破片で全体形状は

L_____■ m

l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

第13図  S K1008実測図

ハ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ν

Ｒ

ＩＩ

Ｈ

Ｗ

I

0            5 cm

第14図  S K1008出土遺物実測図

不明である。19は端部に快りをつけ、刃部の調整もしっかりしている。20は快りがみられず、

刃部の調整も粗い。石材はいずれも石実質を多 く含んだ結晶片岩である。

土壌墓 (S T 1001)(第 15図 )

第 1調査区の西側尾根頂部に近い地点で検出した長方形の土装墓である。上半部は削平さ

れ、底面に近い部分のみ検出された。規模は長辺は0,9m、 短辺0.58m、 現存の深さは 7 cm

＼
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である。北辺に白色円礫 (石英)、 西辺に

沿って打製石庖丁が出上 しているが、これ

が副葬遺物の一部と考えられる。

出土遺物 (第 16図 )

前述した打製石庖丁 1点、白色円礫 1点

のほか弥生土器片20点が出土 している。弥

生土器片はいずれも細片で、時期決定は困

難である。打製石庖丁は完存品ではあるが、

両端に快りもなく、成形 しただけの粗雑な

つくりのものである。石材は結晶片岩であ

るが、絹雲母の多 く含まれた部分を使用し

ている。

上墳墓 (S T1004)(第 17図 )

第 1調査区の西側斜面部で検出された土

o                  50cm

i明黄褐色10Y R6/6粘性砂質土

第15図  S T1001実測図

L〓 60.50m

壊墓である。試掘時の東西 トレンチで遺構の中央を一部掘り抜いたこと、斜面の堆積が不明

瞭であったので、土層観察用の畦で谷側のプランを確認 したことから、図では推定線が多 く

なっている。規模は長辺2.18m、 短辺1.55mの長方形のプランをもち、深さは東壁で23cmを

測る。土装中央部で、1.85m× o.68mの範囲にわたり、 3～ 4 cmの浅い落ち込みを検出した。

覆土は非常によく締まっており、炭化物と弥生土器片を含んでいる。他に、石鏃、スクレイ

パー、台石が出上 しており、副葬遺物と考えられる。中央部の落ち込みは不明瞭であり上層

観察でも主体部の側板の立ち上がりは確認できなかったが、木棺直葬の可能性も考えられる。

時期は甕形土器の形状から弥生時代後期前葉と考えられる (4)。

S T1001出土遺物実測図
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―0            5 cm

0            5 cm

27 0                            20om

第18図  S T1004出土遺物実測図
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よ程轟俣三選営鳥V蹂拷験暮:悟静器縫良弄
°石器を含む)

4にぶい黄橙色10Y R6/4砂質土

第17図  S T1004実測図

出土遺物 (第 18図 )

弥生土器片26点、石鏃 1点、スクレ

イパー 1点、砂岩台石 1点、サヌカイ

ト片10点、結晶片岩 1点、炭化物が出

土 している。

弥生土器は、ほとんどが細片である。

22は広口壷形土器である。やや開き気

味の頸部から、緩やかに屈曲して外反

する日縁部をもつ。端部の形態はやや

損傷を受けているが平坦に納めている

ものとみられる。23は甕形土器である。

「 く」の字状に外反する口縁部を肥厚

させ、端部に 2条の擬凹線、体部内面

の上端までのヨコヘラケズリが特徴で

ある。24の底部は表面のま1離が激しく、

２６



0_50cm
l.にぶい黄橙色10Y R6/4砂 質土

2.にぶい黄色2.5Y6/4粘 賀土(炭化物・土器含む)

3.灰黄色2.5Y6/2粘 質土(炭イし物・土器含む)

0           1m

l.明黄褐色10Y R6/6砂質土

::言憬&畢 昼♀

`Υ

智モ尤砂質土
4明黄褐色10Y R6/8砂質土

第19図  S T1005実測図         第20図  S K1001実測図

調整などの特徴を確認できないが、砂粒を極めて多 く含む。

25の石鏃は、縁辺の調整が非常にあまく、粗雑なつくりのものであり、未製品との見方も

できる。26はサヌカイ ト製のスクレイパーである。一部を欠損しているが、下辺に軽い両面

調整の刃部を形成している。

27は砂岩の台石である。欠損 しているが、稜線部を中心に粒状および筋状の敲打痕がみら

れる。

土境墓 (S T 1005)(第 19図 )

第 1調査区東側斜面部で検出した土墳墓である。斜面側半分を後世の削平によって失って

いる。規模は、長辺1,85m、 短辺は残存部分で0.86m、 深さ12cmを測り、長方形のプランを

有している。覆土は粘土質で、非常によく締まっている。中央部にS T 1004と 同じように、

3 cm程度の浅い落ち込みがみられ、長さ1.42m、 残存幅0,52mの規模を測るが、明瞭ではな

ヽヽ。

覆土中より、弥生土器片69点、サヌカイ ト片 1点を出土するが、土器はごく細片で、風化

も激しく、時期を決定することは困難である。しかし、規模、構造が似ていることから、 S

T1004と 同性格、ほぼ同時期の遺構であると考えられる。
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②近世

便槽 (S K1001)(第 20

図)

第 3調査区の試掘 トレ

ンチh2で、表土直下で

検出された。確認のため

トレンチを広げた とこ

ろ、炭化物 と焼上の詰

まった浅い土坑 (S K10

02)が検出され、民家別

棟につくられた便所と風

呂の焚き口であることが

半1明 した。 S K10011ま残

存部で1.3m× 1.4mの隅

丸方形状のプランを有す

る。断面形状は屈折 した

三角形状を呈 し、深さは

86clllを測る。陶器悟鉢、

(|

―Ⅷ
I

0          10cm

第21図  S K1001出土遺物実測図

便所廃棄の際の儀礼と考えられ、民俗例が知られ灯明皿、丸瓦の玉縁部分が出土 している。

る (5)。

悟鉢の形状から時期は18世紀後半期が考えられ、聞き取り調査ともほぼ一致する。

出土遺物 (第21図 )

28は丸瓦の玉縁である。表面をハケメ調整、内面に布目を残す。黄橙色を呈 し、煤の付着

がみられる。29は灯明皿である。京焼で、日縁部から内面に浅黄色の釉を施し、外面に煤の

付着がみられる。30は備前系の悟鉢である。体部内面に13～14条の櫛描条線を隙間なく施し、

底面は、放射状に 8～ 9条単位で施される。日縁端部は肥厚 し、 2条の凹線を巡らせる。

③遺構に伴わない遺物 (第22・ 23図 )

31、 32は石鏃である。31は第 1調査区の表面採取であるが、風化の度合が他と較べて著 し

く、基部の快りも深いことから、縄文時代のものである可能性が高い。32は第 3調査区で出
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上 し、 S B 10011こ 関連

する時期のものではな

いかと考えられる。

33は結晶片岩製の打

製石斧であるが、基部

と体部が肩をもって区

別される、いわゆる有

肩石斧 I型の類
(6)で

あり、土掘り具として

使用されたものであろ

う。弥生時代の遺物包

含層か ら出土 してい

る。

34は磨石である。破

損品で、全体像は不明

であるが、楕 円礫で

あったと推定できる。

ほぼ全面を磨面として

おり、一部にしか自然

面 とみ られ る部分 は

残っていない。自然面

の一部に粒状・筋状の

敲打痕がみられる。石

材は、肉眼観察では石

英班岩とみられる。

35は須恵器である。

第 1調査区南東部斜

面、F-7グ リッドか

ら出土 した。器台の口

縁部とみられ、日縁端

部外面と、日縁直下に

櫛描波状文を施す。古

墳時代後期 (陶 邑編年

灸  乏 多
囃

＼ ゝ 31
―嫁 ―鰯 望

-
0                5 cln

遺物包含層等出土遺物実測図 (1)
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芹
99(2/3)

T K209段 階)と思われる。

36は瀬戸・美濃系の輪花皿である。削りだし

高台で、体部は内彎気味に立ち上がり、日縁部

を棒状工具によって押さえる。高台裾を除き、

浅黄色の釉を施す。

37は須恵質の播鉢である。内面の条線は 5条 第23図 遺物包含層等出土遺物実測図 ¢)

まで確認できる。

38は紡錘形の管状土錘である。39は銅銭、「寛永通費」。径24mmを測る。

(3)ま とめ

天神山遺跡は、調査対象地内の、耕地整理・採土等による旧地形の改変が激 しく、尾根の

部分および東斜面のごく一部で弥生時代の遺構面が検出されたほかは、遺構面は残存 してい

ない。尾根の部分では、頂部が削平されているものの、斜面部では土壊墓とみられる遺構 5

基、土坑 9基が検出された。土坑は、確定できないものの、土壊墓ないしはそれに近い性格

を持つものと思われ、土墳墓 (S T 1004)と 同じ後期前葉を中心とする時期が考えられる。

この尾根上は墓域と考えられる。

集落の存在については、東斜面部で検出された S B 1001が所属年代もほぼ一致し、その一

部を構成していたと考えられる。しかし、一辺 3m強の小規模住居 1基のみであり、戦闘用

石鏃が多 く出土 していること、炉が浅 く小さいこと、常時使用された住居と考えるよりは見

張り小屋的な存在であった可能性がある。この斜面部の弥生時代の遺構面は現在では住居跡

周辺を除いて失われているが、比較的深い庚申西谷川に面する斜面部に集落の中心があった

と考えるよりは、調査区外の尾根の南側周辺が、遺物散布地として知 られており、この周辺

を集落の中心と推定 しておきたい。

この地域は1963年の文化財基本調査で天神山古墳群とされる地域の一部に含まれている。

同古墳群については、その後調査もなく、実態はまったく不明であるが、須恵器器台の出土

ガ

‐ｏｃｍ
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は、削平 された尾根頂部 にかつて古墳が存在 した可能性を示唆す るもの と考え られ る。

注

(1)吉野川下流域での上器編年で後期の開始については、確立 しているとは言えないが、諸特徴は、

中期末から後期前葉の微妙な時期の様相を示 しているものと考えられる。なお、吉備・讃岐地方、

あるいは県内で後期初頭に位置づけられる生成町北原遺跡の広口壷は口縁端面が内傾するのに対

し、本遺跡例は端面が直立することに特色が見いだせる。

鬱)松木武彦「弥生時代の石製武器の発達の地域性―特に打製石鏃について一」『考古学研究』35

-4 1989

松木氏は、佐原 真氏の1964年の論 (「石製武器の発達」『紫雲出』詫間町文化財保護委員会)

を踏襲 しなが ら発展させ、狩猟用石鏃と戦闘用石鏃の区分の境界値として、全長30mlllも しくは重

量 2gを目安として設定 し、これ以上の値を示すものを戦闘用石鏃と捉えている。

俗)谷 匡人・林慎二『土成町北原遺跡―内陸工業団地造成に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書―』

徳島県教育委員会1988

久保脇美朗「北原～大法寺遺跡」高岡裕「前田遺跡」『徳島県埋蔵文化財センタニ年報VOl,

2』   1991

は)口縁端部の凹線 も退化 しており、甕形土器の内面ヘラケズリが下半部か ら、上半部までおよぶ

段階を、後期の始まりのメルクマールとする考え方に従い、後期前葉のものと考える。

脩)便所廃棄の際、便槽に農具などを入れる例がある。燈明皿や橋鉢といった生活用具を廃棄時に

投入するのも、同様の例と考えられる。

16)神村 透「石製耕作具」『弥生文化の研究 5 道具と技術 I』 雄山閣 1985
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B 青谷遺跡

(1)基本層序

本遺跡の基本的な層序は第24図に示した通りである。各調査区とも、耕地整理等の削平・

盛土を行っているところが多 くみられる。また、遺跡の範囲が広いことから、各調査区ごと

で異なるが、比較的単純な堆積状況をしめしている。したがって、柱状図で提示 している。

柱状図の位置については、第25～27図 にその地点を番号で記入 している。

遺跡の西端を庚申西谷川、中央に青谷、東端に前坂日谷川が南流するが、いずれも小河川

で、遺跡周辺では開析作用は進んでいない。前坂口谷川で小扇状地状をなす他は、山麓緩斜

面である。土質は、扇状地の多い阿讃山麓には珍 しく、泥岩風化上が主体をなしており、砂

岩はあまり含まれていない。第 1調査区から200mほ ど庚申西谷川をさかのぼった地点で、中

央構造線断層系の破砕帯が観察できる。

第 1調査区は、泥岩小礫を多 く含んだ堆積層を地山とし、その上に黄褐色ないしは、にぶ

い黄橙色の泥岩風化上の 5。 6・ 8層が遺物包含層として被る。遺物の所属年代は旧石器か

ら近世の間と幅広いが、密度は薄い。その上層については、段々畑に耕地整理された際の盛

土等が堆積している。

地山下層の暗褐色砂礫層中からも、第 1調査区D地区で削平された部分から縄文時代早期

に特徴的とされる形態の石鏃が出土 し、炭化物が付近に散った状態が観察されたので、精査

を進めたが、遺構は検出されなかった。早期の包含層ないしは遺構面の可能性は残るが、こ

の砂礫層を分層することはほとんど不可能であったので、断念した。

第 2調査区は、本遺跡では最も明確な遺物包含層が存在する。段々畑に耕地整理され、果

樹園となっていたが、果樹を植える掘り方も、遺物包含層にはほとんど影響を与えていない。

基本の堆積は表上、盛上、遺物包含層、地山である。出土遺物は弥生時代に限られる。

地山は第 1調査区と基本的に同じで泥岩小礫を多 く含んだ堆積層である。

第 6調査区は、表上下は遺物包含層にあたる層が堆積するが、遺物の密度は極めて薄い。

遺構面は他の調査区と同じである。

第 7・ 8調査区も基本的には同じであるが、⑥地点は耕作上下が遺構面と捉えられ、⑦ 。

③地点では16層が遺物包含層、15層 は古い時期に耕地整理 した際の盛土と考えられる。第 8

調査区はさらに水田化 したために、北側を削り、南側の旧耕作土上に盛上が行なわれいる。

16層 は、縄文時代以降の遺物が包含されているが、その密度は薄い。
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L=59.50m― ⑥円

L=61.00m_

一 L圭 60.00m

L=59,00m― ―

第 6調査区

第 7・ 8調査区

o              2m

L=58.00m

L=57.00m_

②

第 2調査区

④国

L=54.00m

L=53.00m  ｀
lξ幾骨子こ学羅鐸遭とデ

::§§言言言;孝啓:綾官ζ皆)
1与ξξこ§零三甘学専尊と堪ヨ事尋言ヨi)
14.灰黄褐色10Y R6/2粘 土(地山)

【にぶよ雲詔 l¥晨癬屈惑蝕塙
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第24図 青谷遺跡 基本土層実測図

第 1調査区
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第26図 青谷遺跡 遺構配置図 12)

なお、⑥地点の14層 は、第 2調査区の遺物包含層と同じような堆積状況にある。チャー ト黒U

片、上面からチャー ト製石鏃が出土 しているが、この層が削平により露出している第 7調査

区B地区の北東部では、それ以外の遺物の出土はなかった。第 2遺物包合層の可能性があっ

たが、遺物の包含密度はかなり薄いと考えて、露出地点だけの精査で終了した。

12)遺構 と遺物

第 1調査区 (第25図 )は、畑地一筆ごとにA～D地区の副記号を付けているが、各調査区

とも北端は削平され、遺構面が残っていない。特にD地区は東南側の一部に遺構面が残存す

るだけである。遺構面の残存部分では、弥生時代の可能性のあるものから、中近世にいたる

遺構が検出されている。土坑19基、ピット82基、溝 1条、流路 1条であるが、このうちピッ

トは、 1間 × 1間の建物跡になるもの 1軒、および、概列状に並ぶ箇所が 3ヵ 所あるが、い

ずれも所属時期等は不明である。

第 2調査区 (第26図)は、弥生時代の遺構が、土坑 9基、ビット4基、溝 4条、不明遺構

2基検出されている。溝はS X 1005を囲むように、弧状に巡りその外側に土坑・ ピットが検

出されている。

第 6調査区 (第26図 )は、ピット2基が検出されているのみで、所属時期も不明である。

第 7調査区 (第27図 )は、耕地整理で棚田になっているが、上段の水田をA地区、中段の

水田を分割調査にともなって、東半をB地区、西半をC地区とし、下段をD地区とする。調

査地はBoC地区の北辺で削平を受けているが、ほぼ遺構面は残存する。土坑14基、ピット2

9基、溝 2条、不明遺構 1基が検出されているが、弥生時代のものを中心に、縄文時代の可能

性のあるものから、中近世のものまでが混在 しているとみられる。このうち、 S D 1002・ S

D1003の 2条の溝はA地区とB地区で検出されているが、本来は同一の遺構が削平によって

分離 したもので、途中にある弥生時代とみられるS K1021の存在から、かなり新 しい時期の

①

S K103釉 §濡
穫°

第 2調査区

―

―里m
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第 7調査区

SK,o22
S K 1020

S Kl餌9   苅
S K1021

S8023     B
・
殊 D1002s刑四 S X 1009

く至)     D

ν
S Klo40

S K1028     。

①

t.yS K1039

第27図 青谷遺跡 遺構配置図
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ものと考えられる。また、D地区東

端で、 1間 × 1間の建物跡が検出さ

れたが、所属年代は不明である。

第 8調査区 (第27図)は、北半が

完全に削平され、遺構面の残りは南

半に限られるが、遺構は検出されな

かった。

①縄文時代

0     1m

―l.にしよくい黄掘色10Y R74
粘性砂質土

2.明黄褐色10Y R7/6粘性
砂質土

第28図

S K1027実測図

⇔
0                            5 cm

第29図

S K1027出土遺物実測図

土坑 (S K1027)(第 28図 )

第 7調査区B地区で検出された土坑である。不整方

形であり、長軸2.lm、 短軸1.8m、 最深部で24cmを測

るが、北東辺中央部に、地山の稜が残り、 2つの土坑

の切り合ったものとも考えられる。混入の可能性も考

えられる石鏃が 1点出土 しているだけで、性格等は不

明である。

出土遺物 (第29図 )

1は凹基無茎の石鏃である。サヌカイ ト製で、形状

から、縄文時代のものと考えられる。

②弥生時代

土坑 (S K1029)(第 30図 )

第 2調査区の北端で検出された土坑である。土坑の

南端を試掘により欠失 し、北端は調査区外に延びてい

る。規模は長軸の検出部分で0.4m、 短軸は0,3m、 深

さは25cmを測る。覆土は 2層に分層できるが、いずれ

も締まりがある。弥生土器以外には出土遺物もなく、

性格も不明である。

h揺
齢薔⊆

コOY Rγ4

2.に しヽミい褐色10Y R5/3粘
性砂賀土

第30図  S K1029実測図
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―

0          1m
1

懸建構彰罐:露
挙畜ヒ始o

5。 にしドい黄笹色10Y R7/4粘性砂質土
6.明黄褐色10Y R76粕性砂質土

第32図  S K1038実測図

出土遺物 (第31図 )

弥生土器片が 2点出土 している。いずれも壺

形土器の底部とみられる。 2は内面のユビオサ

エ、ユビナデが日立つ。 3は、底部輪台技法を

用い、体部外面はタテハケとナデ、内面はユビ

オサエが顕著である。他の包含層等の出土土器

にも共通するが、全体のプロポーションや口縁

L=61.40m 
部形態の判然とするものはほとんどなく、時期

の決定には良好な資料とはいえない。

土坑 (S K1038)(第 32図 )

第 7調査区C地区で検出された土坑である。

不整楕円の形状を呈し、長軸1.4m、 短軸 1.25

mを測る。断面形はU字状を示し、最深部で、

54cmを測る。覆土は 6層に分層でき、 1層には

炭化物粒、 2層 には焼土塊、 3層 はその両者を

含む。土坑壁は直接熱を受けた痕跡はない。遺

物は、弥生土器片が、13点出

上 しているが、いずれも細片

で、図化できるような個体は

ない。

土境墓(S K1020)(第 33図 )

第 7調査区B地区で検出さ

れた。長辺1.26m、 短辺0.5

mの長方形を呈する。断面形

は逆台形を呈 し、深さは16cm

／

・
|  _

0          1m

l.明黄褐色
10Y R7/6粘性砂質土

第33図

S K1020実測図

1.明黄禍色10Y R7/6粘性砂質土
2.にぶい黄笹色10Y R7/3粘質土
3.にぶい黄橙色10Y RC/4粘性砂質土
4.にぶい黄橙色10Y R6/4粘質土

第34図  S K1040実測図

0

第35図

S K1040出土遺物実測図
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を測る。出土遺物は、サヌカイ ト片 1点のみであるが、規模・形状から土墳墓である可能性

が強いと考えられる。

土装墓 (S K1040)(第 34図 )

第 7調査区D地区で検出された。長辺1.74m、 短辺0.62mの長方形を呈する。深さは30cm

を測り、断面形は角の丸い逆台形を呈する。弥生土器片が壁際に集中し、一方では握り傘大

の砂岩礫が 3点検出された。規模・形状からS K 1020と 同様、土墳墓である可能性が強いと

考えられる。                             S(

出土遺物 (第35図 )

弥生土器片が17点出上 している。その中で、甕の底部と

思われる個体を図化 した。底部端をやや外方に拡張し、体

部は内彎気味にたちあがる。

溝 (S D1004)(第 36図 )

第 2調査区、北端で検出された弧状に回る溝である。溝

の断面はV字状を呈 し、検出部分の東端で急に浅 くなり、

断面形u字状となる。規模は、検出部分の長さ3.3m、 幅

は0,9m～ 0.3m、 深さは最深部で50cm、 浅い部分で13clll程

度である。覆土は非常によく締まり、炭化物と、弥生土器

片を出土する。全体像が不明であるが、 S X 1005付近を巡

る形状をしていること、覆上の状況が他の溝とは異なるこ

となどから、区画を目的とするものと考えられる。

溝 (S D1006)(第 37図 )

第 2調査区、不明遣構 (S X 1004)よ り東に続 く溝であ

る。溝の断面は逆台形状を呈している部分が多い。検出部

分で、総延長4.7m、 幅は40～ 60cm、深さは18～ 27clllで ある。

S D 1007と 切りあっており、本遺構埋没後にS D 1007が再

掘削されたものと考えられる。 S X 1004と の切り合い関係  第37図  S D1006実測図

は確認できなかった。炭化物粒が出上しているのみで、他に遺物は出土していないが、直上の

遺物包含層の状況から、弥生時代のものと考えられる。

アプ
1.に .iくい責橙色10Y R〃 4粘性砂質土
2.にぶい黄橙色10Y R6/3粘性砂質土
3.灰黄掲色10Y R6/2粘性砂質土

第36図  S D1004実測図
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絋饉劾
謀

3 cm 
③古代・中世

第39図  S X1004出土遺物実測図   土坑 (S K1002)(第 40図 )

第 1調査区C地区で検出された不整円形の上坑である。長軸2.Om、 短軸1.6m、 中央の最

深部で25clllを測る。断面形は中央のくばんだ逆台形に近い形状をしており、杯蓋と思われる

須恵器の細片が 1点だけ出上 した。しかし、性格等は不明である。

土坑 (S K1001)(第 41図 )

第 1調査区C地区で検出された隅丸方形状の土坑である。規模は、長軸1.02m、 短軸0.65

m、 深さは30cmを測る。断面形は、逆台形状を呈 し、上面はやや盛り上がる。赤褐色の焼土

不明遺構 (S X1004)(第 38図 )

第 2調査区、中央部で検出され

た不整方形状の遺構である。長軸

5.8m、 短軸3,17m、 中央部で長

軸2.3m、 短軸1.6mの不整形に一

段低 くなる。深さは最深部で36cm、

周辺部で12～ 3 cmを測る。弥生土

器片等を出土 している。

出土遺物 (第39図 )

出上 したのは、弥生土器片20点、

磨製石斧状石製品 1点、チャー ト

小礫 1点、とわずかである。弥生

土器片には図化に耐えられるもの

はなく、時期決定は難しい。

5は、磨製石斧状石製品である。

蛇紋岩製で、長さ1.5 clll、 幅0.85

clll、 厚さ 3 clllと 非常に小さいもの

1耳

1に ぶい黄橙色10Y R7/4粘 性
砂質土

2明黄格色10V R7/6粘 性砂質土~
3にぶい女笹色10Y R6/3猫 性

4留票よ贅控色 10Y R7/3猫 桂
砂質と

5に ,ヽい黄後色10Y R6/4粘 性
砂質■

6にぶい女橙色10Y R7/4粘 桂
砂質土

7にぶい☆橙色10Y R,/4粘 性
砂質土

8に Stい資登色10V R6/3粘 性
砂質上

第38図  S X1004実測図

である。両面 。側辺ともに、一部には自然面・景↓離面を残す

ものの、丁寧に研磨されている。しかし、この大きさのもの

を最初から意図したとは考えにくく、磨製石斧の破損した景↓

片を研磨・成形したものではないかと考えられる。
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と、炭化物がつまり、他には青磁と陶器の細片が各

1点みられただけである。試掘で一部が確認された

当初は、炭窯を予想 したが、規模が小さく、炭生産

の遺構とは考えにくい。同様の出土状態を示す遺構

はS K 1014、 S K 1024、 S K 1026、 S K 1041が ある

が、円形のもの、隅丸方形状のものがみられる。用

途は不明である。

④遺構に伴わない遺物 (第42～44図 )

6はナイフ形石器である。サヌカイ トの縦長景↓片

を利用し、断面は台形に近い四辺形を呈す。基部お

よび左側縁に細かな調整を施す。国府型ナイフの分

布圏の中で異質なものと捉えることができるが、彫

器である可能性も残 している。第 1調査区の遺物包

含層から出上 している。

7・ 8は横長剰片である。 7の石材はサヌカイ ト

で、風化が激 しい。打面を形成し、連続的に景1離さ

れたものの一つであると考えられる。主要景J離面側

には打瘤が観察できる。その後の加工 。調整は行な   第41図  S K1001実測図

われていない。 8の石材はチャー トで、特に顕著な加工・調整が行なわれいるわけではない

が、第 7調査区の遺構面の下40cmの灰黄褐色粘土層から出土 したのでとりあげた。

9～ 19は石鏃である。 9は、正三角形で袂りの深い、とヽわゆる鍬形鏃である。第 1調査区

D地区の削平された部分の、暗褐色砂礫土中から出上 した。鍬形鏃は、早期 。押型文の時期

に特徴的なものとされており、近辺で該期の生活跡が発見される可能性を残 している。

10と 11は チャー ト製の石鏃である。10は、白色のチャー トを使用し、無茎凹基で基本形は

五角形を呈する。第 7調査区の灰黄褐色粘土層の直上で出上 した。出土層位から、縄文時代

でも古い時期に属するものと考えられる。11は 、黒色のチャー トが使用されているが、先端

部および、脚端部を欠損 しており、全体像は不明である。

12～ 18は いずれも遺物包含層から出上 したもので、すべて石材はサヌカイ トである。12・

13・ 16・ 18は深いU字状の快りをもつ凹基無茎鏃、19は浅い弧状の快りを持つ凹基無茎鏃で、

これは両側縁にも快りを持つ特異な形状を示している。また、14・ 15・ 17は平基無茎鏃であ

る。形状などから13・ 14。 18が縄文時代のもの、残りは弥生時代のものと考えられる。

ま下五看耳m

―
l.明 黄褐色 10Y R6/6粘質土

第40図  S K1002実測図

==52.30m

0          1m

1.黄褐色10Y R5/6砂質土炭化物・
焼土を多量に含む
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第42図 遺物包含層等出土遺物実測図 (1)
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第43図 遺物包含層等出土遺物実測図 12)
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第44図 遺物包含層等出土遺物実測図 (31

20は、景J片であるが、下辺と左辺に丁寧な、調整が施されている。石鏃の未製品かと考え

られる。

21は、楔形石器である。下辺を除き裁断面で、下辺は両極打法による。

22・ 23はスクレイパーである。22は主として片面調整、23は両面調整による刃部形成がな

されている。

24は石庖丁である。緑色片岩の偏平な自然石を利用している。両端部にわずかではあるが

快りを施す。

25は石錘である。偏平な円礫の両端を打ち欠いている。

26・ 27は叩石として捉えた。26が石英、27が黒色のチャー トであり、敲打痕は判然としな

い。両者とも遺構面上で並んだ状態で検出された。吉野川北岸地域で弥生時代の墓に伴う白

色ないしは黒色の円礫ではないかとも考えられたが、それにあたる土坑も検出されず、敲打

痕らしき部分をとどめることから、叩石とした。

28は、縄文土器の浅鉢である。小片から径を起こしたので、やや不安な部分がある。外面

に 1条の沈線、内面には断面三角形の貼付突帯を巡 らし、両者でくびれのような形状をなす。

内外面ともに無節Lの縄文を施す。

29～34は弥生土器である。29～32は甕の底部と考えられる。いずれも、底面は薄く、底部

端を外方に拡張させている。33は脚台部である。接地面が大きく、中実の脚柱部をもつ。わ

ずかに残る受部の傾きから台付鉢とみられる。以上はいずれも第 2調査区の遺物包含層から

出土した。これらは弥生時代中期の様相を示すものと考えられる。

34は鉢の底部と考えられる。丸底に近いもので、時代は下るものではないかと考えられる。
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35・ 36は須恵器である。35は杯の底部、断面方形の貼付高台をもつ。高台の形状から陶邑

編年TK7段階が考えられる。36は脚台部である。端部を下方に拡張し、外彎気味に内傾す

る。上限は陶邑編年 T K217段 階まで上る可能性がある。

37は瓦質土器の杯である。横方向のヘラミガ手が目立ち、日縁端部は尖り気味に仕上げて

いる。16～17世紀に位置づけられるのではないかと考えられる。

(3)ま とめ

青谷遺跡は、耕地整理・採上等による原地形の改変などにより、調査区が点在するような

形となった。検出された遣構は、集落的様相を示すものはなく、第 2調査区でやや密度が高

いが、全体には散在的で、遺構の性格の判然とするものはほとんどなく、特に住居に関する

遺構がない。

遺物の面からみると、旧石器時代のナイフ形石器・横長景!片、縄文土器・石鏃、弥生土器、

須恵器、土師質土器、陶磁器類など少量ではあるが、多種にわたり出上 している。

このなかで、チャー ト製の石鏃は、包含層出上であるが、石器石材利用の点からも着目さ

れてよい遺物のひとつであろう。チャー トを産する三波川帯・秩父帯である県南地方では、

廿枝遺跡、古屋岩陰遺跡はチャー トを主体とするが、石材としてはサヌカイ トも優勢で、時

代が下るほどにその傾向が強いと言われている (1)。
吉野川流域地方では、小形のFll片石器

の素材はほとんどがサヌカイ トであるが、チャー ト製の剰片石器は、赤坂遺跡 (■ )の石核、

桜ノ岡遺跡 (Ⅲ )の細石刃、金蔵～上井遺跡の旧石器群、前田遺跡の有舌尖頭器、柿谷遺跡

のナイフ形石器など、近年その例は増加 している (2)。 それらの諸例は旧石器ないしは縄文

時代の古い時期にあたるものと考えられており、本遺跡例も同様のものと考えられる。県南

地域との交流を考える上でも貴重な資料の一つといえよう。

注

(1)久保脇美朗氏のご教示による。また、高島芳弘氏のご教示によると、県南・那賀川中流域の相

生町鮎川で486点の石器を採集しているが、そのうち400点がサヌカイト製、84点がチャート製で

あるという。時期は採集土器から縄文時代後期が考えられている。

12)久保脇美朗「金蔵～上井遺跡」高岡裕 他「桜ノ岡遺跡 (Ⅲ )」 『徳島県埋蔵文化財センター

年報V01。 1』 199o

松永住美 他「赤坂遺跡 (■ )」 高岡裕「前田遺跡」池渕茂 他「試掘調査」『徳島県埋蔵文

化財センター年報VOl,2』 1991
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第 1表 天神山遺跡遺構一覧表

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴 備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S B 1001 3区 B(N-13) (305) 28-10 隅丸方形 弥生土器

石鏃 サヌカイト岩

台石

磨石

炭化物

弥生

後期前夢

7,  8,

9, 10

S K 1001 3区 B (N 隅丸方形 陶器 近世 便槽 20, 21

S K 1002 3区 B(M-11) 120 隅丸方形 炭化物 焼土 近世 風呂の焚き口

S K 1003 1区 A(G-3) 楕円形 弥生土器

炭化物

弥生 上面削平

S K 1004 1区 A(H-3) 不整方形 炭化物 不明 上面削平

S K 1005 1区 A(H-4) 不整形 炭化物 不 明 上面削平

S K 1006 1区 A(G-4) 長方形 炭化物 不明 上面削平

S K 1007 1区 A(G-3) 193 長方形 器土

物

生

化

弥

炭
弥生

S K 1008 1区 A(F-3) 長方形 弥生土器 炭化物

打製石庖丁

弥生

S K 1009 1区 A E-3) 楕円形 炭化物 不 明

S K 1012 区 B L-5) 8 楕円形 不 明

S K 1013 区 B 」-5) 不整方形 不 明

S T 1001 1区A(H-3) 長方形 弥生土器

打製石庖丁

白色円礫

弥生 15, 16

S T 1002 1区 A(H-4) 長方形 炭化物 弥生土器 弥生

S T 1003 1区 A (I・ H-3) 長方形 炭化物 弥生

S T 1004 1区 A(G・ H-3) 外

内
知
内

外

内

長方形 弥生土器

サヌカイ ト
スクレイパー 石錫

台石 炭化物

生

期

弥

後

17, 18

S T 1005 1区 B(I-6) 外185

内142

外(87)

内(52)

外(12)

内 (3)

長方形 弥生土器

炭化物

弥生 半分削平

( )は残存長

第 2表 天神山遺跡 S B1001出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

1 弥生土器

広口壷

覆土 口径162 直立する頸部か らゆるやかに外反

する口縁部を もつ。

日縁端部は上下に拡張 し、端面に

2条 の弱い擬凹線を施す。

口縁部内外面ともヨコナデ。

頸部内面はヨヨナデ。

頸部外面はタテハケのちヨコナデ。

2カ 所外傾接合痕が観察できる。

lm罰 砂粒

多含

石英

チャート

(内 )浅
黄橙

(外)橙

弥生土器

壺 (?)

覆土 底径84 底面は平底を呈 し、体部は直線解

に外方にたちあがる。

体部外面 タテヘラ ミガキのちナデ。

医面および内面はナデ。

2～ 4 mtr

砂粒合

結晶片岩

石英

黒
　
　
浅

内

色

外

橙

く

褐

く

黄

3 弥生上器

壼 (?)

覆土 底径46 底面は平底を呈し、体部は内彎隻

味に大きく外方にたちあがる。

内外面 ともナデ。 ８

含

　

岩

”
粒

英

片

１

砂

石

晶

結

橙

赤

内

外

色

く

ぐ

褐
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番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

4 弥生土器

霊

覆土 陰径38 底面 は平底を呈す、体部はわずカ

に内彎気味に大 きく外方にたちあ

がる。

外面は剣離のため不明。

内面はナデ。

1～ 2 mm

砂粒含

石英 結

晶片岩

(内 )

褐色

(外 )

黄

橙

5 弥生土器

甕

覆土 口径218 内彎する体部か ら「 く」の字状に

屈曲 して、外反する口縁部を もつ。

口縁端部はわずかに肥厚させ,平

坦におきめる。

日縁部内外面はヨコナデ。

体部は素1離 のため内外面 ともに不明。

1～ 2 mEI

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )暗
灰黄色

(外 )黄
橙

弥生土器

甕

覆土 口径106 体部から「 くJの 字状に屈曲して、

外反する口縁部。

端部は肥厚させるとともにわずカ

に上方に拡張し、端面は平坦に来

さめる。

剣離が激 しいが内外面 ともヨコナデ。 1～ 2mコ

砂粒含

石英

(内外)

黄橙

弥生土器

甕

覆土 底径66 底面 はほぼ平底を呈す る。 体部外面はヘラミガキ、外面はヨコ

ナデ。底面はユビナデ。内面はナデ。

1～ 311m

砂粒含

石英

(内 )

ぶい橙

(外 )

黄橙

1こ

浅

底面に黒斑あり

8 弥生土器

壷 (?)

覆 土 底径58 底面は平底を呈す。体部は直線ド

に大きく外方にたちあがる。

内外面ともナデ。 l lm以 下

の微砂粒

含

チャー ト

(内 )浅
黄橙

(外 )に

ぶい橙

番号 器種 層位 長さ

(cm)

幅
(cll)

厚さ

(cm)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

9 石鏃 覆土 完存 サヌカイト 凸基無茎鏃

石鏃 東西ベル

ト

(21) (12) (03) (06) 基部欠損 サヌカイト 表面中央に擦痕あり

石鏃 覆土 (20) (20) (04) (24) 先端部 サヌカイト

石鏃 床面 (53) 先端欠損 サヌカイ ト 凸基有茎鏃

石鏃 壁面 46 完存 サヌカイト 平基有茎鉄

石鏃 覆 土 (29) 14 (21) 先端部欠損 サヌカイト 凸基無茎鏃

石錐 覆土 (27) 15 (1 錐部欠損 サヌカイト 錐部厚 0 2ca

磨石 (?) 覆土 32 完存 黒色片岩 表裏両面に磨面および擦痕あ り

17 台石 床面 11 2 17250 完存 砂 岩 表面の上半部に弱い砥面,筋状の敲打痕多数のこす。

裏面の一部に弱い砥面。

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴 。技法 。その他備考

鉄鏃 覆土 残存長34動 幅1 4ca 厚き05ω   刀子基部との見方 もできる。

第 3表 天神山遺跡 S K1008出 土遺物観察表

第 4表 天神山遺跡  S T 1001出 土遺物観察表

( )は残存長

( )は残存長

番号 器種 層位 長さ

(cm)

幅
(clll)

厚さ

(cll)

重量

(g)
遺存状態 石 材 特徴 。備考

石庖丁 覆土 (41) (52) (05) (157) 半分欠損 紅簾石片岩 端部扶りあり。

石庖丁 覆土 (44) (38) (07) (153) 石英片岩 端部快 りな し。

番号 器種 層位 長さ
(ca)

幅
(cll)

厚さ
(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

石厄丁 覆 土 87  9 完存 雲母片岩 両端快 りな し
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第 5表 天神山遺跡 S T1004出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

弥生土器

広口主

覆土 口径180 やや開き気味の頸部からゆるやカ

に屈曲して外反する

日縁部をもつ

口縁端部は平坦におさめる

口縁部内外面にヨヨナデ

頸部外面 はタテハケのちヨコナデ。

内面 はタテ方向ナデ。

2 mm大砂

粒含

結晶片岩

(内 )

灰黄色

(外 )

赤褐色

暗

明

弥生土器

養

覆土 口径169 体部から「 く」の字状に屈曲する。

日縁部はわずかに上下に拡張し研

面には2条の擬凹線を施す。

口径部内外面はヨヨナデ。

体部内面はヨコヘラケズリが観察で

きる。

211m以下

砂粒多量

含

結晶片岩

絹雲母

(内 )に
ぶい黄橙

(外 )に
ぶい黄

弥生土器

宝

覆 土 底径86 底面は平底を呈す、体部は直線郎

に外方にたちあがる。

体部外面底面はナデ。

内面一部ユ ビオサエ痕をのこす。

2～ 3ココ

以下砂粒

極多含

石英

チャー ト

橙 黒班あり

番号 器種 層位 長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ

(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

石鏃 覆土 51 完存 サヌカイ ト 未製品 (?)平 基無茎鏃

スクレイ
パー

覆土 (55) 6 (276) 一部欠損 サヌカイト 下辺に軽い両面調整による刃部形成

台石 覆土 (153) (156) (104) (1,950) 欠損 砂 岩 角を中心に敲打痕,一部に筋状の敲打痕も観察でき

る。

( )は残存長

第 6表 天神山遺跡 S K1001出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量・形態の特徴・技法 。その他備考

丸瓦

玉縁

覆土 2～ 3m口砂粒含 (泥岩・石英)(内)黒褐色 (外 )黄橙。丸瓦の玉縁で布目痕残存、外面ハケ調整が行われている。内、外面とも左

半部分にすすの付着あり。

番号 器種 地点

層位

法量 (cm) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

施釉陶器

皿

覆土 口径106

底径38
器高23

口縁端部から内面に施釉

内面には飲入がみられる

わずかに上げ底を呈 し体部口縁笥

は内彎 して大きく外方にたちあカ

る。

ロクロナデ

内面ハリササエ痕が lヶ所確認でき

る。

ほとんど

砂粒含ま

ず

(釉 )

浅黄色

(釉以外

淡黄色

京焼系 (?)

燈明皿

外面煤付着

陶器

福鉢

覆土 回径318

底径 17

器高 104

底面はわずかに上 り底を呈す

体部はやや内彎気味にたちあがり

口縁部は外方に大きく拡張する。

日縁部に2条凹線がめぐらされて

いる

体部内面は13～ 14条単位の櫛描条

線が全体的に施され内底面は8～ 9

条単位で放射状に施される。

外面は強いヨコナデで成形されてい

る。

1～ 2 mm

の石英粒

内外

暗赤褐色

明石焼 (?)
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第 7表 天神山遺跡 包含層等出土遺物観察表

番号 器種 点
位

地
層

長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ
(ca)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

石鏃 1区表採 (16) (091) 先端欠損 サヌカイ ト 凹基無茎鏃

石鏃 3区 B (09) 14 (02) (025) 先端欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

打製石斧 1区 A 13 83 80 完存 紅簾石片岩

磨石 1区 B (67) (78) (26) (152) 欠損品 石英班岩 ほぼ全面磨面

上面 と左側面に擦痕が見受けられる

一部に自然面をのこす

( )は残存長

番号 器種 地点

層位

法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

須恵器

器台

1区 外反する口縁部端部は上下 にやキ

拡張 し上端面 は凹面に仕上げ下岬

面は平坦に仕上げる。

日縁部外端面および頸部外面にに

櫛描波状文を施す。

内・外面ロクロナデ。 密

砂粒な し

灰 白

施釉陶器
輪花皿

3区 口径74
底径44
脚台部径36
器高 18

体部内面に 1条の浅い沈線がみと

められる

底部・低い高台付き。

体部は内彎してたちあがりゆるや

かに外反する口縁部をもつ。日線

部は波状をなす。

高台裾をのぞき施釉されている。

日縁部は棒状工具によるおさえによ

る。

内外面 ともに基本的にロクロナデ。

高台は削 り出 しか (?)

l IIm弱

微砂粒

釉厚 03剛

(釉 )

色

(地 )

色

浅妥

淡妄

瀬戸焼 (?)

器
鉢

陶
橋

3区 B 底径140 底辺から体部はわずかに内彎気明

に外方にたちあがる。内面の櫛描

条線は5条 まで確認できる。

外面ナデ・ユ ビオサエ

内面 ヨコナデ

若干 5m
砂粒含

石英粒

(内 )

灰色

(外 )

灰色

暗編

明塙

備前焼 (?)

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴 。技法 。その他

土 錘 3区 B 長さ 4 ca 最大径 12孔径04重 さ643 1～ 2 EE大の砂岩粒 片岩粒多 く含む。浅黄橙色

銅銭 3区 B 径2 4cI「寛永通宝」
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第 8表 青谷遺跡遺構一覧表

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S K 1001 区 C (I・ J-14) 102 隅丸方形 青磁 陶器 中近世 炭。焼土たまり

S K 1002 区 C(K-17) 200 不整円形 須恵器 古代(?)

S K 1003 区 C(K-17) /1ヽ半1形 不 明

S K 1004 1区 C(H-6) 103 隅丸方形 炭化物 中近世
r,、

S K 1005 1区 A(M-15) 方形 不 明

S K 1006 1区 B(K-12) 隅丸方形 縄文 (?)土器
サヌカイ ト

縄文(?)

SK 007 区 A M-12) 方形 不 明

SK 008 区 B K-11) 隅丸方形 不 明

SK 区 B 」-10) /1ヽ半」形 不 明

SK 区 B J-9) 不整形 不 明

SK 区 B J-9) 楕円形 不 明

SK 区 B J-8) 円形 不 明

SK 区 A M-16) (108) 不整方形 不明

S K 1014 1区 D(G-13) 不整方形 炭化物・焼土 中近世 炭・焼土たまり

SK 1区 D(F-12) 不整方形 不明

SK 1区 D(F ll,12) 方形 不 明

SK 1区 D(G-11) 6 楕円形 縄文土器 縄文(?)

SK 1区 D(F-10) 方形 不明

SK 7区 A(AO-43) 不整形 不明

SK 020 7区 B(AN-44) 方形 サヌカイ ト片 弥生

SK 7区 B(AM43-44) /1ヽ半」テ杉 弥生(?)

SK 7区 B(AM-44) /1ヽ半」テレ 不明

SK 023 7区 A(AO-42) 隅丸方形 不 明

SK 7区 A(AN-41) 不整形 炭化物 不 明 炭。焼土たまり

SK 7区 B(AM-42) 不整形 不明

S K 1026 7区 B(AL-40) 円形 弥生土器・炭化物 中近世
(?)

炭・焼土たまり

S K 1027 7区 B(AL・ AM41) 不整方形 石鏃 縄文(?) 28, 29

S K 1028 7区 B(AL-40) 楕円形 サヌカイ ト片 弥生(?)

S K 1029 2区 S-9) 不整方形 弥生土器 弥生 30, 31

S K 1030 2区 T-12) 8 不整方形 弥生

S K 1031 2区 T-12) 不整形 弥生

S K 1032 2区 T-11) 方形 弥生

S K 1033 2区 S― ■) 楕円形 弥生

S K 1034 2区 T-10) /1ヽ半J形 弥生土器 弥生

S K 1035 2区 R-10) /1ヽ半J形 弥生

S K 1036 2区 S-10) 不整方形 弥生

S K 1037 2区 S-9) 不整方形 弥生

S K 1038 7区 C(AM-38) 不整形 弥生土器

焼土 炭化物
弥生
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遺構名 検出地点 規模 (cn) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S K 1039 7区 C(AL-40) (72) 隅丸方形 不 明

S K 1040 7区 D(AK-42) 方 形 弥生土器片 弥生 34, 35

S K 1041 7区 D(AJ-42) 不整方形 炭化物 中近世 炭 焼土たま

S K 1043 1区 AB(J-10) 楕円形 不 明

遺構名 検出地点 規模 (cm) 断面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長 さ 幅 深 さ

S D 1001 1区 D(F-9～ 11) 100(最大)

28 (最翻

‐２

６

(最深 ) U字形 陶器・縄文土器 中近世

(?)

S D 1002 7区 B(AL-44) 25-38 6-8 U字形 不 明

S D 1003 7区 A(AD-42) 26-34 4-6 U字形 不 明

S D 1004 2区 (U― ■) 50-13 V字形 弥生土器 炭化物 弥生

S D 1005 2区 (U-11) 222 7 U字形 弥生土器 弥生

S D 1006 2区 (T-10～ 11) 18-27 逆台形 弥生土器 炭化物 弥生

S D 1007 2区 (T-9～ 10) 9-18 逆台形 弥生

S R1001 1区 C(G・ F-3) 85-115 42-75 不整形 不 明

遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1001 区 C (H 円形 不 明 柵列 2

S P 1002 区C(I-10) 概列 2

S P 1003 区 C(I-10) 17 弥生 (?) 土器片 弥生(?) 概列 2

S P 1004 区C(1-10) 不 明 IP4列 2

S P 1006 区C(H-8) (S Alool)

S P 1007

S P 1008 11 (S A lool)

S P 1009 1区 C(G-7) (S A lool)

S P 1010 1区 C(G-4)

S P10 1

S P10 2 楕円形 弥生土器片 弥生(?)

S P10 3 区 C ( I-11) 不明 概列 3

S P10 4 区C(1-10) 円形

S P10 5 区C(G-4) 楕円形

S P 1016 区 (I-10) 円形 概列 3

S P 1017 2 柵列 3

SP 1区 (J-19) 17 7 5 棚列 2

SP 020 1区 AB(M-17) 1

SP 1区 AB(M-16) 9 棚列 1

SP

SP

( )は残存長
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遺構名 検出地点 規模 (cm) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1025 1区 AB(L-16) 円形 不明

S P 1026

S P 1027 1区 AB(M-16) 17

S P 1028

S P 1029 1区 AB(L-16)
S P 1031 1区 AB(L-17) 8

S P 1032

S P 1036 1区 AB(L-16)
S P 1038 1区 AB(N-16) 棚列 ユ

S P 1039

S P 1041 t07」  1

S P 1042 柵列 1

S P 1043 柵列 1

S P 1047 1区 AB(N-15)

S P 1056 1区 AB(N-14)

S P 1058 精円形

S P 1059 1区 AB(N-14) 楕円形

S P 1060

S P 1061 円形

S P 1062

S P 1067 1区 AB(M-14) 17

S P 1068 1区 AB(M-13)
S P 1069

S P 1070 楕円形

S P 1072 円形

S P 1073 17

S P 1074

S P 1076

S P 1077 楕円形

S P 1078 1区 AB(M― ■) 円形

S P 1079 1区 AB(L-11)

S P 1080 17

S P 1082 1区 AB(L-14)

S P 1084 1区 AB(L-13) 9

S P 1087 1区 AB(K-12) 楕円形

S P 1089 円形

S P 1090 17

S P 1091 1区 AB(K-11) 17

S P 1092 1区 AB(J-11)
S P 1094 1区 AB(K下 9)

S P 1096

S P 1097 1区 AB(J-9) 17 概列 2
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遺構名 検出地点 規模 (cn) 平面形 出土遺物 時期 特徴・備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S P 1099 1区 AB(K-8) 円形 不明 棚列 2

S P l100 1区 AB(J-8)

S P l101

S P l102 17

S P l103

S P l105 1区AB(K-11) 隅丸方形 土師質土器 中近世 (?)

S P l106 lEKA B(J-9) 21 円形 不 明 概アU2

S P l107 1区 D(G-12) ２２

・

S P l109

SP 1区 D(F-12) 楕円形

SP 不整方形

SP 1区 D(F-10) 円形 不 明

SP 楕円形

SP 1区 D(F― ■) 円形

SP 1区 D(F-10)

SP 炭化物あり

SP 11

SP 21 楕円形 弥生土器 (?) 弥生(?)

SP 円形 不 明

SP 7区 AB(AO-43)

SP

SP 7区 AB(AM-44) 14 楕円形

SP 円形

SP 7区 AB(AO-42) 17 14

SP

SP 7区 AB(AN-42)

SP 2区 (T-12) 11 弥生(?)

SP 2区 (S― ■)

SP 2区 (T-10) 11 楕円形

SP 10 円形

SP 7区 C(AC-38) 1コ 不 明

SP 11

SP 11

SP 7区 C(AC-39)
SP 17

SP 7区 D(AK-44)
SP 7区D(AJ-44) 1コ 楕円形

SP 円形 (S A loo2)

SP (S A loo2)

SP 不整形

SP (S A loo2)

SP 円形
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遺構名 出土地点 規模 (clll) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

SP 7区 D(A」 -44) 円形 (S Aloo2)

SP

SP 7区 D(A」 -43) 楕円形

SP 円形

SP 7区D(AJ-42)
SP 6 不整形

SP 7区D(AJ-41) 7 円形 不明

SP 9

SP 8

SP 7

SP 6区 (AH-30) 8

SP 6区 (AH-29) 6

遺構名 出土地点 規模 (clll) 平面形 出土遺物 時期 特徴 。備考 挿図番号

長軸 短軸 深 さ

S X 1003 7区 B(AL-42) 不整形 サヌカイ ト片 不明

S X 1004 2区 (ST～ 10～ ■ 不整方形状 弥生土器・石斧等 弥 生 38, 39

S X 1005 2区 (U― ■) (168) 隅丸方形 弥生土器 弥生

)は残存長

第 9表 青谷遺跡  S K1027出 土遺物観察表

番号 器種 層位 長さ

(clll)

幅
(clll)

厚さ
(cl l)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴・備考

1 石鏃 覆 土 119g 完 存 サヌカイ ト 凹基無茎鏃

第10表 青谷遺跡 S K1029出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (all) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

2 弥生土器
壷 (?)

覆土 底径8 6 ・底面はわずかに上げ底。

体部は外彎気味に外方へのび

る。

内面ユビオサエ・ュビォデ

外面 ヨコ方向ナデ

mmA

砂粒含

石英 砂岩

結晶片岩

(内 )

ぶい橙

(外 )

に

橙

3 器
り

生
く

弥
壺

覆 土 底径8 1 ・底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方に立ち上

がる

体部外面 はタテハケ。一部ナデによ

り消されている。

内部はユ ビオサエ・ ナデ

底面板削 り

2～ 3m六

砂粒含

結晶片岩

石英 砂岩

橙色

第11表 青谷遺跡 S K1040出 土遺物観察表

番号 器種 層位 法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

4 弥生土器
甕

覆 土 底径5 7 ・底面はわずかに上げ底を呈す。

体部は内彎気味に外方にたち彦

がる。

体部外面 タテ方向ナデ

底部外面ユ ビオサエのちヨコナデ

底面 。内部はナデ。

l mm大

砂粒含

石英 砂

岩

にぶい褐

色
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第12表 青谷遺跡 S X1004出 土遺物観察表

番号 器種 層位 長さ
(clll)

幅
(cl l)

厚さ
(c ll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

5 磨製石斧リ
石 哭

覆土 完存 蛇紋岩

第13表 青谷遺跡 遺物包含層等出上遺物観察表

番号 器種 地点 長さ

(cll)

幅
(c ll)

厚さ
(clll)

重量

(g)
遺存状態 石材 特徴 。備考

6 ナイフ形石器 1区 A 11 22 完 存 チヌカイト 縦長剣片を利用。彫器の可能性あり。

7 横長家」片 7区 A 41 完存 サヌカイト

8 横長票1片 7区 A 07 完存 チャー ト 灰黄褐色 粘土層出土

9 石鏃 1区 D 完存 サヌカイト 凹基無茎。いわゆる鍬形鉄。

暗褐色砂礫層出土。

石鏃 7区 A 完存 チャート 凹基無茎鏃。灰黄褐色粘土層直上

石鏃 1区 B (11) (15) (035) (062) 先端脚欠損 チャー ト 凹基無茎鏃

石鏃 7区 D (19) (13) (047) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 7区 (31) (18) 04 (161) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 7区 D (34〉 17 0_45 (227) 先端欠損 サオカイト 平基無墓鏃

石鏃 1区 B 03 完存 サヌカイト 平基無茎鏃

石鏃 [区 D (20) (13) 0 35 (052) 先端欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 1区 (28) 13 (274) 先端欠損 サヌカイト 平基無基鏃

石鏃 2区 (19) (145) (072) 先端脚欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃

石鏃 2区 (26) (15) (13) 脚部欠損 サヌカイト 凹基無茎鏃。側縁中央に挟 りあり

劉片 1区 B 19 完 存 サヌカイ ト 下辺と左辺に念入りな調整痕,石鏃の未製品 (?)

楔形石器 1区 B (302) 一部欠損 サヌカイト 下部をのぞき裁断面,下部は両極打法による

スクレイ
タヾ―

7区 A 完存 サヌカイト 主として片面調整による刃部形成

スクレイ
パー

1区 D (1115) 一部欠損 サヌカイト 下面両面調整による刃部形成

石庖丁 7区 完存 緑色片岩 両端部扶 りあり,両極打法による刃部形成

石錘 7区 A 完存 緑色片岩 両端打ち欠 き

叩石 2区 70 (750) 一部欠損 石英 自色 一方端に敲打痕あり

叩石 2区 77 完存 チャート 黒色 一方端に敲打痕あり

( )は残存長
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番号 器種 地点 法量 (clll) 形態の特徴 技法 胎土 色調 備考

縄文土器

浅鉢

1区 D 外傾する頸部 (?)外面に1条の

沈線、内面には1条の断面三角形

の突帯を巡らす

無 節 (L)の 縄文を内外面に施す。 2～ 8皿大

婉

結刷キ岩

石英

橙 色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径50 底面はわずかに上げ底を呈 し底剖

端を外方に拡張する。

体部はやや外彎 し、たちあがる。

内外面 ともナデ。 311E大 砂粒

結晶片岩

砂岩 石英

橙色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径68 底面はわずかに上げ底で、底部端

をやや外方に拡張する。底面うす

い。体部はやや外電気味に外方ヘ

立ち上がる。

内外面ともナデ 2～ 9皿メ

砂粒

砂岩 石蓼

結刷キ岩

明赤褐色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径68 底面はわずかに上げ底を呈す る。

底面薄い。底部端やや外方に拡張。

体部は外彎 し外方へ立ち上がる。

外面 ヨコナデ。底面内面はナデ。 2～ 3皿メ

碗

砂岩 石ま

結晶片岩

明褐色

弥生土器

甕 (?)

2区 底径88 底面は平底を呈す。底部端を外方

に拡張する。

体部は大きく外彎 し外方へ立ち上

がる。

外面ナデ

内面ユ ビオサエ

2～ 8m大

砂粒含

砂岩 石英

結晶片岩

明赤褐色

弥生土器

台付鉢

2区 底径98 脚端より接地面をもち ,大 きく〆

傾する。脚柱は中実で直立する。

受部は深い。

脚端か ら脚台部外面にヨコナデ

脚柱部外面 タテハケ。

底面ケズ リ

受部内面ナデ (?)

2～ 5 BInチ

砂粒多含

石英 砂を

結晶片岩

橙色

弥生土器

鉢 (?)

1区 D 底径32 底面はやや丸底気味

体部は大きく外彎 して外方へた芝

あがる。

外面丁寧なチデ

は面内面はナデ。

砂粒含む 2

～ 3m大結

晶片岩

砂岩 石英

橙 色

須恵器
杯

1区 D 脚部台径90 断面方形の貼付高台を もつ

体部外面はゆるやかに内彎 し外ズ

ヘ立ち上がる

ロクロナデ

高台貼り付け

0 5皿太

砂粒含む

石英

灰 自色

須恵器

脚合部

1区 C 脚台部径128 脚端下方にやや拡張

外彎気味に内傾する脚台部

ロクロナデ 0 5mm弱

砂粒含む

石英

灰 色

瓦質土器

杯

1区 B 口径144 体部は直線的に外方へ立ち上が

る。日縁部外彎気味。端部は尖り

気味におさめる。

内外面 ともヨコナデのちヘラミガキ 0 3血砂

粒

暗灰色

番号 器種 地点

層位

法量・形態の特徴 。技法 。その他備考

土鍾 8区 長さ (27m) 幅09111 孔径0 3mm 重量184g
0 5mm大 砂粒若干含 淡橙色 一部欠損 管状上鍾
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図版 1

天神山遺跡 調査前全景 (東より)

守牌 ,1韓 欝 響 41q・ .

第 1調査区A地区遺構晃掘状況 (西より)
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図版 2

天神山遺跡

鶏 要Ⅲ稔攀 |こ

・
,・

―

S B1001完掘状況 (東より)

S K1003掘 り下げ状況 (東 よ り)
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図版 4

轟 |

天神山遺跡 S T1005掘 り下げ状況 (東 より)
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図版 5

天神山遺跡 S T1004完掘状況 (西より)
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天神山遺跡  S T1004完掘状況 (南より)
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図版 7
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図版 8

青谷遺跡 遠景 (南より)
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図版 9

青谷遺跡  S K1027掘 り下げ状況
,f幹
(北より)

青谷遺跡  S K1029・ S K1037掘 り下げ状況 (南より)
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図版10

青谷遺跡  S K1038完掘状況
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図版 11
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図版 12
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青谷遺跡  S X1004。 S D1007掘 り下げ状況 (東 よ り)
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kl― 鯵

青谷遺跡 S K1002・ S K1003掘 り下げ状況 (東 より)

青谷遺跡 第 8調査区完掘状況 (西 よ り)
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図版15
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